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令和２年１２月定例会会議録（第１号） 

 

 

令和２年１２月４日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ３番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ６番   押  切  明  弘  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   庄  司  里  香  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 

 １０番   山  科  正  仁  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長    
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局 
主 幹 金 谷 佳 代 
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選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第１号） 

令和２年１２月４日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

 

   （上程、提案説明、採決） 

日程第 ４ 議案第１１３号新庄市表彰について 

 

   （上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第 ５ 議案第１１４号財産の取得について 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ６ 議案第１１５号新庄市市税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ７ 議案第１１６号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ８ 議案第１１７号新庄市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第１１８号延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例について 

日程第１０ 議案第１１９号新庄市立図書館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１１ 議案第１２０号新庄市民プラザの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１２ 議案第１２１号新庄市体育館等の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１３ 議案第１２２号新庄・最上さくらが丘斎苑の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１４ 議案第１２３号新庄市萩野児童センターの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１５ 議案第１２４号新庄市升形児童館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１６ 議案第１２５号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例について 

日程第１７ 議案第１２６号新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第１２７号新庄市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例について 
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日程第１９ 議案第１２８号最上圏域下水道共同管理協議会規約の変更について 

 

日程第２０ 議案及び請願の各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第２１ 議案第１０８号令和２年度新庄市一般会計補正予算（第９号） 

日程第２２ 議案第１０９号令和２年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第２３ 議案第１１０号令和２年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２４ 議案第１１１号令和２年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２５ 議案第１１２号令和２年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  これより令和２年12月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第１号）によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

下山准一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において山科春美さん、奥山省三君

の両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

下山准一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長石川正志君。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  去る11月27日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席の下、執行部から

副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出席

を求め議会運営委員会を開催し、本日招集され

ました令和２年12月定例会の運営について協議

いたしました。 

  初めに、執行部から招集日を含めて提出議案

についての説明を受け、協議を行った結果、会

期につきましては、お手元に配付しております

令和２年12月定例会日程表のとおり、本日から

12月15日までの12日間と決定いたしました。 

  また、会期中の日程につきましても日程表の

とおり決定いたしましたので、よろしくお願い

申し上げます。 

  このたび提出されます案件は、議案16件、補

正予算５件、請願２件の計23件であります。 

  案件の取扱いでありますが、議案第113号に

つきましては、人事案件でありますので、提案

説明の後、委員会への付託を省略して直ちに審

議をお願いいたします。議案第114号につきま

しては、議案説明をいただき、委員会への付託

を省略して、本日の本会議において審議をお願

いいたします。議案第115号から議案第128号ま

での議案14件につきましては、本日本会議に上

程し、提案説明の後、総括質疑を受け、所管の

常任委員会に付託し、審査をしていただきます。

議案第108号から議案第112号までの補正予算５

件につきましては、本日は提案説明のみにとど

め、委員会への付託を省略して、12月15日、最

終日の本会議において審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は９名であります。よ

って、１日目５名、２日目４名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

１人50分以内といたします。質問者並びに答弁

者の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から12月

15日までの12日間にしたいと思います。これに



- 37 - 

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は12月４日から12月15日までの12日間と決

しました。 

 

令 和 ２ 年 １ ２ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 12月４日 金 本 会 議 

 

議 場 

 

午前 1 0時 

開会。行政報告。人事案件（１件）

の上程、議案説明、採決。議案（１

件）の上程、提案説明、質疑、討

論、採決。議案（14件）の一括上

程、提案説明、総括質疑。議案及び

請願の各常任委員会付託。補正予算

（５件）の一括上程、提案説明。 

第２日 12月５日 土 
休      会  

第３日 12月６日 日 

第４日 12月７日 月 本 会 議 議   場 午前 1 0時 

一般質問 

 小嶋冨弥、山科春美、石川正志、 

  佐藤卓也、庄司里香の各議員 

第５日 12月８日 火 本 会 議 議   場 午前 1 0時 

一般質問 

 押切明弘、叶内恵子、佐藤文一、 

  佐藤悦子の各議員 

第６日 12月９日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 

 

付託議案、請願の審査 

第７日 12月10日 木 常任委員会 

産 業 厚 生 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 

 

付託議案、請願の審査 

第８日 12月11日 金 休      会 本会議準備のため 

第９日 12月12日 土 
休      会  

第10日 12月13日 日 

第11日 12月14日 月 休      会 本会議準備のため 

第12日 12月15日 火 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

各常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（５件）の質疑、討

論、採決。 
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日程第３市長の行政報告 

 

 

下山准一議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  昨日、おとといと郡内でもコロナ感染者が出

たということで、自粛の方向性というふうなこ

とがありますが、昨日対策会議を開きまして、

ゼロ、100ではなく、適度な対策を行いながら、

経済も回すというふうなことで、まだ一刻一刻

と状況が変化する中で、また協議し合うという

ふうなことをしたところであります。 

  さて、12月定例会に当たり、今回の報告につ

いては、本合海地区の国道崩落に伴う漏水対応

について御報告申し上げます。 

  令和２年11月13日金曜日、午前９時頃、国道

47号線の本合海地内において新田川に接する国

道の北側のり面が崩落し、水道管より漏水が発

生しているとの連絡を受け、国土交通省新庄国

道維持出張所と現場確認した結果、国道の路肩

が崩落したことによる漏水と断定し、水道管の

緊急修繕を行ったところであります。 

  緊急修繕に当たっては、本合海地区約200世

帯の大規模な断水となるため、午後１時からの

断水のための広報活動を行うとともに、給水拠

点を本合海小学校とし、給水車２台を配置し、

給水活動を行ったところであります。 

  緊急修繕の完了後、水道管への水張り作業を

行い、午後８時頃より徐々に通水し、おおむね

午後９時には断水解消に至ったところでありま

す。 

  給水活動の際には、様々な情報提供やポリタ

ンクなどの回収など、多くの皆様の御協力をい

ただきました。特には、地元の議員である八鍬

議員には大変感謝申し上げる次第であります。 

  今後とも安心安全な水道水の供給のため、水

道事業を運営していく所存でありますので、皆

様の御理解と御協力をお願い申し上げ、行政報

告とさせていただきます。 

 

 

日程第４議案第１１３号新庄市表

彰について 

 

 

下山准一議長 日程第４議案第113号新庄市表彰

についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第113号新庄市表彰について

御説明申し上げます。 

  本案は、本市の隆盛、発展に長年寄与され、

市政に対する功労が特に顕著な方々を表彰する

ため、新庄市表彰条例に基づき、議会の同意を

得ようとするものであります。 

  初めに、清水清秋氏は、平成３年12月から平

成31年４月まで連続７期、27年もの長きにわた

り、市議会議員として幅広く活躍されたことは、

皆様も御承知のとおりでございます。その卓越

した識見により、市議会議長として力を尽くさ

れ、さらに、最上広域市町村圏事務組合議会議

長を２度歴任するなど、多年にわたり地方自治

に貢献されました。 

  次に、本澤昌紀氏は、平成７年に民生委員に

就任して以来、新庄市民生委員児童委員協議会

連合会会長、児童養護施設理事長、社会福祉法

人新庄市社会福祉協議会会長など、社会福祉関

係の要職を歴任し、その温厚な人柄をもって責

務を遂行され、社会福祉の向上に貢献されまし

た。 

  これら２名の方々の市政における功績に対し

まして、新庄市表彰を行いたく、御提案申し上
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げます。 

  それぞれの略歴、功績につきましては、表彰

候補者調書を添付しております。 

  御審議いただき、御同意賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第113号は、

会議規則第37条第３項の規定により、委員会の

付託を省略したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第113号は直ちに採決することに決しまし

た。 

  これより採決いたします。 

  議案第113号新庄市表彰については、これに

同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第113号はこれに同意することに決しまし

た。 

 

 

日程第５議案第１１４号財産の取

得について 

 

 

下山准一議長 日程第５議案第114号財産の取得

についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第114号財産の取

得について御説明申し上げます。 

  本案は、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、

市内各小中義務教育学校の児童生徒１人１台の

タブレット型端末を取得するに当たり、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第３条の規定により提案するもので

あります。 

  取得するタブレット型端末は、ＧＩＧＡスク

ール構想標準仕様書に準拠したＷｉｎｄｏｗｓ

型端末で、低学年の児童も取り扱いやすいよう、

軽量でキーボードが取り外しできるものとなっ

ております。 

  また、取得する台数は、市内各校全ての児童

生徒用として2,535台、予備機として39台、合

計2,574台を整備するものであります。 

  契約方法は、指名競争入札による物品購入契

約とし、本市に本店または営業所を有する10社

による入札を行った結果、新庄市十日町6162番

10、株式会社東北情報センターから１億2,034

万円で取得するものであります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明がありました議案第114号は、

会議規則第37条第３項の規定により、委員会へ

の付託を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 今回のそのＧＩＧＡス
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クール構想なんですが、国の当初のスケジュー

ルでは、５か年の計画で令和５年度中に完了す

る予定であったと。義務教育段階にある児童生

徒１人１人の端末配備を今度前倒しをしまして、

今年度中に完了を目指すということで、１人１

人、１人１台のタブレットを購入するために国

庫補助金の活用にもこの時間の制限というもの

が加えられてしまい、そういった慌ただしい状

況の中で事業進められていらっしゃるというこ

とについては、理解をしております。 

  ですが、国において安価な環境整備に向けた

調達改革ということで、都道府県レベルでの共

同調達を推進していたと思います。山形県の共

同調達による入札が11月12日に実行されたと。

35自治体のうち、１自治体が共同調達に参加し

たというふうに聞いております。 

  また、全国的な動向を見ますと、20を超える

都道府県において共同調達を実施しているとい

うことを考えると、共同調達に参加するという

ことで、そのスケールメリットがあったのでは

ないかと考えるんですが、新庄市においても共

同調達に参加するという選択ができなかったの

かどうなのか。 

  そして、次なんですが、本市のこのタブレッ

ト型端末ですが、2,574台という購入です。入

札予定価格が１億1,232万円と、大変高額とな

っております。本市は、このタブレット型端末

の購入に当たって、今も説明があったとおり、

指名競争入札に付したということですが、その

理由と、一般競争入札としない場合の例外とし

ての基準、この基準を伺いたいと思います。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

下山准一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 まず、１点目

の県の共同調達の件でございますが、実際には

私どもも共同調達に乗らせていただくというふ

うな方向で実際に動いておりました。 

  結果的に、県の共同調達を活用した市町村が

１団体しかなかったわけなんですが、私どもが

共同調達にまずは最初に入るつもりでいた段階、

これ３月の段階なんですが、この段階では県内

35市町村のうち20団体ほど参加するというふう

な意向、私どものほかに20団体いらっしゃいま

した。この共同調達のメリットは、今おっしゃ

ったようなスケールメリットというのが一番大

きいところなんですが、これが県の説明により

ますと、8,000台を超えたあたりからスケール

メリットが出てくる。私どももそのスケールメ

リットというところが最大の理由で、県の共同

調達に参加する意向でおりました。 

  ところが、その３か月後、３月にまたその意

向の調査がありまして、その段階で35市町村の

うち６団体だけに減ってしまいました。という

のは、それぞれの市町村の事情によって参加し

ないというふうなことになってきたのかなと思

うんですが、そこで、６団体で１万2,000台ほ

どの予定だったようです。そのうち、新庄市は、

大口から２番目で、私ども2,500台、2,600台ほ

どですが、一番多いところで7,100台ほどの予

定があったと。この私どもともう一つの大口の

自治体２つが抜けてしまうと、スケールメリッ

トが全然出なくなると。特に、私どもより多か

ったところの予定している団体が抜けられてし

まうと、全くそのメリットがなくなってしまう

というふうなことで、そちらの団体のほうに今

後どうしますかというふうなことでお話をさせ

ていただきましたら、抜けるつもりだというふ

うなことで、そうすると、そのスケールメリッ

トのラインというところが切れてしまって、そ

の最大の理由であったスケールメリットが得ら

れないというふうなことで、私どももこの共同

調達のほうから抜けさせていただくというふう

な判断をさせていただいたところです。以上で

す。 
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平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 ２点目の入札方法についての

御質問でございます。 

  このたびの物品購入契約に関しましては、指

名競争入札により入札を行ったということでご

ざいます。その理由としましては、物品に関し

ましては、市内の取扱い業者が非常に限られて

いるというふうなことがございますので、直接

的な根拠法令としましては、地方自治法施行令

によりまして、入札、競争に加わるべき者の数

が一般競争入札に付する必要がないと認められ

る程度に少数であるというふうな理由でござい

ます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） この都道府県による共

同調達につきましては、新庄市の立場でどうい

うふうに県が進めていったのかということを今

説明いただいたかと思います。 

  他市の意向等を調査してみますと、できれば

やはり今になってというか、共同調達で進むこ

とが望ましかったと、やはり考えている自治体

が多かったなということをちょっと認識をして

おりましたので、新庄市においてもどのような

手続で断念したのかということを確認しまして、

大変ちょっと県として、県に対しては残念なま

とめ方をされたのかなと、非常にちょっとがっ

かりをしているところでした。 

  そして、今次に、指名競争入札について、担

当課長のところから自治令にのっとって、自治

令によって、政令で定められているその法則に

従って指名競争入札としたという説明だったと

思うんですが、この政令で定める場合に、該当

するときに限った指名競争入札ということで、

この指名競争入札でできる場合ということが３

点自治令で定められていますが、まず、その１

点がその性質または目的が一般競争入札に適し

ないという判断、そして、入札に参加できる者

が一般競争入札に付する必要がないと認められ

るほどに競争に加わるべき者の数が少ないとい

う判断のもの、そして次に、一般競争入札に付

するときには、不信用、又は不誠実の者が参加

して競争をなすおそれがあるとき、業者が連合

して不当競争しようとするおそれがあるとき、

一般競争入札に付するときは、契約上の義務違

反のおそれがあり、地方公共団体の事業に著し

く支障を来すおそれがあるというときであると

理解しておりますが、これで、この中で、市内

業者と限定した理由ということがその基準だと

いうんですが、市内業者に限定しなくても、一

般競争入札で実施をするということが可能であ

るかと思います。 

  35市町村の中では、一般競争入札に付して、

新庄市のこの今回の金額よりも単価としても安

価に物品の購入、同じ、Ｗｉｎｄｏｗｓという

ＯＳで購入していることを可能にしていたんで

すが、その市内業者に限るとした、この基準、

そちらを再度伺いたいと思います。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたびの物品購入に関しま

しては、国の交付金を活用して、市で購入する

という形になるわけでございますので、やはり

地元への経済波及効果ということを第一に考え

まして、地元で取扱いできる物品でございます

ので、市内業者を対象に入札を行ったというふ

うなことでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 市内業者、そうしまし

たら、もう１点伺っておきたいんですが、今回

の指名競争入札で落札をした業者がこのタブレ

ットを活用できるようにするために、各学校に

測量設計をしなければいけない。大容量になる

ので。その測量設計業務に対して随意契約とい
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う形で同じ業者が随意契約をされていらっしゃ

る。この点については、随意契約の基準、どの

ように判断をされて随意契約されていらっしゃ

るのか、重ねてお伺いいたします。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 この随意契約の理由でござい

ますが、やはり納入に当たりまして、この物品

を取り扱う業者がその設計の導入に当たっての

設計業務委託を随意契約で行うというようなこ

とについては、やはり妥当性があるのではない

かということで、その導入の際の仕様の精査で

すとか、状況の確認、それらに精通した業者で

あり、また物品を取り扱っている業者が行うの

が最もスムーズに進むのではないかというふう

なことで随意契約を行ってございます。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 10社も競争入札に参加

なさった、できる、指名競争入札にしたという

ことなんですが、それだけ市内に力があるとい

うか、できるだろうと思われる会社があるんだ

ろうと思います。 

  そういう意味では、今仕事が少なくなってい

ることを考えますと、できるだけ分離発注して、

より多くの地元の業者に仕事を回すような考え

はなかったのか。その点についてはどうでしょ

うか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

下山准一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 答えが当たっ

ているかどうか分からないんですが、発注した

ところは、市内の業者になりますので、よろし

いでしょうか。（「分離発注」の声あり） 

  分離発注ですね。分離発注についても、ある

程度考えました。これは、当初小学校６年生の

分と中学校３年生の分をまず先行して早めに納

入させる。そして、各学年ごとに応じて分けて

いくといった方向で分離発注できるのかなとい

うふうには考えておったんですが、その形を取

ってしまいますと、入札を実施して機種が決ま

るわけでありますので、全くばらばらの機種に

なってしまう。そういったこともありまして、

それから、もう一つは、スケールメリットを考

えて、一括で発注すればそれだけのスケールメ

リットが出てくると。 

  そういった２点がございましたので、今回ま

とめて入札を実施して発注させていただくとい

うふうなことになります。以上です。 

下山准一議長 よろしいですか。ほかにありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第114号財産の取得については、原案の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、議案第114号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

 

議案１４件一括上程 
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下山准一議長 日程第６議案第115号新庄市市税

条例の一部を改正する条例についてから日程第

19議案第128号最上圏域下水道共同管理協議会

規約の変更についてまでの議案14件を、会議規

則第35条の規定により一括議題としたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第115号新庄市市税条例の一部を改正する

条例についてから日程第19議案第128号最上圏

域下水道共同管理協議会規約の変更についてま

での議案14件を一括議題とすることに決しまし

た。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第115号新庄市市

税条例の一部を改正する条例について御説明申

し上げます。 

  地方税法等の一部を改正する法律が公布され

たことに伴う新庄市市税条例の改正のうち、施

行日が令和２年４月１日のものについては、３

月31日に専決処分を行い、５月臨時会で御承認

をいただき、本年10月１日に施行される部分及

び新型コロナウイルス感染症関連で令和２年４

月30日に地方税法等の一部を改正する法律が公

布されたことに伴う改正は、６月議会で議決を

いただきました。 

  本案は、令和３年１月１日以降に施行される

部分につきまして提案するものであります。 

  主な改正の内容といたしましては、個人住民

税につきましては、非課税措置の対象に独り親

を加え、性別にかかわらず非課税措置の対象と

するものであります。 

  また、延滞金の割合等の特例措置として、

「特例基準割合」を「延滞金特例基準割合」と

改め、この延滞金基準割合が年7.3％に満たな

い場合の特例措置を規定します。 

  たばこ税につきましては、１グラム未満の軽

量葉巻たばこを紙巻きたばこ１本に換算して課

税するため、改正を行います。 

  さらに、都市計画税につきましては、新たな

課税区域として、円満寺町、西町、谷地小屋、

松本、本宮、桧町の一部を追加し、その他条文

の整備を行うものであります。 

  これらは、施行日が一様でないため、附則に

おいてその期日を定めております。 

  次に、議案第116号新庄市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例について御説明申し上

げます。 

  本案は、地方税法施行令の一部を改正する政

令が公布され、令和３年１月１日から施行され

ることに伴い、新庄市国民健康保険税条例を改

正するものであります。 

  改正の内容につきましては、個人所得課税の

見直しに伴う軽減判定、所得基準の見直し及び

長期譲渡所得に係る課税の特例の改正を行うと

ともに、条文の整備を行うものであります。 

  具体的には、軽減判定所得の算定において、

基礎控除額相当分の基準額を現行から10万円引

き下げ、43万円とするとともに、同一世帯内で

の給与所得者数と年金所得者数に応じて10万円

ずつ軽減判定所得を引き上げていく仕組みとす

るものであります。 

  また、低未利用土地等を譲渡した場合の長期

譲渡所得に係る課税の特例を新設するものであ

ります。 

  施行日は、令和３年１月１日とし、令和３年

度の課税分から適用するものであります。 

  次に、議案第117号新庄市地域経済牽引事業

の促進のための固定資産税の課税免除に関する

条例の一部を改正する条例について御説明申し

上げます。 

  本案は、地域経済牽引事業の促進による地域

の成長発展の基盤強化に関する法律が一部改正



- 44 - 

されたことに伴い、必要な改正を行うものであ

ります。 

  改正の内容につきましては、引用している法

律の条項について条項ずれを解消するための改

正、及び引用している政令の名称変更に伴う改

正、その他規定の整備を行うものであります。 

  施行日は、公布の日であります。 

  次に、議案第118号延滞金の割合の見直しに

伴う関係条例の整備に関する条例について御説

明申し上げます。 

  令和２年３月に公布された地方税法等の一部

を改正する法律の施行に伴う新庄市市税条例に

おける延滞金の割合の改正につきましては、議

案第115号において御提案申し上げたところで

ありますが、市税外収入などの関係する４条例

につきましても、市税との均衡を図るため改正

を行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、延滞金の計算

の基礎となる特例基準割合の用語を「延滞金特

例基準割合」に改めるほか、条文の整備を行う

ものであります。 

  施行日は令和３年１月１日であります。 

  次に、議案第119号から議案第122号までの指

定管理者の指定について、一括して御説明申し

上げます。 

  いずれの議案も令和３年３月31日をもって指

定管理期間が満了する市の公の施設の管理を行

わせる指定管理者を指定するため、議会の議決

を求めるものであります。 

  議案第119号新庄市立図書館につきましては、

一般社団法人とらいあを、議案第120号新庄市

民プラザにつきましては、特定非営利活動法人

芸術文化振興市民ネット新庄を、議案第121号

新庄市体育館を含む10の体育施設につきまして

は、一般財団法人新庄市体育協会を、議案第

122号新庄・最上さくらが丘斎苑につきまして

は、株式会社セロン東北を指定管理者として指

定するものであります。 

  指定管理者の候補選定に当たり、公募を行っ

たところ、それぞれの施設について１件ずつ応

募がありました。 

  市民から選出された委員を含む選定委員会に

より、新庄市立図書館につきましては、専門性

の高い業務に対して職員の目的意識が高く、多

彩な事業展開による読書活動の向上や安定した

施設運営を続けていくことが期待できることか

ら、引き続き、一般社団法人とらいあが選定さ

れました。 

  新庄市民プラザにつきましては、職員の業務

に対する使命感が強く、今後も安定した施設運

営が期待できるとともに、幅広い年齢層に対応

した多彩な事業を展開していることから、引き

続き、特定非営利活動法人芸術文化振興市民ネ

ット新庄が選定されました。 

  新庄市体育館等につきましては、安定した運

営体制や職員の資格取得状況、災害時の対応等

も含め、長年のノウハウを生かした施設の運営

管理と今後も当市のスポーツ振興に寄与するこ

とが期待できる事業計画が評価され、引き続き、

一般財団法人新庄市体育協会が選定されました。 

  新庄・最上さくらが丘斎苑につきましては、

これまでの指定管理者としての管理実績が認め

られるほか、新型コロナウイルス感染症への対

策など、緊急時の対応における信頼性や職員研

修による人材育成など、意欲的な姿勢が評価さ

れ、引き続き、株式会社セロン東北が選定され

ました。 

  指定の期間は、いずれの施設も令和３年４月

１日から令和８年３月31日までの５年間とする

ものであります。 

  次に、議案第123号新庄市萩野児童センター

の管理を行わせる指定管理者の指定について、

及び議案第124号新庄市升形児童館の管理を行

わせる指定管理者の指定について、一括して御

説明申し上げます。 

  本案は、令和３年３月31日をもって指定管理
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期間が満了する新庄市萩野児童センター及び新

庄市升形児童館の管理を行わせる指定管理者を

指定するため、議会の議決を求めるものであり

ます。 

  児童センター及び児童館につきましては、地

域と密接な関わりを持ちながら、地域での児童

の健全育成と施設運営を行う必要があることか

ら、候補の選定に当たっては、公募によらず、

地域で組織した管理委員会を選定することにつ

いて、市民から選出された委員を含む選定委員

会により御協議をいただいたところであります。 

  その結果、地域に根差した運営を行っており、

保護者からも高い評価を得ていることから、萩

野児童センターについては、引き続き、萩野児

童センター管理委員会が、升形児童館について

も、引き続き升形児童館管理委員会が選定され

ました。 

  指定の期間はいずれの施設も令和３年４月１

日から令和８年３月31日までの５年間とするも

のであります。 

  次に、議案第125号新庄市中小企業緊急災害

等対策利子補給基金条例について御説明申し上

げます。 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響により、

経営に支障が生じた事業者を支援するため、金

融機関、山形県、市町村の連携により、山形県

商工業振興資金制度の地域経済変動対策資金に

ついて、貸付利率が無利子となるよう、利子補

給事業を行ったところであります。 

  この利子補給事業につきましては、事業に要

する費用に充てるための基金を設置することを

要件に、令和３年度から最大５年間分の当該事

業に要する経費について、国の新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用する

ことが可能であります。 

  本案は、国の地方創生臨時交付金を活用し、

市が令和12年度までの10年間各金融機関へ利子

補給する経費のうち、令和３年度から最大５年

間分の経費に充てるための基金を設置するため、

提案するものであります。 

  なお、基金への積立金に関する予算につきま

しては、３月定例会に補正予算を上程させてい

ただく予定となっております。 

  次に、議案第126号新庄市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例について、及び議案第

127号新庄市法定外公共物管理条例の一部を改

正する条例について御説明申し上げます。 

  改正の理由といたしましては、道路法施行令

の一部改正により、国は令和２年４月１日から

道路占用料の改定を行っております。本市にお

いても徴収する道路占用料につきましては、国

に準拠して定めていることから、必要な改正を

行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、電柱や埋設管

などの使用料をおおむね20％増額するものであ

ります。 

  また、本市が所有する法定外公共物の占用料

は、道路占用料に準じて定めていることから、

法定外公共物管理条例につきましても、道路占

用料徴収条例と同様の改正を行うものでありま

す。 

  施行日は、いずれも令和３年４月１日であり

ます。 

  次に、議案第128号最上圏域下水道共同管理

協議会規約の変更について御説明申し上げます。 

  最上圏域下水道共同管理協議会につきまして

は、平成12年４月に最上７市町村が一体となり、

地方自治法第252条の２の規定に基づき、終末

処理場の共同管理を目的に設立した協議会であ

ります。 

  協議会の基本方針は、水質試験、処理場の保

守点検、運転操作監視の業務を共同化し、地域

の一体的な整備促進と維持管理費用の抑制を目

指すものであります。 

  規約の変更内容につきましては、新庄市と６

町村の負担割合は、規約の別表で処理施設能力



- 46 - 

を基に定めております。 

  平成21年度に規約を変更してから10年余り経

過する中で、新庄市、最上町、金山町及び真室

川町において、事業計画の変更により、処理施

設能力が見直されたことから、新庄市65％、関

係６町村35％となっている現行の負担割合を新

庄市60％、関係６町村40％に変更する協議が調

ったため、地方自治法第252条の６の規定によ

り、議会の議決を求めるものであります。 

  規約の変更日は、令和３年４月１日でありま

す。 

  以上、御審議いただき、御決定くださるよう

お願い申し上げます。 

下山准一議長 ただいま説明のありました議案14

件について総括質疑を行います。質疑ありませ

んか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第126号と127号に

ついてですが、新庄市の道路占用料、それから、

法定外公共物管理条例ということで、電柱や埋

設物などについて20％ぐらいの増額ということ

でした。決算を見ると、令和１年、2019年の決

算では、道路占用料は510万9,440円、そして、

法定外公共物に関しては、24万4,150円となっ

ておりました。これらがどのぐらい増収となる

のでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 道路占用料徴収条例の一

部改正に伴いまして、料金の増額がどれくらい

かというふうなことでございますが、電柱及び

埋設物の料金の増額に伴いまして、現在500万

円ほどのものが100万円ほど増額になる見込み

と計算しておるところでございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） それらは、消費税など

で国に上げる分になるのでしょうか。それとも

市の直接の増収となるのでしょうか。 

  それから、もう一つは、市の増収をどう図る

かという点で、いろいろ考えている方の中に、

私はこれは１つとして、増収を図れるものでは

ないかなと思うものなんです。例えば、個人の

土地、私有地の電柱占用料は、１本3,000円ぐ

らい支払われております。それを考えると、こ

の電柱使用料が非常に安過ぎるような気がしま

すし、そういう点から、増収できる部分として、

金額を上げることなどはできないのか。どうで

しょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 最初の御質問でございま

すが、道路占用料の徴収条例につきまして、消

費税の対象になるかどうかという御質問かと思

いますが、大変申し訳ございませんが、ちょっ

と現在お答えできるものを持ち合わせておりま

せんので、後ほど回答させていただければと思

います。以上です。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 ２つ目の市有地の電柱の貸付

料をもっと上げて市の増収を、収入を増やして

はどうかというふうな御質問ですが、こちらの

ほう電気事業法によりまして、基準単価で定め

られておりますので、法律に基づきましてこち

ら貸付けを行っているというふうな状況でござ

います。 

下山准一議長 よろしいですか。（「はい」の声あ

り） 

  ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 
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日程第２０議案及び請願の各常任

委員会付託 

 

 

下山准一議長 日程第20議案及び請願の各常任委

員会付託を行います。 

  議案、請願の常任委員会付託につきましては、

お手元に配付しております付託案件表によりそ

れぞれ所管の委員会に付託いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

令和２年１２月定例会付託案件表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（７件） 

請願（１件） 

○議案第１１５号新庄市市税条例の一部を改正する条例について 

○議案第１１６号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

について 

○議案第１１７号新庄市地域経済牽引事業の促進のための固定資産

税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について 

○議案第１１８号延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整備に関

する条例について 

○議案第１１９号新庄市立図書館の管理を行わせる指定管理者の指

定について 

○議案第１２０号新庄市民プラザの管理を行わせる指定管理者の指

定について 

○議案第１２１号新庄市体育館等の管理を行わせる指定管理者の指

定について 

○請願第３号国に対し「消費税５％以下への引き下げを求める意見

書」の提出を求める請願について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（７件） 

請願（１件） 

○議案第１２２号新庄・最上さくらが丘斎苑の管理を行わせる指定

管理者の指定について 

○議案第１２３号新庄市萩野児童センターの管理を行わせる指定管

理者の指定について 

○議案第１２４号新庄市升形児童館の管理を行わせる指定管理者の

指定について 

○議案第１２５号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例

について 

○議案第１２６号新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

について 

○議案第１２７号新庄市法定外公共物管理条例の一部を改正する条
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付 託 委 員 会 名 件                名 

例について 

○議案第１２８号最上圏域下水道共同管理協議会規約の変更につい

て 

○請願第４号新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う米価対策

等に関する請願 

 

 

議案５件一括上程 

 

 

下山准一議長 日程第21議案第108号令和２年度

新庄市一般会計補正予算（第９号）から日程第

25議案第112号令和２年度新庄市下水道事業会

計補正予算（第２号）までの補正予算５件につ

きまして、会議規則第35条の規定により一括議

題としたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第108号令和２年度新庄市一般会計補正予

算（第９号）から議案第112号令和２年度新庄

市下水道事業会計補正予算（第２号）までの補

正予算５件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第108号から議案

第112号までの令和２年度新庄市一般会計及び

特別会計並びに下水道事業会計の補正予算につ

いて御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第108号一般会計

補正予算でありますが、歳入歳出それぞれ15億

7,363万9,000円を追加し、補正後の予算総額を

263億7,316万9,000円とするものであります。 

  このたびの補正予算につきましては、全体を

通しまして事業の確定に伴う事業費の整理及び

新型コロナウイルスの影響により事業の休廃止

または縮小などで不用となる予算の減額などを

行っております。 

  ５ページの第２表におきましては、ふるさと

歴史センターの空調設備改修事業に係る債務負

担行為の追加を、また、第３表におきましては、

地方道路等整備事業債及び流雪溝整備事業債の

額の変更を行っております。 

  ８ページからの歳入では、15款国庫支出金に

障害者自立支援給付費の増額に対応した歳入の

増額分として、障害者自立支援給付費負担金や

社会資本整備総合交付金の追加内示による増額

補正などを計上しております。 

  また、16款県支出金については、国庫支出金

と同様の障害者自立支援給付費負担金や、既に

本市で実施しております新生児特例定額給付金

の財源となる新生児子育て特別応援金給付事業

費交付金を新たに計上しております。 

  また、同じく16款県支出金に高齢者及び妊婦

のインフルエンザ予防接種費用支援事業費補助

金を新たに計上しております。 

  ９ページ下段の寄附金では、ふるさと納税寄

附金について、今年度のこれまでの実績や年末

の寄附の過去の推移から今後の見込額を推計し、

12億1,000万円の増額補正をしております。 

  次に、歳出予算の主な補正内容について御説

明申し上げます。 

  11ページ、２款総務費には歳入でも申し上げ

ましたふるさと納税事業費を増額計上しており

ます。 

  14ページ、３款民生費には障害者自立支援給

付事業費を、16ページ、４款衛生費には高齢者
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等のインフルエンザ予防接種事業費の増額補正

をしております。 

  また、18ページ、７款の中小企業緊急災害等

対策利子補給金につきましては、今年度の見込

額に応じた不足分を追加補正しております。 

  19ページ下段の８款土木費には道路の除排雪

費を増額補正しております。 

  続きまして、25ページからの特別会計ですが、

議案第109号国民健康保険事業特別会計補正予

算から議案第111号後期高齢者医療事業特別会

計補正予算までの３特別会計及び議案第112号

下水道事業会計補正予算につきましても、今年

度のそれぞれの事業の執行に必要な予算の補正

を行うものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長及び上下水道課長

に説明させますので、御審議いただき、御決定

くださるようお願い申し上げます。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

   （平向真也財政課長登壇） 

平向真也財政課長 それでは、私からは、議案第

108号から議案第111号までの補正予算案につき

まして御説明申し上げます。 

  初めに、議案第108号一般会計補正予算（第

９号）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ15億

7,363万9,000円を追加し、補正後の総額は263

億7,316万9,000円となります。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから４ページまでの第１

表歳入歳出予算補正を御確認いただきたいと思

います。 

  次に、５ページを御覧ください。 

  第２表では、ふるさと歴史センター空調設備

改修事業に係る債務負担行為を追加設定してお

りまして、期間は令和３年度まで、限度額を

4,000万円としております。来年夏までの完成

を目指し、早期に事業着手するため設定するも

のでございまして、今年度の支出はございませ

ん。 

  次に、同じく５ページの第３表地方債補正で

ございますが、地方道路等整備事業債と流雪溝

整備事業債の事業費の変更に伴う補正を行って

ございます。 

  続きまして、歳入について御説明いたします。 

  ８ページを御覧ください。 

  市長からもございましたが、このたびの補正

予算におきましては、全体を通しまして事業の

確定に伴う事業費の整理及び新型コロナウイル

スの影響により事業の休廃止または縮小などで

不用となる予算の減額を行っておりますので、

予算が減額となっている分につきましては、お

おむねこのような理由によるものと御理解いた

だきたいと思います。 

  初めに、15款国庫支出金でございますが、障

害者自立支援給付費の歳出の増額に対応して、

障害者自立支援給付費負担金を増額補正してお

ります。 

  また、社会資本整備総合交付金の追加内示に

よります流雪溝関連の交付金の増額補正などを

計上してございます。 

  また、16款県支出金には、国庫支出金と同様

の障害者自立支援給付費負担金や既に本市で実

施しております新生児特別定額給付金の財源と

して県から交付される新生児子育て特別応援金

給付事業費交付金を新たに計上しております。 

  さらに、９ページ上段でございますが、高齢

者及び妊婦のインフルエンザ予防接種費用支援

事業費補助金を新たに計上してございます。 

  なお、９ページ中段の新型コロナウイルス感

染症対応職員慰労金交付業務委託金につきまし

ては、県の支出科目が委託金として交付される

ことから、本市の予算においても補助金から同

額を減じて委託金に組替えを行うものでござい

ます。 
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  ９ページ下段の寄附金では、ふるさと納税寄

附金12億1,000万円を増額計上しておりますが、

今年度のこれまでの実績及び年末の寄附の過去

の推移から推計しまして増額補正するものでご

ざいます。 

  次に、10ページを御覧ください。 

  20款繰越金につきましては、このたびの予算

補正に充てる一般財源といたしまして、前年度

繰越金２億8,004万8,000円を補正してございま

す。 

  続きまして、11ページからの歳出について御

説明申し上げます。 

  初めに、全体を通しまして、職員給与費の実

績に基づく補正及び最上広域市町村圏事務組合

分担金の変更に伴う補正を行ってございます。 

  11ページの２款総務費には、歳入でも申し上

げましたふるさと納税事業費12億1,000万円を

補正しております。 

  このうち、12ページにございますまちづくり

応援基金積立金は、５億1,700万円ほど増額い

たしまして、今年度の積立予算総額は９億円ほ

どになるものでございます。 

  13ページのほうを御覧ください。 

  ２款４項３目山形県知事選挙費につきまして

は、来年１月執行予定の県知事選挙につきまし

て、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策

に必要な費用を計上するもので、全額県の委託

金が財源となるものでございます。 

  次に、14ページを御覧ください。 

  ３款民生費でございますが、１項４目障害者

自立支援費の障害者自立支援給付費につきまし

て、今年度の不足見込み分を増額補正してござ

います。 

  また、15ページの２項２目児童母子措置費の

ひとり親世帯応援金給付費につきましては、既

に給付しておりますひとり親世帯臨時特別給付

金給付事業において、新型コロナウイルス感染

症の影響により収入が大きく減少しているとし

て、５万円の追加支給を受けた世帯に対しさら

に１世帯当たり３万円の応援金を給付するもの

でございまして、財源は全額県の補助金となっ

てございます。 

  16ページを御覧ください。 

  ４款１項２目予防費では、高齢者等のインフ

ルエンザ予防接種に対する助成費の増額分を計

上してございます。 

  18ページを御覧ください。 

  ７款１項２目商工振興費では、新型コロナウ

イルス感染症緊急災害対策資金の融資に係る利

子補給金につきまして、今年度の見込額に対す

る不足分を増額補正してございます。 

  また、19ページの７款１項５目におきまして

は、新型コロナウイルス関連の経済対策として

実施しております事業者持続化給付金が不足す

る見込みであることから、増額補正してござい

ます。 

  次に、同じく19ページ下段の８款６項雪対策

費でございますが、除排雪業務に係る委託料及

び借り上げ料を増額補正してございます。 

  次に、20ページを御覧ください。 

  10款１項３目教育指導費には、令和３年度の

中学校教科書改訂に伴う教師用指導書等の購入

費として、図書購入費を計上してございます。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計に

入らせていただきます。 

  25ページを御覧ください。 

  議案第109号国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）でございますが、歳入歳出それ

ぞれ8,092万1,000円を追加し、補正後の予算総

額を33億263万6,000円とするものでございます。 

  28ページを御覧ください。 

  歳入では、３款に保険給付費等普通交付金を

増額補正しております。 

  29ページの歳出では、２款１項及び２項にお

きまして一般被保険者療養給付費及び一般被保

険者高額療養費をそれぞれ増額するなど、執行
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状況に合わせた補正を行ってございます。 

  次に、31ページを御覧ください。 

  議案第110号介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）でございますが、歳入歳出それぞれ

9,124万5,000円を追加し、補正後の予算総額を

40億1,731万5,000円とするものでございます。 

  39ページを御覧ください。 

  内容といたしましては、歳出にありますとお

り、事業の執行に必要な補正を行うとともに、

歳入につきましても歳出の補正に合わせた財源

補正を行うものでございます。 

  続きまして、43ページを御覧ください。 

  最後に、議案第111号後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号）でございますが、歳

入歳出それぞれ214万7,000円を追加し、補正後

の予算総額を４億5,009万4,000円とするもので

ございます。 

  47ページを御覧ください。 

  内容といたしましては、歳出でございますが、

制度改正に伴うシステム改修費などを補正する

ものでございます。 

  以上で一般会計及び特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議いただき、御可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

下山准一議長 上下水道課長荒澤精也君。 

   （荒澤精也上下水道課長登壇） 

荒澤精也上下水道課長 議案第112号令和２年度

新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）につ

きまして、別冊の令和２年度新庄市下水道事業

補正予算書（12月）により御説明申し上げます。 

  初めに、１ページをお開きください。 

  議案第112号令和２年度新庄市下水道事業会

計補正予算（第２号）でございます。 

  第１条、令和２年度新庄市下水道事業会計の

補正予算（第２号）は次に定めるところにより

ます。 

  第２条、収益的収入及び支出の補正でありま

すが、公共下水道事業の収入の第１款下水道事

業収益につきましては、401万9,000円増額し、

計９億7,895万円とします。これは、令和元年

度の決算認定に伴い、長期前受金戻入を増額す

るものであります。 

  農業集落排水事業の収入の第１款下水道事業

収益につきましては、98万2,000円減額し、計

9,420万9,000円とします。これにつきましても、

決算認定に伴い、長期前受金戻入を減額するも

のであります。 

  続きまして、２ページをお開きください。 

  下水道事業の支出の第１款下水道事業費用に

つきましては、764万4,000円増額し、計９億

6,150万3,000円とします。これは、主に管渠及

び処理場関連の修繕費と決算の認定に伴う減価

償却費を増額するものであります。 

  農業集落排水事業の支出の第１款下水道事業

費用につきましては、124万1,000円減額し、計

9,383万円とします。これは、主に決算の認定

に伴う減価償却費を減額するものであります。 

  第３条、議会の議決を経なければ流用するこ

とができない経費の補正ですが、職員給与費の

既決予定額7,119万9,000円に補正予定額４万円

を増額し、計7,123万9,000円とします。 

  なお、３ページから５ページには補正予算の

実施計画を、６ページから９ページには令和元

年度決算認定後の令和２年度新庄市下水道事業

開始貸借対照表を記載しておりますので、後ほ

ど御確認いただきまして、説明は省略させてい

ただきます。 

  以上、議案第112号令和２年度新庄市下水道

事業会計補正予算（第２号）について御説明申

し上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算５件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ



- 52 - 

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第108号から議案第112号までの補正予算５

件については、委員会への付託を省略し、12月

15日火曜日、定例会最終日の本会議において審

議をいたします。 

 

 

散      会 

 

 

下山准一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  12月７日月曜日午前10時より本会議を開きま

すので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時０８分 散会 
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令和２年１２月定例会会議録（第２号） 

 

 

令和２年１２月７日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ３番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ６番   押  切  明  弘  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   庄  司  里  香  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 

 １０番   山  科  正  仁  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長     
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局  
主 幹 金 谷 佳 代 
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選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会  

事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第２号） 

令和２年１２月７日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 小 嶋 冨 弥  議員 

２番 山 科 春 美  議員 

３番 石 川 正 志  議員 

４番 佐 藤 卓 也  議員 

５番 庄 司 里 香  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第２号）に同じ 



- 55 - 

 

令和２年１２月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 小 嶋 冨 弥 

１．来年度の予算編成について 

２．行政手続きの拡充について 

３．エコロジーガーデンについて 

市 長 

２ 山 科 春 美 

１．自殺防止対策について 

２．障がい者に優しいまちづくりについて（仕事の創出と

拡大について） 

市 長 

教 育 長 

３ 石 川 正 志 

１．今後の「人・農地プラン」の進め方について 

２．多面的機能支払制度について 

３．若者の創業（起業）支援について 

市 長 

４ 佐 藤 卓 也 １．観光戦略について 市 長 

５ 庄 司 里 香 

１．市民のくらしについて 

２．子育て世帯の要望について 

３．本市のイベントについて 

市 長 
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開      議 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  都市整備課長より発言の申出がありますので、

これを許可します。 

  都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 おはようございます。 

  12月４日初日の議案説明におきまして、総括

質問で、議案第126号新庄市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例に対しまして、佐藤悦

子議員より御質問いただきました占用料の増額

分が消費税の差引きとなるのかという御質問で

ございましたが、こちらの収入につきましては、

道路使用料に計上されまして、総額を一般財源

として運用されるという内容でございましたの

で、回答させていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

下山准一議長 それでは、本日の会議は、お手元

に配付しております議事日程（第２号）によっ

て進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

下山准一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は９名です。質問の

順序は配付しております一般質問通告表のとお

り決定しております。 

  なお、質問時間は答弁を含めて１人50分以内

といたします。 

  本日の質問者は５名です。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

下山准一議長 それでは最初に、小嶋冨弥君。 

   （１５番小嶋冨弥議員登壇） 

１５番（小嶋冨弥議員） おはようございます。 

  議長にお願いします。マスクを取って発言し

たいと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。よろしいでしょうか。 

下山准一議長 許可いたします。 

１５番（小嶋冨弥議員） 改めておはようござい

ます。 

  議席番号15番、起新の会の小嶋冨弥でありま

す。師走のこの時期を迎えますと、七十有余年、

門松をくぐり抜けた者として、改めて月日のた

つのの早いのが感じられる我が身であります。 

  今年は、申すまでもなく、新型コロナによっ

て、例年と違い潤いと趣が変わりました。しか

し、私たちの市民生活が、日々安心安全に暮ら

せることは、市長はじめ執行部の皆さん、議会

とも同じ思いではないのでしょうか。 

  それでは、市民の皆様方より負託を受けた議

員として、今定例会一番目に質問させていただ

きますので、よろしくお願い申し上げます。 

  それでは、通告の順に従いましてお伺いいた

します。 

  まず初めに、来年度、令和３年度の予算編成

時期を迎え、どのように考え、どう図るのでし

ょうか。そのことについてお伺いいたすもので

あります。 

  今年は、５年に一度行われます国勢調査があ

りまして、総務省統計局によりますと、本年

2020年度、国が国勢調査を開始してから100年

目だそうであります。この調査の趣旨は、未来

をつくる日本で最も重要な調査であると位置づ

けております。 

  今般、今年の調査結果は現段階では分かりま
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せんけれども、前回の平成27年の調査結果で、

大正９年の国勢調査開始以来、日本の人口が初

めて減少に転じました。 

  当市でも例外でなく、人口減が顕著に示して

おり、地域の発展には定住人口の確保が喫緊な

まちづくりの課題であることは、申すまでもあ

りません。 

  ここに来て収束のつかない新型コロナ感染が

拡大し、経済活動、医療等崩壊の心配が社会生

活全般に負としての影響が深刻に及んでおりま

す。 

  あと半月余りで新しい年を迎え、そして３か

月後には新年度がスタートいたします。コロナ

禍のこんなときこそ、市民生活の安全安心のセ

ーフネットが大事で、それぞれの自治体の行政

力が試されるものと思います。 

  市民生活によりよく添える来年度の予算編成

の執行についてのお考えをお聞きいたすもので

あります。 

  それでは、次に、発言事項の２番目の行政手

続の拡充についての質問をいたします。このこ

とに対して３点お伺いいたします。 

  １つ目は、安倍首相の後を引き継いだ隣秋田

県湯沢市出身の総理大臣菅 義偉政権が推進す

るデジタル化についてであります。 

  地域社会と住民サービス、行政の行政業務等

の円滑推進を図るデジタル化。政府は、来年秋

にデジタル庁を新設し、デジタル変革が進みま

す。既に他の自治体でも、デジタル技術の活用

で行政サービスの向上、職員の業務効率化に向

けた政策を進めております。これらの流れに、

新庄市としてデジタル化などどのように捉え、

変革する時代にどう取り組んでいくのかお伺い

いたします。 

  次に、判こ、押印についてであります。 

  判こは、長い間続いておる日本の文化だと言

われております。 

  しかし、ここに来て、河野太郎行政改革大臣

が、国の行政手続のほとんどから押印をなくす

る方針が発表され、政府の10月に開いた規制改

革推進会議では、菅総理は、全ての行政手続に

ついて、書面や押印を本格的に見直すように指

示をいたしました。 

  これとは別に、既に脱判こを実施しておる自

治体もあります。法律改正が必要なものは、来

年の通常国会で一括法案を提出し、税金の年末

調整、確定申告など、身近な手続等は、早けれ

ば来年度から押印がなくなるような方向が示さ

れております。 

  脱判こが加速中、当市においては、これらに

ついてどのように捉えておるのでしょうか。ま

た、そして、これら市民サービスに向けた押印

の取扱いについてのお考えをお尋ねするもので

あります。 

  次に、行政手続の拡充の３つ目の、市におけ

る各証明書の発行を市役所に出向くことなく、

時間を気にせずコンビニで交付できるようにし、

市民サービスに資するべきではないかとの考え

であります。 

  これは、新庄市の特化でなく、既に県内の７

市では実施しておるわけであります。認定シス

テム、管理の面々等、コストもかさむわけです

が、それ以上に若い世代の要望が強く感じられ

ます。時代の求めにどのように図られるのかお

聞かせください。 

  次に、発言事項の３つ目のエコロジーガーデ

ンの質問を行います。北側エリアについてであ

ります。 

  この地は、平成14年に旧農林省蚕糸試験場跡

地を当市で譲渡し、その８月より、エコロジー

ガーデンとして、自然環境を学び、交流の場と

して市では活用なされておるわけです。 

  kitokitoマルシェは、内外の評価が高く、私

も行くたびに、多くの若い男女、子供がおるの

には感心いたします。 

  なぜこんなに多くの人が集まるんでしょうか。
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私なりに考えますと、企画がよく、若い人、ま

た子供たちの喜ぶ今風な出店、季節の農産物、

小物、アクセサリー等々の楽しい交流の場とと

もに、何といっても、この地の桜の木や大ケヤ

キ、大カンバ等の樹木と建造物のすばらしいロ

ケーションとマッチするからではないのでしょ

うか。当市の誇れる観光資源でもあります。そ

う思いませんか。こんな思いに共感する市民が

数多くおります。 

  そこで、４ヘクタールの北側エリアについて、

昨年12月の定例議会で、北側エリアの計画を、

用途に沿ってやった事業展開をどう図るのか一

般質問をいたしました。当時の答弁の話として

は、登録文化財というふうで、優先度の中で南

側を優先で耐震工事を行ってきたので手が回ら

なかった。北側エリアについては、４期の利用

計画にもうたっており、来年度、一応その実地

計画図をまずきちんと立てて、遠足広場やピク

ニックができるような、そういったフィールド

の展開というふうに、市内の皆様方にもきちん

と利活用しながら、していきながら、にぎわい

を創出していきたいと思っておるところですと

の大変前向きなお考えをお答えいただきました。

あずまや、水飲み場、トイレと、また、遊歩道

は、残念なことに刻と進んでおりません。 

  再度お伺いいたします。 

  北側エリアの利活用について、どう図るので

しょうか。 

  以上で、私が通告いたしました質問でありま

すので、御答弁のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。それでは、

私もマスクを取らせていただいて、軽く消毒を

させていただきます。 

  コロナが、今、県内でも、昨日15人というよ

うな形で増えつつある中で、この感染を防止し

ていくということも大変重要なことかなと思っ

ております。 

  それに関連しながら、来年度の予算編成につ

いての御質問でありますが、新型コロナウイル

スの第３波が始まりつつあり、全国で新規感染

者数が第２波のピークを超えている現状であり

ます。いまだ収束の気配もなく、地域経済に与

える影響も相当大きいと推察しております。 

  このような中、現在、令和３年度からの新た

な中期財政計画を策定中でありますが、来年度

以降の財政の見通しにつきましては、歳入では、

新型コロナウイルス感染症による雇用や経済へ

の影響などにより、市税が大幅に減少する見込

みとなっております。また、歳出では、少子高

齢化の進展に伴い、社会保障費をはじめとした

扶助費が大きく伸びていく見通しであり、さら

に、明倫学園建設事業に伴う公債費や、市有施

設等の老朽化に伴う修繕費等も、今後大きく伸

びていくものと予測しております。 

  こうした財政状況ではございますが、今後の

事業執行に当たっては、第５次新庄市総合計画

に掲げる本市が目指す将来像の実現に向け、８

つのまちづくりの柱を政策の中心に据えて、全

力で取り組んでまいります。 

  具体的には、市民の暮らしに直結する課題、

要望などに的確に対応し、安寧な市民生活を確

保していくとともに、重要課題であります雪対

策、産業振興、子育て支援、医療福祉対策、教

育の充実など、効果的な事業の実施に努めてま

いります。 

  現在、これらを踏まえて、令和３年度予算を

編成中でありますが、編成に当たっては、国・

県補助金や、有利な起債を活用することはもち

ろんですが、事業の優先度や緊急性なども見極

めながら、効果的に各種事業を展開してまいり

たいと考えております。 

  まだまだ新型コロナウイルスの収束のめどが
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立たない状況ではありますが、コロナ関連の感

染症予防対策及び経済対策もしっかりと進めな

がら、今後とも市民の要望や負託に的確に応え

るべく、最少の経費で最大の効果が得られるよ

う、着実な事業の推進を図ってまいります。 

  次に、行政手続の拡充でありますが、総務省

において、国・地方を通じたデジタルガバメン

トの推進や、マイナンバーカードの普及・利活

用の促進などの政策をはじめとするデジタル変

革を通じた新しい地域と社会の構築と題した総

務省重点施策2021を策定しております。 

  また、県におきましては、有識者会議を開催

しながら、Ｙａｍａｇａｔａ幸せデジタル化構

想の構築に向けた動きがございます。 

  これは、最新のデジタル技術の活用促進を進

めるとともに、既に広く普及しているデジタル

技術を社会に浸透させることにより、県民が幸

せに暮らせる社会の構築を目指す内容となって

おります。 

  本市においても、デジタル化の推進に当たっ

ては、デジタル化にする業務の選別や、セキュ

リティーの問題、費用対効果の精査など多くの

課題がありますが、住民サービス向上という視

点での取組が重要であると考えております。 

  今後、国や県の動向を把握しながら、地域社

会、住民サービス、そして庁内業務という３方

向から、本市のデジタル化における課題をしっ

かりと検証し、計画的に取り組んでいく予定で

あります。 

  次に、行政手続の拡大の押印の件であります

が、令和２年７月に、新型コロナウイルス感染

症の蔓延防止、業務サービスの効率的・効果的

な提供を図るため、地方公共団体においても押

印の見直しに取り組むよう、国から技術的な助

言がありました。 

  これを受けて、現在、多くの自治体において、

押印の見直しが進められております。記名押印

を求める理由として、文書がまさに真正に成立

したものかどうかを証明し、その後の争いを予

防するという民事訴訟法の視点もありますが、

この点においても、検討を加えながら乗り越え、

本市におきましても、市民等の利便性の向上、

行政サービスの効率化等に押印の見直しを積極

的に推進してまいります。 

  続きまして、コンビニ交付サービスについて

でございますが、コンビニ交付サービスにつき

ましては、マイナンバーカードを利用して、市

民課の窓口に出向かず、住民票の写し、印鑑登

録証明書などをコンビニエンスストアで取得で

きるサービスで、市区町村窓口の閉庁時でも証

明書を取得することができ、市民の利便性の向

上が図られると考えております。 

  現在、社会全体でデジタル化が推進されてお

り、業務の効率化が進み、コンビニ交付サービ

スの導入につきましては、総務省において行政

手続のオンライン化をさらに推進するため、コ

ンビニ交付サービスの導入促進に向けた実証事

業を実施しております。これらに歩調を合わせ

ながら、新型コロナウイルス感染症対応を含め、

新庄市情報化計画の中で検討してまいりたいと

考えております。 

  最後に、エコロジーガーデンに関する御質問

でありますが、新型コロナウイルス感染症対策

によるイベント縮小などの悪条件の中、創造交

流施設のリニューアルオープンなどにより、利

用者数は10月時点で昨年度より3,000人ほど上

回る状況となっております。来年度の旧第１蚕

室リニューアルオープンにより、利用者はさら

に増えるものと期待しているところです。 

  また、さて、北側エリアの整備促進に関して

は、これまでも議員より御質問や御意見を頂戴

している課題であります。 

  御存じのとおり令和４年度までを計画期間と

する第４期利用計画では、北側エリアの活用と

して、多目的広場や体験圃場、休憩設備などを

整備しているほか、長期的には、大型駐車場や
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屋外用トイレ、遊歩道などを整備する構想とな

っております。 

  ただ、広大で魅力ある敷地を十分に活用する

ため、具体的に何をどこに配置するか、南側エ

リアや周辺の歴史的資源、自然環境との連携を

どう図るかは、大変貴重な検討事項であります。

その判断の参考としまして、さきの計画内容を

より具体化するため、調査を現在専門家に委託

しており、来年２月下旬頃、絵図面などととも

に調査書が納品される予定となっております。 

  第１期の耐震改修工事が今年度をもって終了

することを踏まえ、調査書内容を精査の上、残

りの蚕室改修よりも先に、北側エリアや外構な

どの整備に着手してまいりたいと考えておりま

す。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

  それでは再質問をさせていただきます。 

  予算はやはり個別的な要望だけでは成り立た

ないし、総額マクロ予算と個別施策の予算措置、

要するにミクロ予算です。歳出と歳入を体系的

に統合して進めていかなければ、これは当たり

前のことで、なかなか今、具体的な施策の下に、

このぐらいだという金額的なものは示されなか

ったんです。これから３月に入ると予算委員会

に入って、そこでまたいろんなやり取りがある

と思うんですけれども、予算はやはり、議会は

受け身なんです。やっぱり執行部がしっかり、

お金とあれを持っているものだから、今から３

月議会に向けて、やはりいい議論をするために

も、この12月議会において市の考えを私はお聞

きしたかったわけであります。 

  そこで、地方財政対策費が、出たんですか。

まだ出ないんですか、政府から。この辺を見な

がら組むというのは大変だけれども、今、皆さ

んのところから、各課から上がった概算の総額

というのは、どのぐらいだか分かりませんか。

もし分かったら教えてください。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 来年度の予算規模についての

御質問でございます。 

  現在、予算要求を締め切りまして、一次査定

ヒアリングを行っているところでございますが、

予算要求額につきましては、あくまで査定前の

段階の額ということになりますが、概算で、歳

出要求額が190億円ほど、歳入要求額が170億円

ほどということで、現在、差引きで20億円ほど

の不足となってございます。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 190億円、皆さんから。

少ない、当初予算、今、二百何ぼですか、この

前の補正。それから見ると、随分おとなしい。

お金のほうもあるんだけれども。これは、内々

の指示でこういう比較的少ない、現在の予算よ

り少ないなという気がするんだけれども、それ

は学校、明倫等々もあると思うんだけれども、

その辺は絞り込みをかけて190億円というよう

な概算予算になったんでしょうか。 

  あともう１点。財政調整基金はどのように見

込んでいるかということをお尋ねしたいと思い

ます。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 この予算規模につきましては、

各課からの予算要求の段階でございまして、ま

だ絞り込んでいない状況でございます。金額が

やはり20億円、30億円ほど少なくなっていると

いうことに関しましては、やはり明倫学園の大

規模工事が、議員がおっしゃったとおりござい

ましたので、それとの比較で大分少なくなって

いるのかなということでございます。 
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  それから、財政調整基金につきましては、今

年度当初で21億円ほどあったわけでございます

が、コロナ対策等で一般財源という形で支出し

ておりまして、今年度末で約13億円ほどになる

見込みでございます。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 分かりました。これか

らいろいろ積み重ねて、各課ヒアリング等をや

って、３月議会前に我々議会のほうにお示しな

さると思うんだけれども、社会保障費も、これ

も人件費とか固定費は必ず確保しなければなら

ないと。その上に新たな事業展開ということに

なろうかと思いますけれども、菅総理がやって

から、地方創生臨時交付金という制度がござい

まして、１回目、２回目、20兆円、10兆円、30

兆円と出しています。恐らく皆さん締め切って

やっているんだけれども。今度、新たに１兆

5,000億円という金を出してコロナ対策をやる

というような政府の考えです。細かいテクニッ

ク的なことは分かりませんけれども、国でもコ

ロナ感染対策と併せて、地方の活性化を図れと

いうようなお達しだと思うんです、そういう報

道とかを見ますと。その辺の活用はどうお考え

に、来年度の予算のほうを考えているのかなと

いうことを、ぜひお聞きしたいと思います。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 地方創生臨時交付金につきま

しては、今年度の内示額、限度額としまして、

６億2,000万円ほどが示されているということ

で、本市におきましても、一般財源を使ってコ

ロナ対策を行ってまいりましたが、正式に交付

決定が来た段階で３月補正などで財源充当をし

てまいりたいと考えているところでございます。 

  来年度につきましては、国のこれから行われ

る３次補正と併せて、新年度予算の一体的な15

か月予算というような経済対策を継続していく

と、コロナ感染対策と併せて経済対策を行って

いくという動きもございますので、今後の国の

動向を見ながら、今後の予算編成を進めてまい

りたいと考えております。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） ぜひ、国でもそういう

制度ということがあるわけですので、アンテナ

を張って、ひとつやっていただきたいと思いま

す。 

  いろいろ各課にまたがっていると思うんです

けれども、やはり新庄市には統合するようなシ

ステムがちょっと足りないのではないかなとい

うような気がいたします。それで、デジタル化

というのはそういった意味も含めて、やはり大

きく、コロナ禍において、行政も我々の生活も

変わってくる。これは誰しもそうだと思います。 

  ただ、あまりデジタル化が進むのは、いいと

は分かっているけれども、我々みたいな高齢者

になってくると、非常に扱いにくい、戸惑うと。

スマホさえたがっていても、なかなか使いこな

せなくて、一々聞かねば分からないようなこと

が現実に、デジタル化ということはそういうも

んだかなと思っております。 

  そこで、デジタル化について伺うんですけれ

ども、しないとは、重要であるから計画的にす

ると、もっとも新庄市だけができないなんてい

うことはできないので、当たり前というか、平

易的なお答えであったなと思うんだけれども、

いつ、どのように今後進めるか。そういう点を

私はお聞きしたいので、ぜひお願いしたいと思

います。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 行政事務のデジタル化、

また市民への利便性の向上のためのデジタル化
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の今後の進め方というか、どのようになってい

くかという御質問だと思います。 

  実は私も遅ればせながら、先週、県庁とズー

ム会議というものをさせていただきました。な

るほど、このようにして、行かなくてもいろん

な情報をいただいて、そしてやり取りをしなが

ら意見交換できるなということで、デジタル化

の一つの事務を体験したところでございます。 

  それはさておきまして、今、新庄市では、総

務課が中心になって、第７次新庄市行財政改革

大綱の素案をつくってございます。その中でも、

基本方針の中には、効果的、効率的な行政シス

テムの推進というようなことをうたわせていた

だいておりまして、市民の利便性の向上のため

にＩＣＴを活用する。そして、行政手続のオン

ライン化の推進と、これらによって市民の利便

性の向上を図りたいというようなことと、また、

併せて業務の効率化ということで、ペーパーレ

ス化の推進等や内部事務の効率化、コスト削減

などをうたわせていただいておりまして、まず

は今、行財政改革大綱の中にどういったものを

盛り込んでいくのかということを進めておりま

す。 

  その後、市長の答弁でありましたように、情

報化計画の中で、それぞれを各課から意見を聞

きながらやっていこうと思っておりますけれど

も、今現在、行財政改革大綱の中では、御質問

にもありましたけれども、証明書等のコンビニ

交付の導入とか、脱判こというような形もあり

ますが、伝票の電子決裁による行政の効率化、

ペーパーレス化の推進、あと、電子申請の推進

などということを掲げております。これらを具

体的に進めるために、今後は情報化計画の中で

細かい部分を詰めていきたいなということで、

市としましても、デジタル化につきましては、

基本構想から基本計画をつくる２年の間でもデ

ジタル庁ができるなど大きく変わって、何度も

御質問をいただきました。そちらの推進に向け

て今後検討をさらに深めていきたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 検討という言葉は、行

政用語で、よく検討しますと。しないというこ

とではなくて、するというようなことで、それ

ではやっぱりちょっと遅いのではないかなと私

は思うんです。 

  これは大変申し訳ないんだけれども、市の職

員の皆さんでやれといっても無理だ、多分。情

報。酒田市では、ＮＴＴとか公益大学とか、変

革を求めて戦略会議をつくって、戦略室をつく

っている。やっぱり、今職員の皆様もかなり仕

事があっぷあっぷのような状態で、改めてデジ

タル化をしろといっても無理だから、大変失礼

だけれども、私が思うだけの気持ちで、皆さん

はそんなことないと言うかもしれませんけれど

も、やはり専門的な方を招いて独立した一つの

組織としてやらなければできないのではないか

なと思うんです。そうしないと、皆さんの仕事

が、あっちもやれ、こっちもやれみたいなこと

で、しっかりしたシステムができないし、外部

的なことをもらわないと進まないのではないか

なと。もう２年後なんていったら遅いです、課

長、今のこのスピード感のある時代で。やっぱ

りそういった思い切った、デジタル化に向けて

取り組まないと、新庄市何だと。若い人たちが

住みたくなるような町にならないと思うんです

けれども、もう一度早くするようなお考えがな

いかなというようなことで、これはやっぱりト

ップの決断が大事だと思うんだけれども。ひと

つ市長、いかがなんでしょうか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 内部でも様々な検討をしていると

ころでありますが、若い人たちは、今、小遣い

を持って歩かないというようなことで、スマホ
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決済を全て市内中で行うと。逆に言えば、市内

の業者さんにもそれを促していくということが

一つの大きな政策のあれだと。行政内部におい

ては、市民にとって利便性の高いというものは、

先ほど言った住民票であるとか、あるいは印鑑

証明というような、書類手続の証明書等につい

ての要望が多いと判断しております。これは全

国的なつながりがございますので、マイナンバ

ーカードを取っていただくことによって、各市

町村でそれを使いながら、住民票の異動あるい

は取得ができると。これは、行政手続と、また

住民の皆さんが求めているものとを分けて考え

なければいけないと。先ほど、若者はスマホで

と言われましたが、Ｗｉ－Ｆｉなどの環境を充

実させていくということが、若者の人にとって

は大変期待の大きいものだと認識しております。 

  先ほど、総務省のお話をしましたが、市民課

等におきましては、今３形態がございまして、

全て進めているところは、民間がワン、ツーと

あって総務省が３つ目で出てきているわけです

けれども、恐らく最終的には、総務省レベルが

全国で統一されるんだろうという予測を立てて

いるところなのであります。それには、今出入

りしている業者の方の専門の知識を生かしなが

ら、早急な手を。議員おっしゃるとおり、職員

が全てを考えることは不可能でありますので、

そういうプロに任せながら戦略的に。せっかく

つくったのはいいけれども、出戻り、手元に戻

ってきてしまうということも大変であるという

ようなことで、恐らく総務省で今やっている方

式が統一化されるのではないかという予測の下

に今は進めているということも、ぜひ御理解い

ただきたいと思います。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） そういったことで、市

長の理解が私は一番大事ではないかなと思って

話をいただきました。 

  これは進んでいるところはすごいんです。石

川県加賀市では、スマホで全部の行政手続をや

っていると。今年の８月やっている。あまり進

むと、さっきも言ったけれども、我々は困るん

だけれども、やっぱり若い人たちはこういうも

のを求めて、新庄というところは我々若い人の

要望に応えて住みよいまちづくりだから定住し

ましょうかというようなことにもなろうかと思

うんです。 

  次に、判こ、押印です。やっぱりこれもデジ

タル化と一体にならないと駄目なんですね。や

っぱりそっちはそっち、こっちはこっちになる

とやっぱり、そういう流れですので、取り残さ

れないように利便性、いろんなものを考えなが

ら、オンライン化とともにやってもらいたいな

と思うんです。 

  国でも、菅さんが言ったけれども、デジタル

庁に民間から100人が呼ばれているんだと。や

っぱりほかの自治体でも、デジタル化を急ぐも

のですから、市長の認識のとおり、課の職員の

中では無理だといって、できる方々が引っ張り

だこなんです。今はテレワークとかといって副

業ができるような世の中になっているから、や

っぱり離れてこれをやる人を今から募集して、

かなり唾をつけて呼び込んでいるということな

んですので、後れを取ったらいい人材が来なく

なると思って、私はもっと早くしたほうがいい

のではないかというような御提案を申し上げて

いますので、やはりいち早くやってもらいたい

と。 

  ただ、あともう一つお願いしたいのは、若い

人ばかり進んでも、我々が取り残されては困る

と。やっぱりその辺を、そういう不慣れな方々

にもできるようなことも併せてやらないと、せ

っかく、市長が言った出戻りみたいな感じでは

うまくないから、やはりソフトランディングす

るようなものも併せながら、ひとつやってもら

いたいと思います。押印はそういったことで。 
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  あと、コンビニの発行です。 

  これはさきの議会でも、私どもの会派の山科

春美さんがマイナンバーカードでできないかと

いうような発言があったんですけれども、余目

町で、町で初めてやったと、クラウドを使って

やったというようなことで、そういったクラウ

ド的なものも利用しながら、そういったものを

活用しながら、新庄市でもデジタル化に向けた

政策を加速すべきではないかと思うんですけれ

ども、いかがなんでしょうか。 

荒田明子市民課長 議長、荒田明子。 

下山准一議長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 クラウド型を利用してのコン

ビニ交付サービスにつきましては、発行できる

証明書が住民票と印鑑登録証明書のみでござい

ます。市民課といたしましては、コンビニ交付

サービスを実施するのであれば、住民票と印鑑

登録証明書と税証明書と戸籍証明書の４種類の

交付で実施したいと考えておりますので、参加

しないこととしたものでございます。 

  以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 課長の積極的なやりた

いというようなお言葉で。これも、やりたいだ

けでは納得できないんです。いつ、どのように

やるかということを、私どもはお聞きしたいん

です。その辺はいかがでしょうか。 

荒田明子市民課長 議長、荒田明子。 

下山准一議長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 市としての大きな取組だと思

いますので、今後の新庄市の情報化計画の中で

取り組ませていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 13市のうち７市はもう

既にやって、市民の利便性をやっていると。こ

れも若い人の話になって申し訳ないけれども、

新庄市はないもんなあというようなお話なんで

す。やはり若者が定住して、定住人口を増やす

まではいかないですけれども、ダウンしないよ

うにするというような、こういう社会資本整備

をきちんとやらないと、若い方々がなかなか居

着かないのではないかなというような懸念があ

るものですから、やはりすべきではないですか。

お金が、余目町、クラウドでやっているのは２

つしか取らなかったというけれども、やはり、

住民票、印鑑登録証明書、税務証明書、戸籍証

明書はやはり欲しいです、できれば。だから、

併せて私は、来年度の予算をどうするんだとい

うこういう観点からお聞きした理由の一つなん

です。やはりこれから編成するわけですので、

そういったことも一つ盛り込んで、やはり使え

る国の制度の利用できるお金があったら、やは

りアンテナを張って活用する施策をひとつ取り

入れていただきたいなと思いますので、ひとつ、

市民課長だけではなくて全庁です。総務課長は

じめ渡辺課長はじめ、やはりやっていただきた

いなと強くお願いするところであります。 

  次に、エコロジーガーデン北側についてお尋

ねいたします。 

  今年度もコロナがあって大変だったなと思う

んだけれども、あそこは春になると菜の花が一

面に北側に咲いてすばらしいロケーション、鳥

海山の残雪とすごくマッチして、よく新聞にも

あそこのロケーションが出されました。しかし、

菜の花だけでは、やはりあそこの４ヘクタール

を生かし切れていないのではないかな。やっぱ

り４次計画の中で、あそこの建物、旧第１蚕室

工事をやっていますけれども、あそこをどのよ

うにまず活用するのかなと。北側の質問だけれ

ども、あそこも含めて、今年の１月29日であそ

この工事が終わるんです。あそこを耐震だけで

なくて、やって、はい、さようならではなくて、

国のお金ももらいながら３億円近い工事をやっ
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ている、建物をやっているわけですので、その

後の使い方がやはりなされないと生きてこない

ような気がしますけれども、まず、あそこをど

のように活用するかお聞きします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいま小嶋議員より、

旧第１蚕室の利用についてということで、まず

第１点目の御質問をいただきました。 

  今年度、第１蚕室の耐震改修工事を行ってお

ります。使い方につきましては、今後の常任委

員会でもお示ししまして、料金改定もこれから

ということでございますが、使い方としては、

これまでの利用方法を踏襲しながら、それから

短期、中長期貸出しもできるような形で考えて

いるところでございます。よろしくお願いしま

す。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 貸出しするということ

は、広く一般市民に貸すというようなことで、

数もどういうことに使うかということは、まだ

これからということでいいですか。（「はい」の

声あり）では、分かりました。ぜひすばらしい

ロケーション、建物と樹木とがマッチしている

わけですので、ぜひ北側のエリアは大変活用が

図られていないなという気もします。あそこ、

遊歩道とかああいうふうな、どのようにあそこ

が進んでいるかお聞きします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 遊歩道の質問がございま

した。 

  市長の答弁にもございましたが、今年度、９

月補正で予算を頂きまして、専門家に委託をし

ているところでございます。そちらにつきまし

ては、第４期利用計画の中にも遊歩道の整備、

それから駐車場、屋外用トイレ等々の整備を進

めていくというようなことで掲げております。

そちらも含めまして、南側につきましては、現

在３棟目の耐震改修が行われているということ

で、どうしても南側が主で行っていたというこ

ともございまして、北側やその周辺の歴史的建

造物、また、自然環境を生かした整備ができな

いかということで、そちらも含めた絵図面等も

作成していただけるような委託をしておるとこ

ろでございます。こちらにつきましては、２月

下旬には市のほうに提出されまして、議会のほ

うにも御提示したいということで考えていると

ころでございます。よろしくお願いします。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） やって進めておるよう

な気がいたしますけれども、この調査委託して

いる方は、どなたにお願いしているんでしょう

か。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 調査されているという業

者ですけれども、これまでも耐震改修工事でお

世話になっております工学院大学に依頼をして

いるところでございます。そちらを含めまして、

工学院大学と、ランドスケープもそちらで担っ

ておりますので、そちらも合わせた形で委託を

しているということでございます。よろしくお

願いします。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） 遊歩道も含めてやって

いると。大変あそこはいいですから、大変御期

待申し上げて活用してもらいたいなと思うんだ

けれども。 

  ただ、あそこはやっぱり歩くだけではなくて、

あれだけいいロケーションだから、観光資源と

してもっともっとＰＲして、使い勝手がよくて

県内外からも来るような、やはり事業展開をし
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ていけばいいのではないかなと思うんです。そ

れで、どんな遊歩道ができるか分かりませんけ

れども、もし遊歩道ができたら、健康課とタイ

アップしながら、スマホのアプリを導入すれば、

遊歩道のところにゲートを置いて、私は何キロ

歩いたとかという、そこからいろんな展開がで

きると思うんです、やり方によっては。 

  そういった一つの、商工観光だけのエリアで

はなくて、せっかくいいから、やっぱり羽を広

げて、全庁的にそういうものは、健康課で健康

増進する、やはり元気な高齢者、高齢者だけで

なく若者もするようなことで展開すれば、私は

いいんだと思うんだけれども、その辺、健康課

としては、もしそのようになれば、どのように

対応なさるんでしょうか。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 議員より御提案いただきまし

て、大変ありがとうございます。 

  実際に遊歩道ができて、そこでウオーキング

などをするような形になれば、議員のおっしゃ

ったような御提案については、アプリを使うと

いうことであれば、時代に合った非常に有効な

手法の一つではないかなと考えているところで

ございます。 

  今後、商工観光課あるいは市体育協会などと

連携しながら、あとは他市の状況なども参考に

しながら、検討、研究してまいりたいと考えて

おります。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

下山准一議長 小嶋冨弥君。 

１５番（小嶋冨弥議員） ぜひそういった意味で、

全庁的に、やっぱり課だけでなくてやっていか

ないと、せっかくいい事業ももったいないとい

うような気がします。 

  そこでもう一回、内閣府の出した新型コロナ

ウイルス感染症対策の、これ皆さん持っている

と思うので、私たちはもらったんだけれども、

その中で94ページの中に、お金が出るんです、

健康とそういったあれのもの。やっぱりそうい

ったものも活用すべきではないかなと思うんで

す。やはりこういったものもしっかり、健康支

援事業と載っているんです。これは私が持って

いるから皆さんは当然持っているわけですので、

そういったものを集めて、お互いに横断的にこ

ういうふうにやっぺというような、ぜひ事業展

開をして、そしてあそこを生かして、観光資源

としてもなるわけで、通年観光として捉えても

いいわけですので、雪も財産ですので、ぜひひ

とつ皆さん方の英知をしっかりお示しいただい

て、よりよい新庄市のために共に頑張りたいと

思います。そうではありませんか。ぜひひとつ

よろしくお願いしたいと思います。 

  終わります。 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５１分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山科春美議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、山科春美さん。 

   （７番山科春美議員登壇） 

７ 番（山科春美議員） お疲れさまでございま

す。12月定例会２番目の質問をさせていただき

ます。議員番号７番、起新の会の山科春美でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。

マスクを外させていただいてよろしいですか。 

下山准一議長 はい。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。 

  令和２年も、早いもので残すところあと25日
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ぐらいとなってまいりました。今年は年初から

新型コロナ感染症が全世界で広がり、様々なこ

とがあった１年だったと思います。自粛なども

続いて、かつてない経験で、市民の皆様方にと

っても、本当にこの感染症が収まるまでは不安

が尽きないことも多いかと思います。 

  でも、このようなときこそ皆さんでいたわり

合い、励まし合い、少しでもプラスに転じてい

くようなことを願い、力を合わせてこの時期を

乗り越えていけたらなと思います。 

  それでは、通告に従い質問をさせていただき

ます。 

  １番目として、自殺防止対策についてという

ことを質問させていただきます。 

  新型コロナウイルスの感染が拡大する中、前

年比で減少が続いていた国内の自殺者が、７月

以降、全国的に増加に転じています。特に、女

性と未成年の増加率が顕著で、コロナ禍での生

活様式の変化がストレスとなって、心の健康に

影響を及ぼしている可能性があると思われます。 

  警視庁の発表によりますと、10月の自殺者総

数は全国で2,158人と、昨年を619人上回るとい

うことです。特に、女性と未成年者における自

殺率が顕著に増加しているということが、大き

く報道されているわけです。 

  我が県におきましても、令和２年度の初めか

ら10月まで、既に170人という方が亡くなられ

ているということで、10月単月で20人、前年比

同月自殺者増減率が100％となっておりまして、

全国で上位５位を占めております。決して他人

事ではありません。 

  一般に、経済状況が悪化すればするほど自殺

者は増加することが分かっています。総務省の

統計局の発表によれば、９月度の完全失業者数

は210万人となっており、昨年末と比較すると

60万人も増加しているということになります。

依然として厳しい経済状況が続いていることは

明らかです。特に、７月以降、自殺者が増加し

ている女性や若者の就職先の大きな割合を占め

る飲食サービス業やアパレルなどの小売、宿泊

業などの非正規雇用において、失業者が増加し

ていることは大きな問題です。７月以降の急激

な自殺者の増加は、パート、アルバイトで生計

を立てていた若者やシングルマザーなどが雇用

を失うことで、経済的、精神的に追い詰められ

たという背景があったと考えられます。 

  また、今年に入ってから、芸能人の相次ぐ自

殺も関係しているのではないかと言われており

ます。これは、ウェルテル効果といって、以前

韓国でも社会問題とされていました。１人の女

優が自殺されて、その後、1,000人以上の後追

い自殺があったとも言われています。 

  現在、新型コロナウイルス感染症の第３波と

いうことで、大流行していて、連日テレビで報

道されていますが、コロナの感染症で亡くなら

れた方も、昨日の時点では2,283人ということ

で、本当に御本人もその家族も、いきなりのこ

とで本当におつらいことで、心よりお悔やみを

申し上げます。 

  また、今年10月のみの自殺者数が2,158人と

いうことで、今までコロナ感染症で亡くなられ

た方と同じくらいの方々の貴い命が失われてい

ることになります。経済的、精神的に追い詰め

られて自殺する方が、はるかに多くなりつつあ

ります。 

  全国的な話をしましたけれども、本市におい

ても、コロナウイルス感染症における注意喚起、

経済支援、相談体制など、様々行ってくださっ

ております。現在、第３波が到来していますけ

れども、新庄市内の飲食関係とか、サービス業

関係の方が、始まった最初はしようがないなと

思っていた面もあったんですけれども、今回の

第３波で、何かもう体にボディーブローを食ら

ったぐらいの感じだということで、体全体に響

いてくると言っておられる方もいらっしゃいま

した。 
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  当市におきましても、いのち支えあう新庄市

自殺対策計画を策定して、庁舎内また関連機関

でも、その対策についてお考えのことだと思い

ます。現在、コロナ禍という特殊事情におきま

して、現在の自殺防止対策についてどのように

考えているのかお伺いいたします。 

  １つ目、本市の自殺者数と予防対策の現状に

ついて、２つ目、自殺対策推進委員会の活動に

ついて、３つ目、学校での自殺防止教育及びゲ

ートキーパーの取組状況について、４番目、今

後の自殺防止対策についてお聞きいたします。 

  また、２つ目の質問なんですけれども、障が

い者に優しいまちづくりについて（仕事の創出

と拡大について）ということを質問させていた

だきます。 

  新庄市は、障害者に優しいまちづくりを目指

すという一環として、様々な障害者の仕事のシ

ステムづくりを行っています。循環型社会にお

いて、資源の有効活用、有効利用を目的とした

リサイクルと、資源を通常ルートに乗せること

なく市民の協力を得て資源を集めることにより、

障害者の仕事の創出を行っています。これから

も障害者の社会進出の支援の一翼を担うため、

このようなシステムに広がりをつくることや、

新たなシステムの構築も必要と思われます。 

  そこで、３つの質問をさせていただきます。 

  現在、新庄市が取り組んでいる事業の現状と、

課題や方向性についてということで、食品トレ

ーリサイクル新庄もがみ方式事業について、ま

た、新庄市ハートシール事業、小型家電リサイ

クル事業についてお聞きします。 

  ２つ目としては、障害者の新たな仕事の創出

への取組について、どのようにお考えですか。

また、８市町村の連携も必要と思われますが、

どのようにお考えですか。 

  ３つ目として、現在、市で障害者差別解消を

目的とする条例の制定に向けて計画を進めてい

ると思いますが、どのように進めていくのかと

いうことをお聞きいたします。 

  よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山科議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  本当に第３波などと言われておりまして、本

当に市内の皆様にもボディーブローのように効

いてきているというようなことで、当初は緊急

的な形で支援させていただき、また、雇用創出

あるいは持続化交付金などで一時を過ごした中、

年末年始、このままでいきますと大変な事態が

来るだろうなということで、関係機関と協力し

ながら、情報収集を進めながら対応していきた

いと思っているところです。 

  さて、コロナ禍における自殺防止対策につい

ての御質問でありますが、初めに、本市におけ

る自殺者数と予防対策についてですが、平成15

年の自殺者数21人をピークに、上下しながら減

少してきております。警察庁自殺統計による令

和元年の自殺者数は８人となっております。先

般、厚生労働省から提供された資料では、今年

の10月の自殺者数は、昨年同月と比べて全国で

約40％の増加、山形県においては２倍との報告

がありました。自殺の動向分析等を参考に、よ

り注視していく必要を認識しているところであ

ります。 

  これまで、いのち支えあう新庄市自殺対策計

画に基づき事業を実施するとともに、緊急事態

宣言下における不安やストレスに対応するため

の情報の発信、独り暮らし高齢者への訪問を行

い、必要な支援につないでまいりました。また、

心の健康、ひきこもり、アルコール、子育て、

高齢者、若者、労働や雇用、法律などの各分野

の相談機関をまとめた相談先一覧の周知に努め

てきたところであります。 

  次に、自殺対策の推進に係る活動についてで
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すが、庁内においては、自殺対策庁内連絡会議

を年２回、関係機関による自殺対策推進会議を

年１回開催しております。７月に、第１回庁内

連絡会議を開催し、情報共有の相談対応の連携

の在り方について検討をいたしました。２月に

開催を予定している自殺対策推進会議において

は、関係機関における情報共有と、自殺対策計

画の進捗状況について検証を行います。 

  続いて、ゲートキーパーの取組状況について

の質問でありますが、身近な人の変化に気づき、

声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、

見守ることのできる人材であるゲートキーパー

を、平成24年度から要請しております。これま

でに、民生委員、児童委員、ケアマネジャーな

どの各種相談窓口担当者をはじめ、多くの市民

に養成講座を受講していただいております。本

年度は、市職員67名が受講いたしました。 

  今年度のこころの健康相談や、暮らしの悩み

相談の状況においては、特徴的な変化は見られ

ませんが、関係機関からは、経済的な相談件数

が増えているとの情報をいただいております。

新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立

たない状況下にあり、今後の自殺対策について

は、様々な背景や要因に対応できるよう、関係

機関との連携をこれまで以上に強めてまいりた

いと考えております。 

  次に、障害者に優しいまちづくりの一環とし

て、現在、本市が取り組んでおりますリサイク

ル事業の現状と課題、方向性についてお答えさ

せていただきます。 

  初めに、平成16年にスタートした食品トレー

リサイクル新庄方式は、市内の障害者就労支援

事業所が分別や再資源化に必要な原材料の製造

に参加し、障害者の雇用やリサイクルの活動を

通し、障害者の社会参画と地域における循環型

社会の構築に貢献しております。平成28年度に

は、新庄最上定住自立圏共生ビジョンにおける

連携事業として、回収と収集運搬の区域を最上

管内全体に広げ、新たに食品トレーリサイクル

新庄もがみ方式として、管内全体での循環型社

会の構築を推進しております。 

  具体的なリサイクルの作業として、汚れたト

レーの水拭きや、リサイクルに不適合なトレー

を取り除く分別作業のほか、再生トレーの原料

製造においては、製造機械の稼働状況の確認に

細心の注意を払うなど、障害者のきめ細かく丁

寧な作業により、安全かつ適正なリサイクルが

なされております。 

  今後もリサイクル活動を通した障害者の社会

参加を推進するため、一部町内会のごみステー

ションやスーパー店頭での回収において、啓発

活動を通した適正な分別と排出マナーの向上に

努めるとともに、回収量の増につなげるべく、

リサイクルへの参加を呼びかけるチラシを全戸

回覧するなど、継続して周知活動に取り組んで

まいります。 

  次に、小型家電リサイクルの取組でございま

すが、食品トレーリサイクルの場合同様、福祉

との連携による取組として、地域の実情に応じ

た小型家電リサイクルシステムの構築を図るた

め、平成29年３月、就労支援事業所とともに協

議会を設立し、同年４月よりリサイクルシステ

ムの具体的な運用を開始しております。 

  小型家電の回収につきましては、環境課の窓

口ほか、わくわく新庄における回収ボックスに

おいて、また、市衛生組合連合会において月１

回、古紙と一緒に回収を行うなど、回収機会の

充実に努め、年々増加しているところでありま

す。 

  回収された小型家電は、市内の就労支援事業

所に引き渡し、分別作業を行った後、貴金属類

は精錬事業者等に売却され、就労支援事業所の

収益となっております。 

  現在、このリサイクルの取組には２つの就労

支援事業所が参加しておりますが、両事業所で

は、他の作業メニューにも取り組んでおり、今
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後は事務所それぞれの負担にも考慮し、安定し

たリサイクルシステムの運用を図ってまいりま

す。 

  今後におきましても、障害者の雇用やリサイ

クル活動を通し、障害者の社会参画と地域にお

ける循環型社会の構築に努めてまいります。 

  次に、障害者の新たな仕事の創出への取組に

ついてでありますが、新庄市内の就労支援事業

所は17か所、定員の合計は400名となっており、

市内外の多くの方が利用しております。就労支

援事業所では、一般の就労が困難な方に、働く

場や社会参加の機会を提供しており、利用者の

方々は生き生きと生産活動に取り組んでおられ

ます。 

  事業所では、縫製や印刷、木工など様々な製

品作りを行っており、時代の変化に応じて作る

物も見直したり、新庄まつりの山車の花作りな

ど、地元の需要に応えた物、また、今年春のマ

スク不足の時期には、いち早く布マスクの製作

に取りかかるなど、状況に応じた取組をされて

おります。 

  市といたしましても、こういった障害者や事

業所の努力に応え、また、応援していかなけれ

ばならないとの考えから、事業所で作成してい

る製品や業務の種類などの情報を収集し、印刷

物をはじめとした発注や、ふるさと納税返礼品

への登録など、利用を進めてまいりました。 

  今後も、就労支援事業所等への業務委託や印

刷、物品の発注に関して、積極的な活用を図っ

てまいります。 

  次に、障害者の差別解消に関する条例につい

てお答えさせていただきます。 

  平成28年に、国の法律である障害を理由とす

る差別解消の推進に関する法律、通称障害者差

別解消法と、県の同様の条例が施行されており

ますが、市民アンケートの結果を見ますと、そ

の認知度は非常に低い状況にありました。今年

度は、誰もが安心して暮らせる共生社会のまち

づくりを施政方針の一つとしており、障害福祉

行政に関しましては、障害福祉計画など３計画

の更新の年度でもあります。 

  これらの状況を踏まえ、障害者差別解消法の

理念に即した条例の制定を目指し、現在取り組

んでいるところであります。 

  今年６月から７月にかけ、障害のある方も含

め、市民1,465人を対象としたアンケート調査

を実施したほか、障害者団体、福祉事業所、公

共交通機関、病院などへ出向き、ヒアリングを

実施いたしました。アンケートやヒアリングで

は、気軽に相談できる場所が欲しい、障害者に

対する理解と啓蒙が必要などといった御意見を

いただきました。 

  条例の内容につきましては、それらの意見を

反映させたものとなるよう、新庄市障害者福祉

計画推進委員会において、障害福祉計画などと

併せて協議いただいております。３月議会の上

程に向け、進めているところであります。 

  また、条例制定は、市民の皆様に向け様々な

方法で障害者の理解促進と条例の周知啓発を図

りながら、障がい者に優しいまちづくりに取り

組んでまいりたいと考えております。 

  途中での、学校での自殺防止教育については、

教育長が答弁いたしますのでよろしくお願いし

ます。 

  壇上からの答弁は以上とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 それでは、学校での自殺防止教

育についての質問にお答えします。 

  本市においては、命の尊厳を根底に据えた心

の教育を学校教育の重点としており、各校で命

の教育を教育活動に位置づけ、取り組んでおり

ます。道徳を含めた各教科や、特別活動で指導

をしたり、月ごとに命の日を設定したりするな

ど、あらゆる場面で自分や他者を大切にし、自

尊感情が高まるよう指導しております。このこ
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とが自殺防止につながり、自分の命を大切にす

るものと考えております。 

  また、保健体育の授業では、ストレスへの対

応についての学習や、悩みがある場合は一人で

抱えず、家族、教職員、関係機関などに相談す

るよう指導しております。 

  そのほかにも、定期的に心に関するアンケー

トを取るなど、常にアンテナを高くして見守る

とともに、相談があれば、じっくり話を聞いて

対応するよう努めております。 

  今後も一人一人に寄り添い、安心して学校生

活を送ることができるよう支えてまいります。 

  以上であります。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 御答弁ありがとうござ

います。いろいろ本当に、皆さん、市全体で本

当に一生懸命考えて取り組んでいらっしゃるん

だなと思います。改めて本当に、やっぱりこう

いうことでお話しさせていただくことによって、

また皆さんで思いを一つにして、こういう自殺

対策についても考えていけたらなと思います。 

  ゲートキーパーの取組ということで、平成24

年から講座をやっているということで、また、

今年は市職員の方67名が参加されたということ

は、すごく大事だと思います。やっぱり市民の

皆様方と接する機会がある市職員の方々が、そ

ういったゲートキーパーということで学びをさ

れたということは、すごいことだと思います。 

  ゲートキーパーの定義として、自殺や危険を

示すサインに気づき、適切な対応を図る命の門

番なんだということで、自殺で悩んでいる人に

寄り添い、関わりを通して孤立、孤独から守る

ということで、定義が、身近な人の自殺の危険

を示すサインに気づき、その人の話を受け止め、

必要に応じて専門相談機関につなぎ、見守る人

ということですが、やっぱりそういった方々が

本当に増えていったらなと思います。 

  今年なんですけれども、２回あったというこ

となんですが、参加人数の内訳、さっき庁舎内

では67名と言ったんですが、またほかの市民の

方、そういった方はどのぐらい参加しているも

のなのか、その内訳と参加者の感想などが分か

りましたら、教えてください。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 市長答弁にもありましたとお

り、ただいま議員おっしゃっていただいたとお

り、ゲートキーパーについては、養成講座を平

成24年から開催しているところでございます。

これまで、市長答弁にありましたとおり、民生

委員、児童委員、健康福祉推進員、福祉介護事

業者の職員あるいは地域包括支援センター、医

療従事者など、これまで700名を超える方が受

講しているところでございます。 

  今年度につきましては、お話ありましたとお

り、市職員を対象にして行ったところでござい

ます。市職員を対象にしましたので、それにつ

いてはコロナ対策という部分と、あと職員から

の希望もあったということで、市職員というこ

とで限定して、今年度については開催させてい

ただいたところでございます。そのため、今年

度につきましては、市民の方の参加はなかった

という形となっております。 

  今年度の研修、養成講座の内容なんですけれ

ども、67名については、嘱託の方とかにも参加

していただいたところでございます。その細目

につきましては、男性職員が30名、女性職員が

32名、すみません、数が合いませんが、ちょっ

とアンケートで確認していたものですから、不

明が２名となっております。受講層につきまし

ては、若い職員、中堅層の職員、管理職の職員

という形で、それぞれ割合的には、20代、30代

の職員が33名という形になっておりますので、

半数以上を占めるというような形となっており

ます。 
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  講座の内容につきましては、県立保健医療大

学の教授の方を講師に招きまして、テーマとし

ては、家族や仲間の変化に気づき、適切に関わ

るためにという題目、テーマで行ったところで

ございます。 

  ２回ほど講座を行ったんですが、その後、職

員にアンケートを取って、講座を受けてどのよ

うな感想があるか等々について確認していると

ころでございます。 

  講座の内容につきましては、職場あるいは職

員間、あるいは対市民での関わり方について考

える機会になったのかなと思っておりますが、

それぞれの立場、若年層、中堅層、管理職層で、

それぞれの立場で考え方、職場も違いますので、

抱える問題が異なることがアンケートでも明ら

かになったところでございます。若年層で言え

ば、実際、自分が精神的にちょっと悩んでいる

というようなことで、今日講師の方の話を聞い

て気が楽になったとか、こういった対応をして

いけばいいというやり方が分かったとか、あと、

中堅層の方では、御家族、知人、友人でそうい

った方がいた場合の関わり方について、そうい

った方がいたら前向きに取り組んでいきたいみ

たいな意見が多かったように思います。あと、

管理職については、やはり職場における部下に

そういった悩みを持っているそぶりとか、そう

いったものがあった場合は、やはり注意して留

意して対応していかなければならないというこ

とを、養成講座に出席して改めて認識したとい

うような意見がございました。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

本当に職員の方々がそうやっていろいろ学ばれ

て、気づかれて、また元気を取り戻していかれ

たことはいいことだと思います。 

  あと、民生委員とかの入替えとかもありまし

たので、あと、市民の方もやっぱりこういうこ

とを学んでみたいという方も多分いらっしゃる

と思うんです。何か自分にお役に立てることが

ないかと思っている方もいらっしゃると思いま

すので、ちょっと来年度とかはそういったとこ

ろも含めて、ゲートキーパー講座も取り組んで

いただけたらなと思います。 

  あと、コロナ禍におきまして様々なストレス

や悩みを抱えている児童も増加していると言わ

れていますが、大人の社会もぎすぎすし始めま

すと、子供たちもその影響をすぐに受けてしま

うところもあると思います。いじめ、不登校な

ど、子供たちの心のケアをできる人が多ければ

多いほどいいと思うんですが、ゲートキーパー

的な取組ができるスクールカウンセラーの新庄

市の人数とか対応について、教えていただける

とありがたいです。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

下山准一議長 学校教育課長髙橋昭一君。 

髙橋昭一学校教育課長 今、小中学生について、

ゲートキーパーのような役割というお話がござ

いました。 

  小中学生につきましては、大きな悩みがあっ

た場合については、やはり身近な信頼できる大

人にＳＯＳを出すということが一番大事なのか

なと思っておりまして、そういう意味におきま

しては、学校では毎日接している教師が、最初

にＳＯＳを受け止めるゲートキーパーのような

役割もあるのかなと認識しております。いち早

く察知していきたいと思っております。 

  スクールカウンセラーにつきましては、本市

においては市内５校に派遣しております。県か

らの派遣で３校、市の派遣で２校となっており

ます。 

  この内容につきましては、小学校区と中学校

区連携しまして、児童生徒だけではなくて、保

護者も含めて希望、予約制で、いつでも相談で

きるということで、日数は限られているんです
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が、相談体制を整えております。 

  また、補足ですが、このほかにも教育相談員

とか子どもふれあいサポーター、スクールソー

シャルワーカーという方々ですとか、様々な立

場の方が学校に勤務しておりますし、また、学

校では養護教諭は保健室の先生ということで、

よく悩みを聞いてくださる立場にありますので、

全員で子供たちの声を聞いてまいりたいと思っ

ております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 何か課長の声を聞きま

して、すごく安心しましたけれども。本当に全

員で、先生から始まって、身近な声をすぐ聞け

るような形で体制が整っているということで安

心しました。本当にチームワークで一人一人の

子供を大事にしていただけているということを

聞いて安心いたしました。ありがとうございま

す。 

  ゲートキーパーの定義としては、身近な人の

自殺の危険を示すサインに気づくということな

んですけれども、やっぱりそういった人たちが

増えればとてもいいなと思います。また、さっ

きも言いましたけれども、市民もそういったこ

とでお役に立ちたいという方、そのように思っ

ている方がいるということで、そういった方々

の協力も得てやっていただけたらと思います。 

  一つ、私の所属する政党で、幸福実現党なん

ですけれども、グループ内で自殺相談窓口が開

設されていて、多くの方から電話相談を受けて

おります。そこで、電話相談をされている方に

聞いた話ですけれども、３つのことを心がけて

お話しされているということなんです。 

  １つ目は傾聴ということなんですが、困って

いる方の声に耳を傾けるということです。何と、

話を聞いてあげるだけで自殺を思いとどまるケ

ースも多いということです。素人であっても、

お話を聞くことだけであったらできると思いま

す。 

  あと、２つ目は、死なないでと約束するとい

うことも大事だということです。これも効果が

あって、相談する方は、結構本当に真面目な方

で責任感がある方が多いそうなんです。その方

に、死なないでと約束する。あと、８割主義で

いいのではないですかといった言葉を伝えると、

約束を守って思いとどまるという方もいらっし

ゃいました。 

  あと、３つ目なんですけれども、自殺を思い

とどまる最大の説得なんですけれども、これは

ちょっとあれなんですが、自殺しても天国には

行けませんよという、自殺した場合は行けませ

んよとおっしゃるそうなんです。一番の抑止に

つながるということなんですが、ＷＨＯの発表

で、宗教圏別にまとめた自殺率というのが出て

います。その中で、無宗教の地域が圧倒的に高

い統計が出ているそうです。世界的宗教におい

ても、自殺は禁忌、タブーとされているのでそ

のような結果も出ているということです。 

  戦後教育において、そういった心の教えとか、

学校で積極的に教わることがなくなりました。

生きている意味が分からなくなったという方に

対して、死んでも苦しみから逃れられませんよ

とか、苦しみは心を磨く砥石なんですよとか、

人生修行のために生まれてきたんですよとか、

乗り越えられない問題は与えられていませんよ

といった、そういった真実を伝えることも、個

人的には大事だと思っております。 

  いずれにせよ、決して自殺で亡くなることが

ないように、このいのち支えあう新庄市自殺対

策計画のサブタイトルにありますように、誰も

が自殺に追い込まれることのない新庄市を目指

してということが実現いたしますように、共に

頑張っていけたらなと思います。 

  それでは次に、障がい者に優しいまちづくり

についてということで、いろいろ仕事の創出と

拡大についてということで、お話をいただいて
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ありがとうございます。 

  食品トレーリサイクル事業と、新庄市ハート

シール事業についての、さらなる拡大のための

掘り起こしについてとか、そういったところに

ついてはいかがなものでしょうか。教えていた

だけるとありがたいです。 

山科雅寛環境課長 議長、山科雅寛。 

下山准一議長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 では、ただいまの山科議員の

御質問にお答えさせていただきます。 

  食品トレーリサイクルと小型家電リサイクル

についての事業について掘り起こしができない

かという御質問をいただきました。 

  食品トレーリサイクルにつきましては、平成

16年に新庄市が始めました。本市と福祉との連

携事業として始めたところでございます。それ

を何とか広げられないかということで、平成28

年度に、最上管内全体にこの事業を広げまして、

障害者雇用、社会参画に寄与してきたという事

業になってございます。管内全体にこの事業を

広げたことによりまして、食品トレーの回収量

も大分増えてきてございます。 

  今後とも、分別指導やリサイクル参加を呼び

かける広報を行い、リサイクル可能な食品トレ

ーの回収量増加、これによって安定的な障害者

雇用につなげていきたいと考えてございます。 

  また、あと小型家電リサイクルにつきまして

も、平成29年より福祉の２つの就労支援事業所

との連携事業として開始して以来、年々回収量

が増加してございます。最上７町村では、年数

回のイベント回収がメインとなっておりますの

で、絶対量がまだ少ない状況になってございま

す。本市におきましては、回収量の増加のため

ということで、月１回の衛生組合の連合会にお

けるエコすく資源回収プロジェクトと命名しま

して、毎月回収品目を96品目に拡大して回収の

強化を行ってございます。 

  現在、この事業に参加しております２つの事

業所では、小型家電リサイクルのほかにも他の

事業も実施してございまして、この小型家電の

回収量が増加していった場合に２つの事業所の

過度な負担とならないように、他の作業との兼

ね合いから作業が追いつかないような場合には、

対応可能な新たな就労支援事業所を増やすこと

も考える必要があると考えております。 

  いずれにつきましても、障害者雇用、あとは

社会参画のためにも、このリサイクル事業を通

しましてしていただけると大変ありがたいこと

でもありますし、障害者のためになるものと考

えておりますので、まずはリサイクル事業、こ

の事業を拡大できるためにも回収量を増加する

努力をしていきまして、取り組んでまいりたい

と思っているところでございます。 

  以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

食品トレーの分別をしている事業とか、また小

型家電の仕事をされている福祉作業所さんにも

ちょっと見学をさせていただいたんですけれど

も、本当に、やっぱり小型家電を環境課から持

っていったり、また別の場所で解体するんです

けれども、雇用されている方がやっぱりいろん

な仕事に携わることで、また気持ちの切替えが

できて本当にありがたいというふうにもおっし

ゃっておりましたので、やっぱりそういったこ

とがまたとてもいいことなので、広がりを見せ

ることも大事だと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

  あと、もう一つ、ちょっと見学に行かせてい

ただいたときなんですが、水道メーターの解体

の事業をやっているということで、計量法で８

年おきに交換を、満了のメーター器を交換する

ことになって、その解体を市内の福祉施設にお

願いしているようなんですけれども、これもす

ごくいい事業だと思うんですけれども、これは
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新庄市だけでなくて、もっと８市町村に広がり

を見せることはできないものなんでしょうか。 

荒澤精也上下水道課長 議長、荒澤精也。 

下山准一議長 上下水道課長荒澤精也君。 

荒澤精也上下水道課長 水道のメーター器でござ

いますけれども、今、議員おっしゃったとおり

８年ということで計量法で決まっておりますの

で、その使用済みメーター器については、これ

まで、いわゆるメーカーの下取りという形で今

までやってきておりまして、ただ、平成30年度

から、そうした社会福祉施設さんのほうでいわ

ゆる分解の作業もできるということで、平成30

年から、就労支援を目的としまして、そちらに

分解をお願いしまして売却という形で、それぞ

れその売却の費用については、うちのほうと施

設側で折半でということでやっておりまして、

これについては、今現在は新庄市のみというこ

とでございますので、施設には他町村からの入

所者さんもいますということでしたので、ぜひ

この辺については８市町村で連携を取って、声

がけしながら、そちらはいい事業でございます

ので、ぜひとも拡大していきたいなと思ってご

ざいます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 平成30年９月議会のと

き、佐藤卓也議員も一般質問をされていること

なんですけれども、農業の発展と障害者の仕事

創出ということで、農業と障害者の相互のメリ

ットを生み出す農福連携についてなんですけれ

ども、平成30年９月時点のお話はちょっと聞か

せていただきましたが、その後の進捗状況など、

もし把握していることがあったら、お聞かせい

ただけるとありがたいです。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 農福連

携の取組の状況でございますけれども、平成30

年に県のプロジェクトチームが発足しまして、

令和元年度には、最上地域部会というものが設

置されておりまして、連携の取組が、少しずつ

ではありますけれども、進んでいるところでご

ざいます。 

  例としましては、農業者からの依頼を受けま

した就労支援事業所で、トマトの葉を取る作業

であったり、それからシイタケの菌床栽培のお

手伝い、ニラの選別や袋詰めといったものを受

託しているようでございます。最近の事例では、

ネギの選果場での出荷用の段ボールの組立てと

いう作業もやっているようでございます。 

  いずれも、新庄最上地域の主力となる農産物

でございまして、農作業の工程を幾つにも細分

化した中で、障害者の方の特性に合った作業と

いうものが幾つかあるのではないかと思われま

す。こういったところのマッチングを進めまし

て、年間を通して切れ目なく、そういった幾つ

かの作業があれば工賃も安定しますので、少し

ずつ成功例を積み重ねまして、関心を持ってい

ただける農業者の方、農事組合の方が増えます

ように、今後も関係団体と連携を図りながら、

推進に努めてまいりたいと思います。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

やっぱり障害者の施設の方が行くと、ＪＡのほ

うに箱作りに行っているんだとか、あと、トマ

トの箱作りに行っているんだとかといろいろ、

やっぱり仕事の変化があることによって、また

さらに生き生きとした力を発揮されることだと

思いますので、また、農業後継者不足というと

ころもありますので、ぜひそちらのほうもよろ

しくお願いいたします。 

  あと、最上障害者就業・生活支援センターの

方からちょっとお聞きした話なんですけれども、
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一般就労で工業団地で仕事をされている方も中

にいらっしゃいまして、自動車で行ける方もい

ますし、また、家族が送迎で出勤されている方

もいるようなんですけれども、中にはバスでし

か行けない方もいて、時間帯によってバス時間

が合わずに苦慮されているという方もいらっし

ゃるということなんですが、時間帯によってバ

スの本数を増やすなど、市から働きかけていた

だくことは可能でしょうか。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 障害者

の方が就労される場所というのは、やはり企業

としましては自宅通勤ということを条件にされ

ているところがほとんどのようでございます。

私が聞いた中でも、とても長い距離を市内から

工業団地まで歩いたなんていう話も伺っている

ところでございまして、今回の障害サービスの

事業者へのヒアリングでも、通勤手段の確保と

いうのが一番の課題となっているということで、

把握しているところでございます。 

  今後の対策なんですけれども、一般就労の際

の移動手段の確保につきましては、バス会社へ

の提案も含めまして、また市営バスの拡充がよ

いのか、送迎の補助がいいのか、また、就労に

着目したタクシー券がよいのかなど、様々な現

状を調査しながら、今後新たな仕組みづくりを

検討してまいりたいと考えております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） やっぱり仕事がスムー

ズにいけるように、交通手段を考えていただけ

るとありがたいです。 

  障害者施設で本当に仕事をされているところ

もちょっと見学させていただきましたけれども、

指導員の方と共に、お一人お一人が生き生きし

て仕事をされておられました。自信と誇りを持

って仕事をされる方も多くいらっしゃいました。

新庄市は障がい者に優しいまちづくりというこ

とで、市長が率先して発信されて取り組んでき

た表れなんだなと思っております。 

  今年度末に、障害者差別解消法を目的にする

という条例に向けて取り組んでおられるという

ことなんですけれども、ちょっと私の知ってい

るところで、指筆談という支援があって、その

指筆談という支援をすると、本当に寝たきりと

か言葉をうまく話ができない障害者の方であっ

ても、その方の思いを聞くことができるという

ことでやっているところがあるそうなんですけ

れども、そうしますと、本当にその方々一人一

人の思いが出てくるんですが、すごく純粋で真

面目な方でありまして、何というか、障害とい

うと本当に、表現ができないのが障害なのであ

って、心とか考えは本当に健常者と同じなんだ

というふうに、その支援をしている方が言って

おりました。 

  本当にみんな一人一人大切な方々なので、本

当に障害者の差別、そういったものもなくなる

ように、また新たな仕事の創出の拡大もしてい

ただきながら、障がい者に優しいまちづくりと

いうことで、誰にでも優しいまちづくり、いつ

も市長はおっしゃっていますけれども、そうい

った新庄市にさらに発展していきますように祈

念して、質問を終わらせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

下山准一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時５０分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 
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石川正志議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、石川正志君。 

   （１４番石川正志議員登壇） 

１４番（石川正志議員） 起新の会の石川正志で

ございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは早速、通告書に基づきまして質問い

たします。 

  初めの問題ですが、今後の「人・農地プラ

ン」の進め方ということですが、これまでの質

疑を通しまして、市内農家の人・農地プランへ

の位置づけは重要であり、積極的に進めていく

旨の考え方は示されています。 

  昨年12月以降になりますが、各集落への説明、

さらに集落の意向に沿った位置づけに移ろうと

している中、新型コロナウイルス関連の影響に

より、年度末から話合いが進んでいない状況に

あります。 

  コロナ禍にあり、感染対策には十分な配慮が

必要ですが、少しでも早く対応していくことは、

今後、市の農林行政を進めていく上で重要であ

ると考えられます。 

  そこで、これからどのように進めていくのか、

市長の考えを伺います。 

  次に、多面的機能支払制度についてですが、

今年度は、新制度移行後２期目の２年目となっ

ております。 

  これまでの傾向を拝見しますと、長寿命化の

部分は、昨年度に引き続き交付率が約70％にな

る見込みと伺っております。新制度２期目を迎

えるに当たり、各保全会は県や市の指導を受け

ながら、５か年の事業を申請しております。こ

のままでいけば、予定している事業の30％が実

施不可能になるのではないでしょうか。 

  県との調整を踏まえ、各保全会での説明など、

今後の対策など必要と思われますが、どのよう

な対応をされていくのか伺います。 

  次に、若者の創業（起業）支援についてであ

ります。 

  市は、平成20年から、商店街の空き店舗を活

用して創業する場合、上限つきではありますが、

準備資金として補助をしてまいりました。そこ

で、これまでの成果をお伺いいたします。 

  最後の質問になりますが、今後、若者が市内

で起業しようとする方に、さらなる応援ができ

ないかという質問になります。 

  ９月定例会決算審査において、令和元年度の

若者への住宅支援政策は十分な成果を上げてい

ることが分かりました。若者の定住促進あるい

はＩＵＪターンなど、回帰を図る上で、これま

で以上の職業の選択肢を増やしていくことが重

要と考えられます。 

  地元にも優良企業が多くある中、自分の力で

将来を切り開いていく、すなわち起業を目指す

方も、少なからずいらっしゃるのではないかと

推察されます。 

  今年度に入り、市長から、今後、歴史まちづ

くりに取り組んでいくといった発言がありまし

た。まだ構想の段階で、私たち議会への説明は

まだ先のことと思いますが、歴史まちづくり法

のメニューには、歴史的構造物の修理、買取り

などが可能である旨の記載があります。 

  戸沢氏が新庄を治めてから約400年。新庄の

玄関口である新庄駅からお城までのエリアは、

歴史的価値があるものと位置づけることができ

るのではないでしょうか。地元新庄の情報発信

をはじめ、商品の開発、さらにはオフィスなど、

複合的な拠点を整備し、チャレンジする若者の

起業を支援していくことは、若者の定着あるい

は中心市街地の活性化を図る上で有効な施策に

なると考えられます。市長の見解をお尋ねしま

す。 

  御答弁よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 
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   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、石川市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、今後の「人・農地プラン」の進め方

についての御質問でありますが、人・農地プラ

ンにつきましては、これまで２つのＪＡを単位

としたプランは作成しておりましたが、プラン

の範囲が広く、地域での話合いがしづらいとい

ったこともあり、昨年度から集落を単位とした

話合いによる人・農地プランの実質化を進めて

おります。 

  令和２年度末でのプランの実質化を目標に、

昨年11月から各集落への説明会を開催し、実質

化を進める意向のある集落にはアンケートを実

施してきました。今年度は、アンケート結果に

基づく地区の状況を地図化し、各集落での話合

いを進める予定でありましたが、新型コロナウ

イルス感染拡大の心配もあり、話合いを休止し

ておりました。 

  農繁期が終わり、感染対策の在り方も見えて

きたことから、アンケートの終わっている集落

とは話合いの進め方について調整を図っている

ところであります。相手があっての話合いです

が、大人数での話合いは避けたいとの相談も受

けており、集落によっては、代表者を数人選ん

でいただき、その代表者から集落の皆さんの意

見を聞き取りしていただき、代表者による話合

いでプランをまとめるような手法も検討してい

るところであります。 

  実質化に向けた進み具合は集落により異なり

ますが、説明を受けたいとの相談も受けており

ますので、集落の意向に応じて対応してまいり

たいと考えております。 

  今年度、プランをまとめることができるのは

若干の地区と考えておりますが、集落での話合

いに基づき、地域農業を担う中心経営体を決め

ていただくことができれば、将来に安心感を持

てるものと思います。 

  また、人・農地プランに位置づけられた中心

経営体には、市としての支援の在り方について

検討してまいりたいと考えております。まだこ

れからのところもありますが、実質化を進めて

いる集落が一つのモデルとなり、来年度以降、

他の集落に広まっていくよう期待しているとこ

ろであります。 

  次に、多面的機能支払基金についてですが、

平成25年度までの農地・水保全管理支払交付金

を基に組替え、拡充され、平成26年度より新制

度になり、第２期目を進んでいるところでござ

います。 

  この交付金制度につきましては、農地維持支

払交付金と資源向上支払交付金から構成されて

おり、いずれも、地域内の農家などの方々の組

織、共同で取り組む活動を支援しているもので

あり、現在、35の保全会組織に交付しておりま

す。 

  御質問にある資源向上支払交付金の長寿命化

に関する交付につきましては、毎年度、県内全

体の取組面積に応じた交付金の配分となってお

ります。 

  今年度については、議員おっしゃるとおり、

約70％の交付率となっており、各組織の皆様が

当初計画していたとおりの交付とはならない状

況となっております。 

  市といたしましては、各組織とのヒアリング

を行いながら、交付額の範囲内での計画変更な

どの相談、手続を丁寧に説明し、進めてまいり

ます。さらに、県を通じて国に対しても申請ど

おり交付していただけるよう要望してまいりま

す。 

  昨今の自然災害が発生した場面でも、この保

全会組織が積極的に活躍されておりますので、

引き続きこれらの活動がより円滑に行えるよう、

連携して対応してまいります。 

  最後に、若者の創業支援についての御質問で

すが、市では、平成20年度より、商業地域空き
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店舗等出店支援事業により、商業地域内にある

空き店舗を活用して新たに出店する事業者に対

し、補助を実施しております。 

  当初は、県のやまがた元気出店支援事業との

連携により、新規出店に係る店舗改装費などの

経費の２分の１を補助、その後に、県の事業が

廃止されたため、平成22年度から、市単独で店

舗改装費等の３分の１、上限50万円を補助する

という制度に改めました。 

  今年度を含めまして、これまでに32件の新規

出店に対して、合計1,455万円余りの補助金を

交付し、中心市街地のにぎわいづくりの一助と

することができたと認識しております。 

  また、御指摘のとおり、今後の新規出店者へ

の支援の在り方として、地域による歴史的風致

の維持及び向上に関する法律、通称歴史まちづ

くり法を活用した事業展開を検討しているとこ

ろであります。同法は、歴史という大きな視点

からまちづくりを行うための法律であり、おの

ずと対象となり得る事業の幅が広がるため、そ

の骨子となる歴史的風致維持向上計画の策定に

当たっては、この点も十分考慮し、幅広い議論

を行ってまいりたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 初めに、農業関係の確

認になります。 

  人・農地プランの実質化というところで、今、

地域で手を挙げている集落の代表者と協議に入

り、地図に落としていくという予定を組まれて

おりますが、今年度はまだ３か月ほどございま

す。若干の地区と、今市長答弁でありましたが、

例えば、差し支えなければ、前向きな集落がど

れぐらいあって、できれば今年度中に実質化に

向けた取組を、３月までのちょっと短い時間で

はありますが、何組織ぐらい考えていらっしゃ

るのか、お示しください。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 今の御質問にお答えさせてい

ただきますけれども、実は、14、15、16日と説

明会を予定しておりました。昨日の段階で、コ

ロナ禍によりまして15名が発生したということ

で、集落の方が朝一番においでになりまして、

今回延期をしてほしいという御相談がございま

したので、その３地域につきましては、年を明

けた形で御相談活動に伺いたいなと考えている

ところでございます。 

  議員の御質問には、どれぐらいの地域の方が

今後取り組んで、また、どれくらいの地域の方

についてのプランの作成をなさるのかという御

質問ですけれども、今予定しておりますのは５

集落でございます。ですから、５集落、アンケ

ートを取っていただいた方につきましては、全

て３月中にはまとめたいなと考えているところ

でございます。また、集落によっては、これか

らも説明をもう一度聞きたいという方もござい

ますので、そちらの集落にもお邪魔をしまして、

より多くの集落の人・農地プランという形での

積み上げを行っていきたいと考えているところ

でございます。よろしくお願いします。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 再質問で、実は一つの

モデルを先行にして、周りの方々がついてこら

れるようなことが有効なのではないかなと思っ

たんですが、市長答弁の中で出ておりましたの

で、ぜひ中心経営体を早く位置づけて、最初は

そこの集落の意向に沿った営農のやり方とか特

徴を把握していくのが肝要かと思いますが、一

つ一つの積み上げによって、新庄市の歩むべき

農林行政の道筋となるものと、これも繰り返し

になりますが考えておりますので、本当にコロ

ナがどうなるかちょっと分からなくて微妙なん
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ですが、やれる範囲で、電話対応とかでも進め

ていくというようなことをすれば、感染を防止

しつつ話が進んでいくのではないかと思われま

すので、よろしくお願いします。 

  多面的機能支払制度の中で、国へ少し増額を

求めていくんだという市長答弁がありました。

各35組織あると市長答弁で伺いましたけれども、

肝心なのは、１色ではなくて、それぞれの地域

事情、それから構成員、あるいは農村の周辺の

自治会あたりとタッグマッチを組んで、５年計

画、それぞれの保全会がされているわけですよ

ね。一つ一つの保全会、特徴は違いますので、

市長もきめの細かな対応をしていくんだという

回答がありましたけれども、その辺もう少し強

く、農林課長、意思を表明してほしいんですが、

いかがでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 35組織の皆様には、それぞれ

異なった条件の下に同じ制度に対応していただ

いて、感謝しているところでございます。事業

の推進につきましては、職員と各地域の代表の

方が１対１になって、１年間の計画を随時相談

させていただいているところでございますので、

地域に根差した、地域に合った、また、農業者

だけでは守っていけない集落のコミュニケーシ

ョン等を図りながら進めてまいりたいと考えて

おりますので、御協力よろしくお願いいたしま

す。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 次に、平成20年からこ

れまで積み上げてこられた空き店舗を活用した

部分の支援についてですが、成果は伺いました。

32件の方々に1,000万円強の支援をされてきた

と。その中で、結果、10年もたつわけでござい

ますので、原課として分析しておられれば結構

なんですが、例えば市内の商店街は５つぐらい

あるのかなと。間違ったら悪いんですけれども。

そこで、例えば申請する商店街による偏在とい

うか、どうでしょう、それぞれの５つの商店街

に均等に出店されているのか。あとは、市単独

になってから３分の１、上限50万円ということ

で、市単独の中では精いっぱい私はやっている

とは思うのですが、創業者から考えてみて、も

っとこういうところを新庄市でも考えてもらえ

ないのかなというような要望でありますとか、

これまでの課題等、もし整理しておられればお

伺いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 商業地域空き店舗等出店

支援事業について再質問をいただきました。 

  こちらにつきましては、現在のところ、先ほ

ど市長答弁にもありましたが、32件ということ

で助成をしております。その町内的な内訳とし

ましては、市内には５商店街がありますけれど

も、それに準ずる若葉町、それから大町、それ

から本町、大手町、万場町、沖の町、多門町、

小田島町というようなことで、各商店街に満遍

なく出店がなされているのかなと感じていると

ころでございます。 

  また、限度額が50万円ということで、事業費

がかなり高額な方もいらっしゃいます。居抜き

で入られる場合については、その事業費も抑え

られて、この50万円の中で収まるといった方も

いらっしゃいますが、上限が３分の１の50万円

ということでありますので、もう少し何とか増

額できないのかということとか、あと家賃的な

ものの助成は何とかならないのかという声もお

伺いしておりますので、こちらにつきましては、

この事業の中身の精査も含めまして、今後の課

題と捉えておりますので、御理解のほどよろし

くお願いしたいと思います。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 
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１４番（石川正志議員） 分かりました。 

  この12月になぜこんな一般質問をするかと申

し上げますと、市民の方の意見を私が代弁しま

すけれども、今、原課で令和元年度の事業でも

ありましたが、地元企業と新庄市出身の子供た

ちとのマッチングを今図っていると。多分効果

が出てくるでしょう。 

  出生数でちょっと拝見しますと、プラス・マ

イナスあるんですが、年間200名ぐらいの子供

たちが生まれると。残念ながら、そこの部分の、

東京のビジネスマンに憧れるんでしょうか。半

分以上は出ていってしまうんです。これから一

生懸命、新庄市に帰ってきてくださいという発

信をする中で、今の子供たちが考える職業への

憧れといいますか、それは、当然我々の価値観

とは全く違っていて想像できないんですが、新

庄市にないものであれば、その方々が中心にな

って新しい仕事をつくっていけばという発想が、

私は大事なのかなと。歴まち法を今回取り上げ

ましたけれども、それはいずれ議会にお示しい

ただけるものと思いますが、歴まち法の趣旨か

らはそれたとしても、例えば、チャレンジする

子供たちの環境整備は、行政でお手伝いできる

のではないかと考えたところでございます。 

  市長、いかがでしょうか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 ありがとうございます。歴史まち

文化保存事業につきましては、基本的に城下町

であるということが条件についているというよ

うなことでありますので、その点としては新庄

市は該当するという、そういうアドバイスを受

けて申請の方向に向かっているところでござい

ます。 

  まだまだ、その審査員がどういう形でこの市

内を考えるかというのは、非常に分からないわ

けですけれども、私なりに考えると、最上公園

を中心にした歴史が一つあるだろうと。 

  それから、新庄駅が、やはり明治36年に奥羽

本線が来たことによるまちの形成という歴史も

形成されているというようなこと。それから、

奥羽本線が来る前は、本合海を主にした舟運と

いうことで、京都あるいは関西との交流があっ

たというようなゾーンが考えられると。 

  また、昭和における恐慌のときに、地域の農

業生産所という形で奨励された積雪地方農村研

究所、雪の里情報館、さらにはエコロジーガー

デン、そうしたところが昭和の遺産として歴史

的に考えられるのかなと。そこに相まって、戸

沢家墓所ということが。 

  こうした組合せが可能ではないかということ

で、今後、聞き取り等があったとき、新庄市の

要望としては、基本的にそのようなことをベー

スにしながら、面的な広がりをつけていきたい

ということは要望してまいりたいと考えており

ます。 

  先ほどの、若者の事業をどのような形でとい

うようなことがありますが、コロナ禍で得られ

たことにリモートというようなことがございま

す。たまたまエコロジーガーデンの第４蚕室に

入った映像関係の企業が、非常に情報発信力が

強いということで、そこに憧れているという若

者がいるという情報もありますので、今、直さ

れている施設、今後直す施設なども含めて、そ

うした情報発信の基地も可能ではないかと。そ

のような魅力的なゾーンとしても積み重ねられ

るのではないかという、職員との話合いの中で

もそういう情報が来ていると。なるほどなとい

うことです。 

  現実的な対応にいきますと、町の中での事業

継承という問題が、非常に大きな課題になって

いると認識しております。それは、農業でいき

ますと中間管理機構という形で、今後農業をな

かなか続けられないという方たちが、農業を誰

か手伝ってくれる人はいないかという先行事例

が、農林のほうにおける農地中間管理機構とい
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うのがございます。これなども、やっぱり商工

会議所などと相談しながら、地元でこのまま、

お客さんはいるんだけれども跡継ぎがいないと

いうことで、やっぱり実態調査を含めながら事

業継承につなげていくということも、とても大

事なことではないかなと考えているところであ

ります。様々な法律なども組み合わせながら、

また、先行事例のあるようなことも拡大しなが

ら、本当に、せっかくある資源を有効に活用で

きるような形にしてもらいたいと考えておりま

す。（「終わります」の声あり） 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時２６分 休憩 

     午後１時３６分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、佐藤卓也君。 

   （１６番佐藤卓也議員登壇） 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、マスクを外して

もよろしいですか。 

下山准一議長 はい、許可します。 

１６番（佐藤卓也議員） 皇紀2680年、令和２年

12月定例会４番目に一般質問させていただきま

す、市民・公明クラブ佐藤卓也です。よろしく

お願いいたします。 

  また、ちまたでは新型コロナウイルス感染症

もはやっていますが、アニメ漫画でいいますと、

今、鬼滅の刃というのがはやっているようでし

て、全部で23巻ございまして、１億2,000万部

売れている漫画だそうです。私も全巻読ませて

いただきました。本を買ったときは、もう本屋

さんにはなかったので、おいっこの予約券を持

って買いに行きましたが、その言葉をお借りし

まして、今回一般質問も全集中の呼吸で質問さ

せていただきますので、執行部の皆さん、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、第５次新庄市総合計画は、目標年

度を2030年、令和12年度として、まちづくりを

進めていくための基本的な理念や目標を基本構

想、基本構想を実現するための必要な手段や施

策を体系化にした基本計画、そして、実施計画

の３段階で構成しております。 

  実施計画は、基本計画に掲載されている施策

等を効果的に進めていくため、新庄市として取

り組むべき具体的な事業計画を、施策の進捗状

況や社会情勢、財政状況を踏まえて作成したも

のです。 

  実施計画期間は2021年、令和３年から2025年、

令和７年までの５年間としておりますが、情勢

変化等に柔軟に対応できるように、毎年度見直

しを行うとしております。 

  また、新庄市総合戦略は、まち・ひと・しご

と創生法及び国のまち・ひと・しごと創生総合

戦略に基づき、本市における人口減少の克服と

町の活性化を進め、市民の誰もが幸せに暮らし

続けることができる笑顔輝くまち新庄の実現に

向けた目標は、具体的な施策、取組をまとめた

計画として平成27年に策定され、第２期新庄市

総合戦略では、令和元年から７月に閣議決定さ

れたまち・ひと・しごと創生総合基本方針2019、

同年12月に策定された第２期まち・ひと・しご

と創生総合戦略の基本的方向性等を受け、令和

３年度から今後５年間の目標や施策の方向性、

取組について、実情に合った事業を戦略的に展

開するために策定をしております。 

  それらを踏まえ、通常であればそのまま実行

に移したいわけですが、令和元年12月から、中

国武漢市で発生されたと言われている新型コロ

ナウイルス感染症ＣＯＶＩＤ－19の影響が大き
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く、いまだ収束する気配がありません。山形県

内でも11月から感染者が増えている状況にあり

ます。医療を行っている従事者の方や、エッセ

ンシャルワーカーの方には大変感謝しておりま

すが、飲食業をはじめとする商店街も逼迫して

おり、同時に地域経済を回していかなければな

らない状況にあります。 

  経済の活性を図りながら、アフターコロナを

見据えて、今後どのように観光戦略を立て、観

光振興を図っていくのでしょうか。お伺いいた

します。 

  そして、観光のみならず、国内や国外を含め

た交流人口や関係人口を増やすために、どのよ

うな施策を行っていくのでしょうか。また、観

光客のみならず地域や地域の人々と多様に関わ

る方々の受入れ体制や環境整備や、それらに関

わる人材育成をどのように行うのでしょうか。 

  最後になりますが、観光戦略には民間活用が

欠かせません。そこで、観光協会や旅行会社な

ど、民間団体との協力体制をどのように整えて

いくのでしょうか。お伺いいたします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  観光戦略という大変大きなことについての質

問でありますが、第５次新庄市総合計画におけ

る市の観光戦略についてお答えさせていただき

ます。 

  １点目の、今後の観光振興についてですが、

第５次新庄市総合計画の中で、観光の振興施策

の10年後の目指すべき状態として、地域資源の

魅力が伝わり、観光交流が図られていることを

目標として掲げ、従来からある観光コンテンツ

の充実、新しいコンテンツの掘り起こしや、最

上地域全体との連携強化などを計画の柱として

います。 

  2020年は東京オリンピック、2021年には東北

デスティネーションキャンペーンと、国内外の

観光客の増加を見込んでいたところであります

が、世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大

により、観光需要は過去最大規模の減少となっ

ております。 

  この未曽有の事態の中、短期的視点の取組も

必要ですが、どのような手法を用いて観光振興

を図っていくべきなのか。また、コロナ禍に対

応する緊急対策、需要回復後を見据えた長期的

な視点を併せて検討していく必要があります。

今を乗り切る施策を行いながら、第５次新庄市

総合計画における内容を柱に、様々な施策を進

めてまいりたいと考えております。 

  ２点目の、交流人口、関係人口の拡大につき

ましても同様に取り組む必要がありますが、特

に、インバウンド誘致に関しては、自治体によ

っては地域間競争における劣勢を挽回する好機

と捉え、旅行商品づくりや受入れ体制整備など

の環境整備に積極的に取り組んでおり、国もこ

れを後押しする動きを見せているところであり

ます。 

  本市といたしましては、こうした動きに即時

対応できるノウハウの蓄積と民間企業との連携

強化が一番の課題と考えております。ビッグデ

ータの活用も念頭に置き、本市及び近隣地域へ

の来訪動向などの分析や、企画立案、誘致手法

に関するノウハウを持つ民間企業との連携を深

めるなどの対応を行いながら、体制整備を進め

たいと考えております。 

  また、国内近隣地域との交流は比較的安心で

き、需要もあるものと考えています。今だから

こそ注目すべき要素であり、秋田県南地域など

近県隣接地域をターゲットとした交流について、

改めて検討を進めるとともに、感染者の多い地

域との交流促進の鍵と考えられるインターネッ

トを使ったコンテンツに関しても、検討を進め
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てまいります。 

  ３点目の、環境整備や人材育成に関しまして

は、ただいまお答えしました内容のほか、既存

資源のうち、特にイベント、kitokitoマルシェ

と、その会場であるエコロジーガーデンについ

ては、本市の交流推進のシンボルとしてさらに

磨き上げたい考えであります。 

  今年度、耐震改修の終了する旧第１蚕室のソ

フト、ハード両面の活用や、北側エリア整備に

向けた具体的検討などに取り組むこととしてお

ります。 

  最後に、民間団体との協力体制についてです

が、現在、新庄観光協会や新庄商工会議所など

が実施する様々な事業に対し、委託料や補助金

などを交付しております。また、各種協議会や

実行委員会の参画、イベント開催の協力など、

様々な場面で民間事業者の方々に関わりを持っ

ていただいており、今後も民間事業者の方々の

得意とすることや、地域資源をより輝かせて、

アイデアを参考とさせていただきながら事業を

進めてまいりたいと考えております。 

  感染拡大防止策に対するスタンスも民間事業

者間では違うと思われますが、観光振興という

全体の目標を達成できるよう、それぞれの立場

を相互理解しながら進めることが重要でありま

す。さらに、コロナ終息後を見越し、国内外の

観光需要回復後の長期的な視点を取り入れ、受

入れ体制を整えながら、観光振興対策を講じて

まいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。 

  再質問させていただきます。 

  今回、初めてですけれども、観光戦略という

ことを質問させていただきました。大きな目標

ではありますが、やはりアフターコロナを見据

えた観光戦略をいま一度つくるべきだと思うん

ですけれども、今まではどういう戦略があって

進めてきたのでしょうか。 

  また、先ほど市長からも短期的、長期的とあ

りましたが、ここら辺はしっかりと分析して進

めていただきたいと思うんですけれども、まず

初めに、新庄市の観光戦略は今まではこうだっ

た、そしてこれからこうするんだという具体的

な目標がございましたら、まずお示しください。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいまの御質問にお答

えします。 

  商工観光課では、本来、観光計画というもの

を立てたほうがいいのではないかという内部、

庁内での議論もございました。しかしながら、

現在のところは、市の全体の計画であります総

合計画、それからその下に位置する総合戦略に

よって、事業を進めているところでございます。 

  他市におきましては、その自治体における観

光計画を策定している自治体もありますけれど

も、現在、本市では、総合計画並びに総合戦略

でそれを位置づけているというようなことでご

ざいます。御理解のほどよろしくお願いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。やはり

これからはアフターコロナを見据えるべきでし

たら、新しい観光戦略を策定したほうがやりや

すいと思うんですけれども、そこら辺、いかが

でしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいまの質問ありがと

うございます。 

  こちらにつきましても、第５次総合計画並び

に総合戦略を見据えまして、庁内で検討させて

いただければと考えております。よろしくお願

いします。 
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１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。ぜひと

も戦略を立てていただきたいと思います。 

  その中において、やはり近場でいいますと、

短期的、１年から２年、そして中期的な施策、

これは２つ必要でございますので、ぜひつくる

ときはそういったことを含めて検討していただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  その中において、もし戦略をこれから立てる

のであれば、キャッチコピー、これは非常に私

は重要だと思っています。やはり最近は、結構

自虐的なネタが多いといいますか、面白いキャ

ッチコピーをつけて戦略を立てる方が結構おり

ます。事例で言うならば、大阪府大東市という

市があるんですけれども、そこのキャッチコピ

ーは、「子育てするなら大都市よりも大東市」、

ちょっとギャグっています。また、これは県な

んですけれども、島根県は、「日本で47番目に

有名な県、島根」とか、あと「島根は日本の領

土です」という、自分のふるさとを自虐的に言

って、それでアピールするということがありま

す。やはり沖縄県ですと、「美しい」とかいろ

んなことを重ねることもありますけれども、や

はりこういったキャッチコピーをしてお客さん

に引いてもらって、新庄市ということを知って

もらうというキャッチコピーの重要性がかなり

あると思うんですけれども、そういう考えは今

後あるのでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 現在のところ、そういっ

た考えはございませんが、総合計画、それから

総合戦略の中に位置づけられております施策を

一つ一つ積み重ねながら、そういった戦略であ

りますとか、キャッチコピー等も考えられれば

いいのかなと思っております。 

  まだまだ発展途上の事業といいますか、今後

拡大が見込める分野でございますので、そちら

も含めながら検討してまいりたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。ぜひと

も、こういうこともあるんだということを念頭

にしていただければと思います。やはりキャッ

チコピーというのは引かれますよね。ＪＲでい

けば「行くぜ、東北」で、やはりインパクトは

強いですので、まず知らない人に知ってもらう

のが第一ですので、ぜひこのキャッチコピーも

しっかり考えていただいて、新庄の観光戦略に

入れていただければと思います。 

  そして、先ほど来、前回の小嶋議員や石川議

員もおっしゃったように、新庄市の観光資源と

言えば、やっぱりエコロジーガーデン、市長も

おっしゃっていました。 

  その中において、これから新庄市は冬になり

ます。冬となれば、やっぱり雪が降る。この雪

を最大限に利用するのも、新庄市の一番の観光

資源だろうと私は思っております。 

  その中において、エコロジーガーデン、原蚕

の杜北側の利用方法なんですが、先ほど来から

おっしゃられているように、使い方がまだまだ

されていません。 

  それを踏まえまして、最近ではキャンプ需要、

ソロキャンプがはやっております。何ではやっ

たかなと。やっぱり皆さん御承知のように、こ

れはアニメもあります。ゆるキャンというアニ

メがございまして、来年１月から再放送すると

いうこともございますし、芸人のヒロシさんや、

バイキングの西村さんなどは、今ソロキャンプ

をされていてブームになっています。 

  やはりこれを、新庄はこれだけ自然が豊かな

のであれば、キャンプをするという施策も一つ

は必要かなと思っております。普通のキャンプ

ではなくて、新庄は雪があるんですから、冬期
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間を利用した雪の中のキャンプ、これもかなり

はやっていると聞いております。ぜひともそう

いうことを、新庄市の北側のエコロジーガーデ

ンですれば、ほかでやっていないです。新庄市

が、逆に言えば聖地となる可能性が十分含まれ

ておりますけれども、北側の一つの利用として

冬のキャンプなんかを使ってみてはいかがでし

ょうか。そこら辺、いかがでしょう。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 エコロジーガーデンの北

側の利用ということで、御意見を頂戴いたしま

した。 

  小嶋議員にもお答えしましたとおり、今年の

９月補正で、北側を含めますエコロジーガーデ

ン周辺の調査委託を行っております。そちらが

２月下旬に出てまいりますので、そちらを踏ま

えた検討をしていく必要があるんだろうと思い

ます。 

  また、キャンプ需要につきましては、エコロ

ジーガーデンでも、単発ではありますが、若干

したいという声があることは事実でございます。 

  現在のところ、エリアを限定した形で許可を

して実施していただいているという事例はござ

いますので、冬期間も含めた北側の利用につき

ましては、調査委託内容を含めて、今後また詰

めていきたいと考えております。よろしくお願

いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） ぜひともそれをよろし

くお願いします。 

  また、やはりこのキャンプ、私はちょっとキ

ャンプをやらないので詳しくは分からないんで

すけれども、やっぱりキャンプをやる方は、ソ

ロキャンプというのがはやっているらしいです。

ぜひともそういう声もしっかり踏まえてやって

いただきたいとともに、もし役場内でもキャン

プをやっている人も少なければ、そこへこそ民

間活用ができるのではないでしょうか。という

のは、あそこの場所にもしできなければ、民間

会社、名前を出していいか分からないんですけ

れども、モンベルさんだったり、県内ですとス

ノーピークさんがございます。ああいう方の展

示会をあそこでやっていただき、商品を紹介し

ていただき、キャンプを広める。そして、新庄

市に行けば展示会をやって、商品が集められる

という民間活用も一緒にできれば、さらなる効

果が、要は知名度もアップすると思うんですけ

れども、そういった民間業者と一緒になって組

むという施策も考えられると思うんですけれど

も、そこら辺、いかがでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 佐藤卓也議員から大変い

いアイデアをいただきました。 

  また、今年度、耐震改修を行っております第

１蚕室につきましても、１階に大きなフロアを

擁しておりますので、そちらで長期貸出しによ

ります展示会等も、申請いただければできるの

かなと考えたところでございます。 

  いずれにしましても、そうした北側の有効活

用、有効利用ということでありますれば、関係

人口、交流人口の拡大にもつながりますので、

そういった点も十分考慮しながら考えていけれ

ばと考えております。よろしくお願いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） ぜひお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

  次に、インバウンド事業について質問させて

いただきます。 

  これまで、新庄市もインバウンド事業に一生

懸命取り組んでいると思いますが、やはりこの

コロナ禍の中では、インバウンド事業が小さく

なると思っておりましたが、市長答弁では、イ
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ンバウンド事業をしっかり推進すると答弁して

いただきました。もう一度確認なんですが、こ

のインバウンド事業を今後どのようにやってい

くのか、まず確認したいと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいまインバウンド事

業に関する御質問をいただきました。 

  現在、コロナ禍におきまして、確かに海外か

らの渡航が制限されております。本来であれば、

昨年度末からタイの定期便によりまして、海外

からのお客様が新庄に来訪されるという予定で

ございましたが、この状況では致し方ないのか

なと思ってございます。 

  台湾のみならず、東南アジアからのお客様も

入ってくる予定でございましたので、そちらも

含めまして、今後収束が見込まれる時期になり

ましたら、そちらのほうからの誘客についても

積極的に進めていくということで考えてござい

ます。よろしくお願いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。ぜひと

も、このインバウンド事業は、アフターコロナ

を考えれば、やっぱり情報は常に発信しなけれ

ば来ていただけません。ぜひとも情報の発信を

絶えずやっていただきたいと思います。 

  実際伺いますと、新庄市には台湾の方が多い

んですが、やはり旅行関係者にお聞きしますと、

海外の方はやっぱり日本に行きたいという方が

いっぱいいらっしゃるらしいです。やはりここ

で手を止めずに、今ですとユーチューブだった

り動画だったり、そういうものを一生懸命仕掛

けて、絶えず流していく必要があると思います。

やはりここで、コロナだから一切情報を止める

のではなくて、逆にここを、何というんですか、

とがったような形でしっかりと情報を発信して

いただいて、いつでも受入れ体制を万全にする

ということが施策の一つではないでしょうか。 

  やはり今、最近ですと、オーストラリア、シ

ンガポール、新庄市でも最近ではタイにもしっ

かり動画を流しているということなんですけれ

ども、やはりまだまだ５年以上はかかると言わ

れていますが、しっかりとした情報発信、動画

だったり食べ物だったりということを発信して

いただきたいんですけれども、そこら辺の戦略

は変わっていないでしょうか。お伺いいたしま

す。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 御質問をいただきました

件でありますが、これまでもＳＮＳ等やユーチ

ューブ、それから動画を活用しました新庄市の

ＰＲ、そちらを行っているところでございます。

コロナだからといって決して止めているわけで

はございません。予算の範囲内で精いっぱいや

っているところでございまして、また、予算の

かからないところでも、活用しながら実際には

行っているということでございますので、早く

日本のコロナが収束すればすぐ行くよというよ

うなことで言われてございますので、そちらに

向けた準備も進めてまいりたいと考えてござい

ます。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） ぜひよろしくお願いし

たいと思います。 

  そこで、改めてなんですけれども、やはりい

つ戻ってくるかも分からないといったときには、

しっかりとした目標設定も必要だと思います。

そのときにも、おっしゃるように、やっぱりも

う一度、関わる方のきっかけの見直しだったり、

あとはターゲットです。どの方に来ていただく

か、目標、顧客のターゲットを明確にしていた

だくということも必要です。そしてこれからも、

先ほども言っていたとおり、戦略については、
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やはり短い期間ではなく、長期的な思考です。

要は、発想の転換をしていただき、いつでも来

られるような体制が必要だと思うんですけれど

も、インバウンドに対してはそのような体制を

取っていただきたいと思いますが、そこら辺い

かがでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 今御質問いただきました

件につきましてですが、これまでも台湾を中心

にインバウンド事業を進めてきました。台湾だ

けではなくて、タイをまたターゲットにして現

在進めているところでございます。なぜタイな

のかということでございますが、東南アジアの

ハブ空港もございます。そこが日本に風穴を開

けられれば、その周辺の国々からも観光客に来

ていただけるだろうということでございました。 

  また、もう一つ、欧米からの誘客ということ

も現在検討されているところでございまして、

なぜ欧米なのかといいますと、欧米の方にとっ

ては山岳信仰、それからおくのほそ道である松

尾芭蕉、そちらについて、なかなか、その足跡

をたどりたいというような方々が多くございま

して、欧米からも誘客が図られるんだろうとい

うようなことで検討してございます。新庄市も

おくのほそ道サミット、それから、おくのほそ

道の風景地ネットワークに加盟してございまし

て、そちらの自治体とも連携を図りながら進め

ていければと考えてございますので、御理解い

ただきますようよろしくお願いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。台湾の

ほかにタイも、やはりタイも、あそこの周辺で

すとミャンマー、ラオス、ベトナム、カンボジ

ア、マレーシアと、あそこら辺はかなり多いで

すので、そこら辺の集客が見込めるということ

でしたので、ぜひともそこら辺の周知も一緒に

していただきたいと思います。 

  また、おくのほそ道もございましたけれども、

山形県ではおしんもございますので、やはり東

南アジアのほうではおしんが、もう言わなくて

も分かるよと言っておりますが、やはり向こう

の方は、おしんと言えば山形県と分かるんです

けれども、新庄は分かりませんので、おしんも

しっかり推していただいて、おしんのまち新庄

でいっても、多分向こうの方は分からないと思

いますので、そこら辺の逆にずうずうしさもあ

ってもいいのかなと、私は思っておりますので、

取るものは取っていかないと、やはり、それが

戦略ではないですか、課長。そう私は思います

ので、これはあくまでも参考意見として言わせ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

  また、次に、私からは室のことについてお伺

いしたいと思います。 

  新庄市では、クールジャパン新庄がございま

すけれども、こちらは経産省で平成22年から始

まって、新庄ではクールジャパン新庄推進室が

平成25年から始まっております。目的としては、

交流人口の拡大を目指し、インバウンド事業、

グローバル社会への対応を強化するということ

をうたっており始まっている、このクールジャ

パン新庄なんですけれども、そろそろ時代の流

れに沿って、市長、どうでしょうか。そろそろ

変えていただいて、新たな発信をしていくのも

一つではないでしょうか。やはり７年たてば、

今は政権も替わりましたよね。ぜひとも新しく

取り組むことも含めまして、クールジャパンで

はなく新しい目標を立てて観光戦略にするのも

一つの手だと私は思っていますけれども、いか

がでしょうか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 室の問題でありますので、総

務課でお答えさせていただきますけれども、や

はりクールジャパンというのが今どうなのかと。



- 89 - 

ちょっと少し時代遅れにも聞こえるような感じ

にも取られますし、そういう声が聞かれますの

で、今後どういった形でやっていくかというこ

とを、少し原課ともちょっと話し合っていると

ころですので、今後詰めてまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。 

  やはり日本は、名は体を表すといいますので、

やっぱりその名前によって進む方向が違います

ので、やはりそういうことを一つ一つ突き詰め

ていけば、やはり新しく戦略を起こすのであれ

ば、名前が変わっても致し方がないのかなと思

いますので、そこら辺をどうぞよろしくお願い

したいと思います。 

  次に、やっぱり観光戦略を行うとなれば、観

光大使が必要です。新庄市でも観光大使制度を

つくったと思うんですけれども、今の状況はど

のようになっているでしょうか。お伺いいたし

ます。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 観光大使についての御質

問をいただきました。 

  観光大使につきましては、新庄市にゆかりの

ある方、それから新庄市に地縁、血縁がある方

ということで、かなり著名な方を選定いたしま

して交渉を重ねた経過がございます。中には、

事務所のほうからお断りされた例が多々ござい

まして、かなり苦戦しております。現在のとこ

ろ、１名の方の内定をいただいているというよ

うなことで、また、鋭意その観光大使の選定に

向けては努力してまいりたいと考えてございま

す。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） やはりちょっと進んで

いないのかなと思います。やっぱり著名な方で

すと事務所関係があるので難しいかなと思うん

ですけれども、選定方法としても、ゆかりのあ

る方とはおっしゃいますけれども、やはり関係

人口を増やすのであれば、新庄に何かしら、来

たことがある人でもいいのかなとは私は思って

おります。 

  例えば、最近ですと９月頃に、タレントの石

橋貴明さんが来られました。県のほうにも来ら

れて。あの方が、山形県を応援する歌を歌って

います。その撮影のために、９月にこちら新庄

駅を通って、隣の鮭川村へ行った。これはユー

チューブで私も見させていただきました。その

人の歌ですと、歌詞の中には、隣の村の牛潜の

名前だったり、その中には山形県最上郡大字字

田舎と、はっきり山形県最上郡と歌っておりま

す。せっかくあの有名な著名な方が、山形県最

上郡を歌っているのであれば、あの方も関係人

口に含まれると思いますし、そういう方もピッ

クアップになっていないのかなと思います。逆

にこちらからオファーしてもいいぐらいの方で

はないでしょうか。 

  ぜひともそういう方々を次々にピックアップ

していただきたいんですけれども、そこら辺は

どのような選定基準になっているのか、お伺い

いたします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 佐藤議員から、今石橋さ

んの具体的な固有名詞が挙がりましたけれども、

この方につきましては、確かに鮭川村牛潜出身

のプロモーターといいますか、事務所を経営さ

れている方のつながりで、かなり新庄、それか

ら最上郡に入られているということは事実、知

っておりますし、私も実際お会いしております。 

  昔から、新庄の学校に通ったということもご

ざいますので、その御縁で、かなりこちらの農

産物もＰＲしていただいているということは知
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っておりますし、ゆかりのある方ということで

候補に挙がるのかなということもございますが、

なかなか事務所の規制が厳しくて難しいのが現

実かなと考えてございます。 

  特に、著名な方を選定して事務所を通して観

光大使になっていただけませんかという依頼を

しても、なかなか今のタレント業でありますと

か、俳優業の傍ら、そういう大使というような

ことはお断りさせていただきたいというような

お断りをされていることも事実でございますの

で、多岐にわたるかもしれませんが、いろんな

アプローチの仕方で、今後も観光大使の選定に

つきましては努力してまいりたいと考えてござ

いますので、御理解賜りますようよろしくお願

いします。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。有名に

なればなるほどなかなか難しいのかなとは思っ

ておりますけれども、やはりそういう有名な方

をなぜ伝えるのかといいますと、やはり新庄市

を知ってもらうための一つの作戦です。その人

のユーチューブを見ますと、今週の水曜日には

歌番組でその歌を歌うと。全国放送でその歌詞

が流れれば、黙っていても山形県最上郡は出て

くるわけで、そうすれば多分、そこはどこなん

だろうと。今までユーチューブしか見ていなか

った方々や初めてテレビで見た方がやはり集中

的にそこで出るわけですので、やっぱり新庄市

を知っていただく機会、そういう方が増えるわ

けですから、ぜひとも、観光大使にはいろんな

条件がありますけれども、苦戦はしていますけ

れども、いろんな方を要は推薦していただき、

少しでもなっていただけるような努力をしてい

ただきたいと私は思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いします。 

  ちょっと話は戻りますが、エコロジーガーデ

ンのほうで、これからいろんな仕掛けをしてい

くというわけだったんですけれども、先ほども

石川議員が少しおっしゃっていましたが、やは

りこれからはいろんなこと、要は若い人たちの

創業支援をしていくものの一つに、ワーケーシ

ョンということがあります。 

  今さらながら、ワーケーションの説明をさせ

ていただければ、ワークとバケーションの造語

です。やはり観光地やリゾート地におきまして、

テレワークをしながら仕事をする一つの方法だ

と思います。 

  やはりエコロジーガーデンもそのワーケーシ

ョンの一つに入ると思います。わざわざ東京に

行かなくても地方で仕事ができる。そういった

ことのワーケーションをしたいと思っていても、

やはり一番問題、ネックになるのが、高速通信

網の整備だと思っております。また、空き家に

ついてでも、あそこに来ていただければ、ワー

ケーションとして高速通信網がなければ、今は

成り立たない時代だと思っていますけれども、

これからエコロジーガーデンを改修なり、そし

てこれから、商店街やワーケーションに向けて

いく施策を打つのであれば、高速通信網の整備

が必ず必要だと思うんですけれども、そこら辺

は戦略の一つとしてどのように考えていますか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 エコロジーガーデンのワ

ーケーションの在り方ということでございまし

た。 

  先ほどの市長答弁にもございましたが、現在、

エコロジーガーデンにテナントとして入ってお

ります映像会社さんを通じまして、東京の多く

の企業さん、あるいは大学の関係者から、ぜひ

新庄の地で仕事をしてみたいということも伺っ

ていることは事実であります。 

  しかしながら、現在のエコロジーガーデンの

施設では受入れが難しいことも事実であります

ので、今後の改修計画にあっては、その辺も考
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慮しながら進めていくべきだろうと思います。 

  また、先ほどの歴史まちづくり法の整備につ

いても、そちらも高速通信網の整備も一体的に

できるかどうかの研究も含めながらやっていく

べきだと考えてございますので、御理解のほど

お願いしたいと思います。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） ぜひともよろしくお願

いしたいと思います。 

  その中で一つです。やっぱり新庄に１回来て

新庄に住みたいとなれば、お試しではないんで

すが、地域おこし協力隊として来たいという方

もいらっしゃいます。その中の要件として、リ

モートワーク化が一緒に含まれないと、地域お

こし協力隊としてやっぱり派遣されないと思う

んですけれども、やはり地域おこし協力隊も、

そういう中においてでも一つの戦略だと私は思

うんですけれども、その在り方についてどのよ

うに考えていますでしょうか。よろしくお願い

します。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 新庄市における地域おこ

し協力隊。皆様方も、その活動の力というのは

御存じかと思います。見事に地域おこし協力隊

を卒業して、そして空き家をリノベーションし

て、多くの交流を生むというような活動をされ

ている方もおります。交流人口、関係人口をこ

の新庄の地で広げていく場合には、大変力強い

味方を外からいただけるものと思っております

ので、私ども総合政策課で総合窓口をしており

ますけれども、地域おこし協力隊という力は新

庄市にとってこれからも大切に、来ていただい

て、そして活躍していただきたいなと願ってい

るところでございます。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） そこでなんですけれど

も、地域おこし協力隊の方々はテレワークは可

能に新庄市ではなっているんですか。やはりテ

レワークを可能にすることによって、新たな魅

力、要は、わざわざ新庄に来なくてもできるで

しょうし、定期的に来ていただくことができる

んですけれども、このテレワークが可能という

ことも一つの条件として、新庄で受け入れれば、

新庄に来たいという方もいらっしゃると思うん

ですけれども、そこら辺どのようになっている

でしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 地域おこし協力隊のテレ

ワークというのは、まだ現在のところ調べてお

りませんので、今回、コロナの関係でテレワー

ク、ワーケーションという形になりましたけれ

ども、基本的には、やはりこの地に来ていただ

いて、この地の中で多くの人に触れ合っていた

だきたいと。その中で、首都圏の友達や何かと、

そういったズームのような形でできるという幅

の広さは、十分、私もこの間体験して思いまし

たので、テレワークという考え方がどのような

形で取り入れられるのかは、ちょっと今現在お

答えできませんけれども、この地に来た地域お

こし協力隊が、今通信ネット網がこれから高速

化、大容量化になる中では、これも一つの大き

な武器になるかと思いますので、これからまた

勉強していきたいと思っております。 

  これが一つの新しい生活様式の中で生まれた

働き方なのかなという形で、地域おこし協力隊

というものについての情報の在り方や働き方と

いうのは、今後検討がされるものかなと思って

おります。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 分かりました。テレワ

ーク可能というところもありますので、そうい
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うこともある程度含めて、これからも調査研究

していきたいと思います。 

  やはり先ほど来言っているように、ワーケー

ションだったり、ブレジャーということもあり

ます。ブレジャーというのは、出張して、滞在

先に泊まる。泊まってから、要は、そこから少

しその滞在期間を延長して、また仕事をしても

らうという。ブレジャーということもあります

ので、そこら辺の考え方も一緒に考えていただ

ければ。 

  逆に言えば、新庄市の方々が、向こうの出張

先に行っていてもいいでしょうし、こちらの受

け側も必要だと思います。受ける側の体制整備

です。先ほど言ったように、高速通信網だった

り、ある程度、受け側の整備体制を今こそしっ

かりとやるべきではないでしょうか。 

  先ほど来、新庄市もデジタル化が進むとなれ

ば、そこら辺のことをしっかりと先に進め、い

ざいつ来てもいいような、要は、一歩先ではな

く半歩先でもいいので、デジタル化も進め、や

はりこういう若い人たちを受け入れるには必要

だと私は思っておりますが、そこら辺の考えは

いかがでしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 まさしくそのとおりだと

思います。デジタル化というもので交流の幅と

いうか、時間的にも距離的にも大きく縮められ

るということが今回分かりましたので、様々な

部分でそこのところは、半歩でもいいですから

進んでいくように、前向きに計画していきたい

と思っております。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） そういった中でも、や

はりこれからはウェブ会議だったりリモート会

議などができる、そういう中には、やっぱりＩ

ＣＴにある程度強い人材育成や、そのための強

化がやっぱり必要です。やはりそこの強化も庁

内全体で進めていただき、観光にもつなげてい

く。 

  なぜ私が観光についてしつこく言うのかと申

しますと、観光はやはり裾野が広いんです。地

域経済が潤う。コロナの中においても、やはり

経済が潤っていかなければ新庄市は大変だ。だ

からこそやっていかなければいけないと私は思

っておりますので、そのためにも、しっかりと

した庁内の方々の人材育成やその強化も、私は

一緒に進めていくべきだと思うんですけれども、

そこら辺の考え方を伺いたいと思います。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

下山准一議長 総務課長関 宏之君。 

関 宏之総務課長 これからの社会の中にあって

ＩＴ化に係る人材育成というのは、当然必要で

す。庁内的な人材育成も必要ですし、やはり専

門的な知識を外から持ってくるということも必

要だと思いますので、様々な点で人材育成、人

材の確保を図ってまいりたいと考えております。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） ぜひともよろしくお願

いしたいと思います。 

  あと、新庄市の計画の中には、今回新しくシ

ティープロモーションを使わせていただきます。

そのシティープロモーションの強化については、

先ほど来、いろんなアプローチの仕方がありま

すが、やはり動画だったり、最近ですとはやっ

ているのがユーチューブです。ユーチューブを

使ってやっぱり市をアピールするというのも、

一つの効果だと思います。そういうことを市で

もしっかりやっていくことが、魅力の一つの戦

略だと思うんですけれども、そのユーチューブ

はこれから使っていかれるのか。そして、いか

れるときは、やはり市の方々ではなかなか難し

いと思えば、しっかり民間に委託して、米沢あ

たりでは月２回ほど動画を配信しているとお聞
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きしていますけれども、そういった方を、民間

連携だったり、やはり市をアピールし、選ばれ

るまち新庄にするための一つの戦略だと思うん

ですけれども、そこら辺はいかがになっている

でしょうか。よろしくお願いします。 

下山准一議長 佐藤卓也議員、だんだん通告内容

から外れてきておりますので、お気をつけいた

だきたいと思います。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 細かく民間の活用まで答

えるべきかどうか分からないんですけれども、

今回、基本計画をつくっている中で、何度も申

しますようにデジタル化、あとシティープロモ

ーションということで情報の発信の強化という

ことで、現在ホームページにつきましてもスマ

ホに対応していないとか、また、ＳＮＳの活用

とかということを再三議会の中でもいただいて

おります。当然、その中の情報の出し方の一つ

として、やはり魅力ある動画というのは、先ほ

ど石橋さんの話も出ましたけれども、あるよう

な形がありますので、古く思えば山形ＣＭ大賞

というのが、一番最初に動画で地域をＰＲする

ということで私も出させてもらったことがある

んですけれども、そういった形で、動画で地域

の魅力をどんと出すと、そこが一気に分かると

いうことは、もう既に皆さん御承知かと思いま

す。そういったことも広報戦略の中では検討し

てまいりたいと思いますので、その際にはどう

ぞ御協力を、皆さん方からもよろしくお願いし

たいと思います。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

下山准一議長 佐藤卓也君。 

１６番（佐藤卓也議員） 議長からちょっと注意

されましたけれども、なぜこれを強く言うかと

いいますと、やはりこれからの観光戦略は、情

報をどのように使うか、どのように、要は私た

ちが使っていくかだと思います。使うためには、

やはり機械に強い方もいらっしゃるでしょうし、

ＩＣＴに強い方、今は写真ではなく動画が当た

り前でしょうし、こういうことをしっかりやっ

ていかなければ新庄市をアピールできないと思

っております。ですから、先ほど言ったように

シティープロモーション。これは、シティープ

ロモーションイコール観光戦略の一つだと私は

思っています。ですから、今までなかった観光

戦略がこれからできるのであれば、こういうこ

とを１個１個詰めていって、新庄市を知っても

らい、新庄市のよさをもっともっとアピールで

きるのがこの戦略ではないかと思っております。 

  先ほど来、キャンプだったり、インバウンド、

室の名前もそうなんですけれども、少しずつ変

わることによって、新庄市をもっとアピールし

たい。もっと分かってもらう。それを私たちが

発信することによって皆さんの考えが変わって

くると思っております。 

  やはり私たちが思っていても、新庄市民の方

がまだまだ知らない、要は自然のものだったり、

前回も質問しました山岳のことだったり、知ら

なければ皆さんがアピールできません。 

  ぜひともそういうことを踏まえまして、今回

一般質問させていただきましたので、ぜひとも

来年度に向けては、コロナに負けず、新庄市が

もっともっと発展できるように期待し、私の一

般質問を終わらせていただきます。 

  以上です。 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時２３分 休憩 

     午後２時３２分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

庄司里香議員の質問 
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下山准一議長 次に、庄司里香さん。 

   （８番庄司里香議員登壇） 

８ 番（庄司里香議員） 12月定例会一般質問、

本日最後５番目となります。議席番号８番起新

の会の庄司里香でございます。 

  発言通告書にのっとり、一般質問させていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

  大きい目次ということで、市民のくらしにつ

いてです。 

  １番目は、町名と番地についてでございます。 

  市内の町名や番地が、区域が広過ぎて分かり

づらいという声が、市民の方々からよく寄せら

れます。特に、五日町、十日町、松本、金沢な

どで言われております。 

  ちなみに、各町内で、番地としては何番地ぐ

らいまであるのでしょうか。 

  現在住まわれている方も戸惑うのでしょうか

ら、新しく本市に住まわれる方は、より大変か

と思われます。住所の異動の手続の際に、本市

の町名と番地、旧町名を記載した冊子を作成し

てお渡しすることはどうなのでしょうか。職場

や学校などの不便を解消する一つになると思い

ます。もちろん希望の方にもお渡しできるよう

に、市報などでもお知らせしていただけたらと

思っておりますが、この点について市のお考え

をお尋ねいたします。 

  ２点目になります。マイナンバーカードにつ

いてです。 

  マイナンバーカードの交付が進んでいないと

いうことがマスコミでも随分取り沙汰されてお

ります。山形県は全国でワースト３、県内での

本市の状況は、13市中10位、10月１日の時点で

14％とお聞きしております。決して高いとは言

えない状況です。 

  国でも、健康保険証や運転免許証との連動や、

マイナポイントの発行、交付など、取得へのメ

リットも感じてもらえるような政策を進めてお

りますが、本市での取組についてお尋ねいたし

ます。 

  大きい見出しの２番目です。子育て世帯の要

望についてでございます。 

  冬の遊び場ということで、コロナ禍で子育て

世帯の方々からよく言われることですが、冬の

遊び場が少ないと言われることが多いです。本

市は、12月から３月くらいまで積雪があり、ウ

インタースポーツを楽しむことができにくい幼

児から小学生低学年までは、わらすこ広場がご

ざいますが、それ以外の子供さんや、ウインタ

ースポーツが苦手な御両親やおじいさん、おば

あさんにとっては、子守も大変だというお話を

よくお聞きしております。 

  以前は商業施設で過ごす方もたくさんいらっ

しゃいましたが、現在では、コロナでの３密も

大変心配です。図書館や市民プラザにも行かれ

ているとはお聞きしますが、圧倒的に行くとこ

ろが限られているように思われますが、市では

動向調査をされているとお聞きしております。

どのように捉えていらっしゃるのか。また、対

策としてはどのようにお考えなのか。ぜひとも

お尋ねいたします。 

  ２番目になります。市民の森の利活用につい

てです。 

  現在、市民の森の年間利用者はどのくらいい

るんでしょうか。 

  先日、訪れてみました。大変整備されており

ました。昔、子供が小さかった頃や、芋煮会や

遠足でお世話になった記憶がございます。久し

ぶりに行って、やはりいいところだなと思いま

した。芝生公園や市民の森でのキャンプはでき

るのでしょうか。 

  また、市内のキャンプ場ができるところがあ

れば、お答えしていただきたいと思っておりま

す。 

  第３点目に、本市のイベントについてです。 



- 95 - 

  去る11月８日、第11回を迎える新庄そばまつ

りが開催されました。十分にコロナ対策をされ

ての開催で、何事もなく終わり、大変よかった

なと思っております。 

  会場の実施としては、市内から遠く、今回は

シャトルバスもないので、市内中心部で開催し

てほしかったという声も随分聞かれましたが、

この点についてはどのようにお考えでしょうか。 

  ２点目です。最上公園の観光についてです。 

  以前から何度か取り上げさせていただいてお

ります最上公園ですが、本年、新庄初代藩主の

戸沢政盛公の銅像が、ロータリークラブさんの

創立60周年記念事業ということで、御寄付され、

銅像が設置されました。先日は、雨よけ用の屋

根も取り付けられ、遠くから参拝に来られた

方々からも好評で、立派な銅像だとうれしく思

っております。 

  このような民間の方々のお心をいただきなが

ら、市内の観光地として末永く愛されておりま

す最上公園を、ぜひとも観光客を呼び込めるよ

うになってもらいたいと思うのですが、最上公

園エリアに来てくださる観光客は、年間どのく

らいいるのでしょうか。 

  また、観光客誘致としては、計画されている

事業はありますか。ＧｏＴｏトラベルを見据え

た、ＧｏＴｏトラベルも来年５月まで行われる

現在の予定だと聞いております、事業について

もあれば、併せてお尋ねいたします。 

  最後に３点目、歴史センター前の広場という

ことで、歴史センター前広場と、歴史センター

内壁についてです。 

  歴史センターと最上公園のお堀の間、公衆ト

イレ後ろの広場ですが、花見やカド焼きまつり

の頃に駐車場として利用されているほかは、ほ

とんど利用されている様子がございませんが、

今後、利用の予定はございますでしょうか。 

  広場内にあるあじさいステージは、今後どの

ように管理される予定でしょうか。現在は老朽

化が著しく、さびだらけで近づきづらい様相で

すが、歴史センターを訪れる方々から、屋根の

さびがひどく、見るに忍びないという声がござ

います。今後の方向性についてぜひともお尋ね

いたします。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、庄司議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、住所の町名と番地についてでござい

ますが、住所の表記については２通りの表し方

があります。 

  １つ目は、住居表示実施区域の住所で、町名、

街区符号、住居番号を使用して住所を表してい

ます。 

  ２つ目は、住居表示実施区域以外の五日町、

十日町などの住所で、土地の地番をそのまま使

用して住所を表しています。そのために、住所

だけでは場所を特定しにくいなど、不便もある

と認識しております。 

  市民課の業務でも、場所の確認には住宅地図

を使用しております。市民課の窓口におきまし

ては、住所異動届の処理に使用するために、地

番の索引簿を備えて、転入された方への案内や、

町内名などの問合せに対応しております。また、

希望があれば、必要な部分のコピーを差し上げ

ております。 

  今後とも市民ニーズを的確に捉え、対応して

まいりたいと考えております。 

  続きまして、マイナンバーカードの取得率を

向上させる取組についてでありますが、マイナ

ンバーカードの交付につきましては、令和２年

９月から始まりましたマイナンバーカードを使

用してのマイナポイントの申込みの実施や、令

和３年３月からのマイナンバーカードの健康保

険証としての利用開始が予定されていることか
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ら、マイナンバーカードの交付件数は増加して

おり、今後はさらに増加していくものと考えて

おります。 

  本市の取組といたしましては、ポスターやリ

ーフレットによる周知のほか、来庁者への取得

案内や、申請用の写真撮影などの申請サポート

を実施しております。また、マイナンバー制度

についての出前講座を実施しており、制度の概

要や取得のメリットについて説明し、希望する

方には申請用の写真撮影も行っております。 

  今年度は、市内企業、高齢者サロン、障害者

団体で出前講座を行っており、この講座をきっ

かけとしてマイナンバーカードを取得された方

もおります。 

  国民健康保険の被保険者である世帯に対して

は、確定申告に関する通知を送付する際に、マ

イナンバーカード取得に関する広報物を同封す

る予定であります。日中、市役所に受け取りに

来られない方には、夜間の延長窓口を実施する

など、円滑な交付に取り組むとともに、今後も

機会を捉えてマイナンバーカードについての周

知を図り、取得率向上に努めてまいります。 

  昨日、隣のスーパーに行きまして、私の使用

しているカードと連携させてマイナポイントを

しましたところ、国では5,000円ですが、そこ

の会社ではプラス2,000円ということで、7,000

円をつけていただきました。こういう情報を盛

んに宣伝しているんですが、何か一つ行動が面

倒くさいというようなことで、7,000円が要ら

ないのか、最低でも5,000円は入るということ

ですので、多くの市民の皆さんに周知してまい

りたいと考えておりますので、ぜひ議員の皆さ

んでも持っていない方がおりましたら、率先し

てマイナンバーカードをお取りいただいて、

5,000円をつけていただきたいと思います。

7,000円でも結構ですので、よろしくお願いい

たします。 

  次に、子供の冬場の遊び場についてでありま

すが、本市では第２期子ども・子育て支援事業

計画を作成するための基礎資料として、子育て

支援施設の利用状況や、今後の利用希望、子育

てに関する意識などを把握するため、平成30年

度に無作為に抽出した就学前児童の保護者、小

学生児童の保護者各800名を対象にニーズ調査

を行いました。 

  遊び場については、自由記載の中で、屋内・

屋外に子供たちが安心して伸び伸び遊べる施設

が欲しい、卓球やバスケットゴールなどがあり、

運動できる遊べる体育館が欲しいなどの御意見

をいただいております。運動の活発な小学校高

学年の子供の遊び場についての御要望が多いこ

とにつきましては、十分に認識しているところ

であります。 

  第５次新庄市総合計画の基本計画において、

子供の遊び場の充実を施策の一つとしておりま

すので、わらすこ広場をはじめ、市内の公園の

遊具の整備など、安心して利用できる遊び場の

充実を推進してまいります。 

  今年度、わらすこ広場において遊具を新しく

設置する予定でございますが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、設置の時期について

検討しているところでございます。設置する際

には、予防対策を行いながら利用していただけ

るよう周知してまいります。 

  本当に最近、子供たちの遊びに非常に変化が

ございますので、大人もどのようについていっ

ていいのか分からないというようなことで、大

人の遊び場が欲しいという声をよく聞きます。

子供たちが遊びたいかはまた別だと。子供の面

倒を見るのに、子供たちはバスケットをしたい

と言っていると、だから欲しいというような代

弁者になっていただいているので、しっかりと

耳を傾けていきたいと思っております。 

  次に、陣峰市民の森のキャンプ場としての利

活用についてですが、陣峰市民の森は、市民の

皆さんが自然の中で緑を通じて心の触れ合いを
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広める場としてつくられ、都市公園である東山

公園などと遊歩道である陣峰ラインで結ばれて

おり、散策やウオーキングに利用され、市民の

憩いの場となっております。 

  現時点でキャンプ場としての利活用について

の考えはございませんが、市民の森の利用拡大

とさらなる周知のため、訪れる方を分かりやす

く誘導できるように、やまがた緑環境税を活用

し、県産木材を使って陣峰市民の森の案内看板

を製作しております。今後も引き続き多くの

方々により一層利用していただけるよう、観光

や健康増進の観点を含め、情報の発信や活用方

法について取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

  以前は、田部井さんをお呼びいたしまして、

冬期間のトレッキングということでの活用はい

かがということで、全国からおいでいただいた

んですが、最後は、そこを利用するリーダーの

方々が指導者となるということが条件でありま

して、勝手に使うとか勝手にするということは

非常に、どのように活用したいのか分からない

と、誰かに教えていただきたいということが非

常に多いので、管理とそういう経営ということ

で非常に難しい状況も把握しているので、ぜひ

御理解いただきたいと思います。 

  次に、そばまつりでありますが、11月８日に、

新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら

規模を縮小して計画し、無事実施することがで

きました。１時間ごとの食数を制限し、合計

500食の予約券販売のみの案内で、広報活動も

最上地域に限定して行い、結果360人の利用が

あり、450食が提供されたところであります。

これは例年の４分の１に相当する数であります。 

  今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で

落ち込んでいる市内のそば店を応援する意味で、

割引券の発行も行いました。予約券500円の購

入で来場すれば、割引券200円を受け取り、市

内そば店でお得に使えるものとして企画しまし

た。今後、利用件数の結果を見て報告したいと

思います。 

  土地利用型作物の振興、特に水田からの転作

作物としてそば振興を行ってきました。そばま

つりを企画してから、年々作付面積が拡大し、

近年は単位当たりの収量も増加傾向にあり、東

北でも有数の産地として認識されています。 

  このような中、産地を物語る上で、そば店と

の連携は大事な関係であり、需要と供給相互の

発展のため、各種そば振興事業の展開を行って

まいります。 

  そば振興は、観光誘客ツールとしても大事な

アイテムであることから、全国のそば産地相互

の連携や、そば店のみに限らず、直売所や販売

店、市内の協力者を募りながら、小売商品の開

発やイベントなど、需要拡大の方策を展開し、

そば打ち後継者の育成なども含め、機運の醸成

を図ってまいりたいと考えております。 

  次に、最上公園をはじめとする新庄市内の史

跡、観光施設への観光誘客の誘致についてであ

りますが、新型コロナウイルス感染症により疲

弊した景気を下支えし、経済を再興させること

を目的とした経済政策であるＧｏＴｏキャンペ

ーンが国で行われております。 

  県では、県民泊まって元気キャンペーンを行

い、本市においても、今年８月に、市内宿泊施

設の消費喚起キャンペーンとして、宿泊者１人

当たり4,000円の宿泊費の補助を行い、その対

象者に対し、市内の対象店舗で使用できる

2,000円の割引、市内移動のためのタクシー料

金1,000円の割引の助成を行いました。 

  今後におきましても、市への誘客や市内商店

や企業への支援策として、観光面での経済支援

対策を主として検討しなければならないと考え

ております。 

  また、今年は、春から夏にかけて開催を予定

していましたカド焼きまつりや新庄まつりなど

のイベントが中止となってしまいましたが、秋
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以降の味覚まつりやそばまつりは、規模縮小な

どの感染防止対策を取り入れ、開催することが

できました。 

  今後の観光振興についてですが、第５次新庄

市総合計画の中で、観光振興の施策の10年後の

目指すべき状態として、地域資源の魅力が伝わ

り、観光交流が図られていることを目標として

掲げております。最上公園などの既存の観光資

源を生かし、新しい観光資源の掘り起こし、ま

た、交流人口の受入れにおいて様々なコンテン

ツを用意し、最上地域全体との連携をより図っ

ていく計画としております。 

  今年は中止となったイベントについても、令

和３年度には可能な限り例年どおりの形態に近

づけるように検討し、考えられるだけの感染防

止対策を取り入れながら開催する方向で、観光

客を呼び込めるよう努めてまいりたいと考えて

おります。 

  次に、あじさいステージでありますが、平成

元年に設置しており、現在、設置から30年以上

が経過している状況であります。議員おっしゃ

られるように、かなり老朽化が進んでおり、使

用する用途も限られているような状態で、壁面

の劣化や屋根のさびが目立つなど、公園の景観

を損なう要因にもなっていると認識していると

ころであります。 

  今後の方針といたしましては、当面は安全性

を確保しながら維持管理に努めたいと考えてお

りますが、景観を損なう要因になっている状況

や、最上公園自体の利活用の検討も始めており

ますので、それらを踏まえながら、解体も視野

に入れ、方向性を導き出したいと考えておりま

す。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。 

  再質問をさせていただきます。 

  町名と番地についてですけれども、窓口での

対応ということですが、希望者には、問合せに

応じた町名や住所が分かる書面の配布もされる

ということでしょうか。確かに個人情報保護の

観点からも、そういうことは大切だと思います

が、知らぬ土地より本市に移住される方の困り

事が少しでもなくなり、ママ友や御近所の方々

の話に入って、ストレスなく本市に溶け込んで

くださることで、市に対する愛着も湧くと思い

ますが、ぜひともこの点、どう考えていらっし

ゃるのかお聞きしたいです。 

荒田明子市民課長 議長、荒田明子。 

下山准一議長 市民課長荒田明子さん。 

荒田明子市民課長 番地と町名を記入した冊子の

提供につきましては、現在も希望があれば、窓

口で事務処理のために備えております地番の索

引簿の必要な部分のコピーを差し上げておりま

すので、その方法を今後も継続させていただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 単に窓口で対応と限ら

ず、一歩踏み込んだ形で、市民の方々の地元愛

を育む一行動として、ぜひとも何かあれば市役

所にと一声をかけてくださると大変ありがたい

です。ぜひともよろしくお願いいたします。 

  ２点目です。 

  マイナンバーカードについてなのですけれど

も、まずはどのような利点があるかということ

が一番大切だと思うんですけれども、今後の方

向性についてお伺いしたいのですけれども。 

  今、市長のお話の中の5,000円のポイント取

得のことについてなのですけれども、お手伝い

されるということは難しいのでしょうか。取得

できない方もいらっしゃると思うんです。もし

も、声をかけていただいて、そのときにお手伝

いしていただくという可能性があるかどうか、

お聞きしたいです。 
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渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 マイナンバーカードの普

及ということでは、特にマイナポイントにつき

ましては、やはりなかなか理解できない方もい

らっしゃるので、市のほうに週に本当に何人か

いらっしゃっています。私どものほうで端末を

備えておりまして、大体２人ぐらいいらっしゃ

るんですけれども、職員は昼休みもいとわず、

８時半から５時まで、来るたびに対応しており

ますので、その際にはできるだけ分かりやすい

言葉で丁寧に対応してお手伝いしておりますの

で、その辺も、どうぞ議員から御紹介いただけ

ればなと思います。よろしくお願いします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） そのように対応されて

いるということを初めて聞きました。申し訳あ

りません。ありがとうございます。今後はその

ようなお話を聞いたときには、市役所でやって

くれるから行ってみなというふうに、私自身も

広報させていただきます。 

  冬の遊び場についてなのですけれども、最近、

子供たちの遊びの中でボルダリングが流行して

いるそうです。 

  そこで調べてみますと、市内にも県内にも、

ほとんど公共の場所では、ありませんでした。

テレビ番組の「ＶＳ嵐」という番組があるんで

す。その中でやっているらしいです。二、三度

見ました。なるほどと思って見せていただいた

んですけれども。 

  県内では、スポーツジムの何か所かでやって

いるというお話も聞いております。そのような

遊具を、現在ある屋内施設に設置するというこ

とも考えてみてはどうでしょうか。もちろん安

全性は考えた上でということになりますが、お

考えをぜひともお聞きしたいです。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 子供の

遊び場についての御意見でございました。貴重

な御意見ありがとうございます。 

  先ほど市長答弁からありましたように、平成

30年度、子育て関連の質問事項といいますか、

そういったところで、自由記載の中で、249件

のいろいろな要望がございました中で、19.7％

の方から、屋内外の遊び場についての御要望を

いただいたところです。 

  屋内の遊び場につきましては、議員おっしゃ

ったように、例えば市の保有する既存の施設を

利活用できないか、そういったことが考えられ

るかと思いますので、屋内外含めまして、市全

体で検討していければと考えておるところです。

よろしくお願いいたします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。

前向きなお話をいただき、大変うれしいなと思

っております。 

  冬の運動不足解消もそうなのですけれども、

コロナ禍で外出の機会も少なくなっております。

子供たちも沈みがちです。ぜひとも遊具の更新

の機会を捉えて、新しい遊びの提案をされたり、

遊具のリニューアル時には、ぜひとも市報に取

り上げてもらったり、小学校や保育園、幼稚園

などで周知してもらうためのポスターやチラシ

配布などもぜひとも考えていただきたいと思い

ます。この点についてはどうでしょうか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 遊具の

更新の際ですけれども、このたびわらすこ広場
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で、今年度遊具を２種類購入することといたし

ております。この際には、今、コロナ禍の中で

ございますので、消毒の作業があったり、時間

帯で区切ったりといった使い方をしていただい

ている中ですので、そうしたことも考えながら、

例えばＳＮＳですとか、市報ですとか、ホーム

ページですとか、そういった様々なことを捉え

て広報していきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ぜひともよろしくお願

いします。 

  次の話になります。陣峰市民の森の利活用に

ついてです。 

  先ほど市長のお話の中でなるほどと思ったり

したのですけれども、デイキャンプとしての利

用にとどめるということでも、もちろんいいと

思います。確かに山手なので、鳥獣対策もある

かと思いますし、今ある施設の利活用は大変重

要だと思っておりますけれども、今後の計画が

あれば、ぜひとも教えてください。よろしくお

願いします。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 陣峰市民の森につきましての

今後の計画ということでございますけれども、

市長答弁にありましたように、散策やウオーキ

ングなどで利用していただくということを中心

といたしまして、最近では、泊まりのキャンプ

だけではなく、コロナ禍ということもあり、近

場の公園や広場で日帰りで、いわゆるピクニッ

クの感覚で利用、または、チェアリングといい

まして、椅子を持って読書をしたり弁当を食べ

たりするということがはやっていると伺ってお

ります。そういったピクニックやウオーキング、

ランニングなど、自然をお手軽に利用できる場

所があるという宣伝を行いまして、利用拡大を

図っていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。 

  まずは、道路幅が少し狭いのではないかなと

思ったんです。擦れ違うのがちょっと難しいと

いうところがありました。ぜひとも周知する市

民の方々への楽しみ方の提案などももちろんい

いのですけれども、看板を取り付けてくださる

ということはありがたいなと思ってお聞きした

のですけれども、機会を捉えてでいいので、少

し道幅を広げていただくか、擦れ違う場所をつ

くっていただいたら随分いいかなと思ったりし

ました。 

  興味を持ってくださる方も増えると思うんで

す。遊び方の提案など、次年度に向けて利活用

していく上での方向性をぜひともお聞きいたし

ます。 

  再度よろしくお願いします。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 安全性の確保という観点につ

きましては、早速検討に入らせていただきたい

と考えております。 

  また、皆様の御意見を頂戴いたしまして、よ

りよい利活用について検討してまいりたいと思

っております。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） どうもありがとうござ

います。検討していただけるということで、本

当によかったなと思っております。 

  イベントのそばまつりについてです。 

  新庄産の最上早生の周知と、市内そば店への

誘客という点では、成果をどのように感じてお

られますか。 
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三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 市長答弁にありましたように、

水田からの転作作物として、そばの振興を図っ

てまいりました。令和元年におきましては、約

400ヘクタール作付をしまして、単位当たりの

収量も増加傾向にあります。東北でも有数の産

地として認識されているところでございます。 

  今回は、新型コロナウイルス感染症の影響で

落ち込んでいる市内のそば店を応援する意味で

も、割引券の発行も行いました。12月６日まで

の御利用となっておりますので、機会を捉えま

して結果を報告させていただきたいと考えてお

ります。 

  これからも、需要と供給相互の発展のため、

そばの振興に力を入れてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。

イベントとしての周知は、本当にされていると

思います。 

  市内のそば屋さんを回るスタンプラリーや、

手打ちそばのよさを感じてもらうために、同時

開催のイベントなど、何か市内全域でそばのま

ちをアピールすることはいかがでしょうか。次

年度の12回そばまつりについて、今後の計画に

ついてもお考えをお聞きしたいと思います。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 イベントがなく寂しいといっ

た御意見もございましたし、おいしいそばを食

べて大変満足したという声もお聞きしました。

第11回そばまつりが、皆様の御協力をいただき

まして開催できましたことにつきまして、深く

感謝申し上げているところでございます。 

  議員から御意見をいただきましたスタンプラ

リー等のイベントでございますけれども、私ど

も、市長答弁にありましたように、全国のそば

産地相互の連携や、そば店のみに限らず、直売

所や販売店、市内の協力店と協力を募りながら、

小売店の販売やイベントなど、そばの事業拡大

の方策を展開してまいりたいと考えております

ので、御協力よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。

12回に向けてぜひとも頑張ってほしいと思って

おります。 

  最上公園のことについてです。 

  昨年、一般質問において最上公園について取

り上げさせていただいた後から、公園遊具の更

新やトイレの改築、参道入り口付近の案内看板

のリニューアルなど、少しずつですが手を入れ

てこられて、大変よかったなと思っております。

大変喜ばしいことだと思って、また、利用され

ている方々からも、よくなってきているという

声もよく聞かれております。市民の方々から愛

される最上公園であると、改めて思っておりま

す。 

  ぜひとも今後の計画があれば、教えてくださ

い。よろしくお願いします。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 最上公園の整備につきま

してお言葉をいただきまして、大変ありがとう

ございます。 

  広く御利用いただいております最上公園でご

ざいますが、先ほど来のあじさいステージも含

めまして、今後の最上公園を含めた公園の利活

用、あと、維持管理の方法などにつきまして、

いろいろと皆様からの御意見をいただきながら、

民間の活用なども含めまして、より使いやすい

公園、あと魅力のある公園づくりに向けて検討
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をしていきたいと考えておりますので、御協力

をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） いろいろ改善されてき

て、市民の方からもよくなってきたというお話

をお聞きするだけで、うれしいなと思っている

次第でございます。今後ともよろしくお願いい

たします。 

  歴史センター前の広場についてです。 

  市長からのお話だと、解体の方向で最終的に

は考えていらっしゃるようにお聞きしたのです

けれども、解体後の利用については、何かお考

えがございますか。お聞かせください。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 歴史センター前の広場の

活用方法ということでの御質問でございます。 

  今現在も、近隣の文化施設の駐車場としても

活用されていることもございます。そちらも加

味しながら、先ほど申しましたように、今後の

公園の魅力づくりなどを含めまして、御意見い

ただきながら、その活用方法を様々な形で検討

を進めていきたいと思っております。 

  また、先進事例といたしまして国でも推し進

めておりますＰａｒｋ－ＰＦＩなどということ

で、公園の管理に民間の力を活用するという方

法もいろいろとされているところではございま

すので、その可能性についても検討を進めてい

きたいと考えているところです。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） あじさいステージもす

ぐに解体ということではないように感じました

けれども、今の状態ではなく、少し対策してい

ただけるということでよろしいのでしょうか。

再度お聞きいたします。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 先ほど市長答弁にもござ

いましたが、公園自体の利活用の向上と併せま

して、現在の景観を損なう要因となっていると

ころも踏まえて、解体も視野に入れながら検討

を進めていきたいと思います。なるべく早めの

対応策を考えていきたいと思っているところで

ございます。 

  よろしくお願いいたします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 前向きな回答をありが

とうございます。 

  解体後のことについては、まだお考えにはな

られていないという感じのお話の内容だったよ

うに思いますけれども、一つ提案したいなと思

っていることがありますので、お聞きしていた

だけるとありがたいです。 

  歴史センター内のカフェの一部として、オー

プンデッキの屋外カフェテリアとして使用する

ことはどうでしょうか。全面でなくても、歴史

センター脇の一部をオープンデッキにしてとい

うことなのです。隣の公園の利用者様にお聞き

しましたところ、歴史センター内に入ってお茶

をしたことはないけれども、中に入るだけでお

金がかかるのではないかという話が随分ありま

す。屋外のカフェがあったら利用してみたいと

いう声も随分いただいております。直営ではな

いので委託業者様との話合いは必要かと思いま

すが、考える余地があるのかと、ぜひとも検討

してみていただきたいと思いますので、考慮の

余地があるかどうかお尋ねいたします。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 屋外のカフェに活用とい

うことで、利用形態の御提案をいただきまして
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ありがとうございます。 

  先ほど申し上げましたように、公園の利便性、

魅力の向上という面からいいますと、近隣で子

供連れのお母さん方などが利用されている姿も

多く見かけますので、近くにカフェなどがあれ

ば喜ばれる施設になるのかなということも考え

られるところかと思っております。 

  先ほど申しましたＰａｒｋ－ＰＦＩなどの手

法におきましても、そのような利用の方法など

提案をされまして実施されているところもござ

いますので、御提案いただいたことは検討の一

つとして考えていきたいということで考えてお

ります。 

  以上です。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 前向きなお話ありがと

うございます。ぜひとも検討していただけると

ありがたいです。 

  ちょっと話題が、ちょっと質問の内容から離

れてしまうんですけれども、先日、戸沢家の墓

所、通称御霊屋で屋根ふきがありまして、その

後お見かけしましたら、とてもすてきに屋根が

ふき替えられておりました。立派になったなと、

シートで覆われていた頃とは比較にならないぐ

らいの神々しい姿でした。職人の方のすばらし

きたくみの技を、感心して見せていただきまし

た。お参りさせていただきました。 

  平成17年に経済同友会の大賞となった記念碑

もありました。本市にも、たくさんのすばらし

い名所や旧跡がございます。ぜひとも次世代に

守り継いでいただきたいと思っております。 

  ぜひともこの点について、市長からお考えを

お聞きしたいです。 

下山准一議長 発言通告にありませんので、答弁

はできません。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） では、最後になります。 

  市内の観光スポットやイベントについて質問

させていただきました。このコロナ禍で、遠出

してというよりも、身近な場所を訪れての小旅

行や日帰り旅行、日々の散歩などが注目されて

おります。市内のスポットを再発見してもらう

よい機会と思ったりもいたしますし、そのよう

な機会ではないかなと思っております。ぜひと

も交流人口や関係人口を増やして、新庄市を起

点とした旅に来てくださる方々にリピーターと

なってもらいたいと、心から願っております。

今ある施設やイベントを、時流を捉えたものに

改良しつつ、長く使い続けていただきたいと思

っております。 

  以上で、私の一般質問は終わりです。対応し

てくださいました市長及び担当の方々、誠にあ

りがとうございました。 

  以上です。 

 

 

散      会 

 

 

下山准一議長 以上で本日の日程は終了いたしま

した。 

  明日８日午前10時より本会議を開きますので

御参集願います。 

  本日は、以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後３時１２分 散会 
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令和２年１２月定例会会議録（第３号） 

 

 

令和２年１２月８日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ３番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ６番   押  切  明  弘  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   庄  司  里  香  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 

 １０番   山  科  正  仁  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長     
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局  
主 幹 金 谷 佳 代 
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選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会  

事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会   
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第３号） 

令和２年１２月８日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 押 切 明 弘  議員 

２番 叶 内 恵 子  議員 

３番 佐 藤 文 一  議員 

４番 佐 藤 悦 子  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第３号）に同じ 
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令和２年１２月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 押 切 明 弘 

１．消防団組織のあり方について 

２．大型公共施設の移転に伴う、跡地利用と街づくりにつ

いて 

市 長 

２ 叶 内 恵 子 
１．農林環境の保全について 

２．将来に残すべき宝としての「新庄の自然」について 
市 長 

３ 佐 藤 文 一 

１．新型コロナウイルス感染症第３波への対策について 

２．令和３年度「新庄まつり」新庄市の考え方について 

３．新庄市内保育施設の今後について 

市 長 

４ 佐 藤 悦 子 

１．新型コロナウイルス感染拡大第３波にどう歯止めをか

けるかについて 

２．北辰小を北辰地域交流センターとして転用し、活用に

ついて 

３．新型コロナ対策と財源確保について 

４．入札制度について 

市 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

下山准一議長 日程第１一般質問。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

  本日の質問者は４名です。 

 

 

押切明弘議員の質問 

 

 

下山准一議長 最初に、押切明弘君。 

   （６番押切明弘議員登壇） 

６ 番（押切明弘議員） マスク、取らせてもら

っていいですか。 

  改めておはようございます。議席番号６番、

絆の会、押切明弘でございます。 

  このたびは一問一答方式ということで質問さ

せていただきます。 

  最初に、消防団組織の在り方について質問さ

せていただきます。 

  近年の豪雨災害、数十年に一度と言われる災

害が近年は毎年のように起こるようになりまし

た。 

下山准一議長 押切議員、マイク。 

６ 番（押切明弘議員） すみません。 

  このような事態においては、地域地区の安

全・安心、人命、財産を守るべく、日夜、献身

的に活動されている消防団員の皆様の御苦労と

努力に対しては心より敬意を表すものでありま

す。私も、微力ながら消防団員として数十年経

験した者としては、よく理解しておるものでご

ざいます。 

  新庄市の消防団条例では、「当該消防団の区

域内に居住する年齢満18歳以上の身体強壮にし

て志操堅固、旺盛なる志気を有する者で、団員

に適当であると認められる者」とあります。ま

た、定員についても「1,194人とする」とあり

ます。 

  しかし、現在、分団の数は定数を満たしてい

るようですが、総団員数に目を向けますと、先

ほど言った定員1,194人に対して現在1,135人と、

59人ほど不足していることになります。という

ことは、定数を満たしている班もあれば、満た

さない班もあるということになると思います。 

  このような定員割れの状態では、災害時、い

ざというときの指揮系統がうまく伝わらず、救

助活動や消火活動に支障が出るのではないでし

ょうか。心配しているところであります。 

  よって、この際、分団の数、班の数の見直し

を図って、適正な団員の配置など、消防団組織

の改編を考えてはどうでしょうか。市長の考え

方を伺います。 

  よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、押切市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  消防団組織の在り方についての御質問であり

ますが、消防団は消防組織法及び新庄市消防団

条例に基づき、先ほどおっしゃったように設置

しております。予測できない災害等から地域を

守るための組織であります。火災、水害等の災

害時においては、消防団長の指揮の下、団員が
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直ちに出動できる体制を保ち、最上広域消防本

部及び本市と連携体制を整えております。 

  消防団の指揮命令系統につきましては、消防

団長指揮の下、分団長、部長、班長を先頭に指

揮命令も含め、礼式訓練等を実施し、それぞれ

の地域に属する地域の防災訓練を行うなど、地

域と連携して防災力の強化に努めているところ

であります。 

  本市の消防団組織につきましては、新庄市消

防団条例で17分団35部95班、定員1,194名と定

めており、その体制は地域に密着したものと認

識しております。 

  令和２年４月１日現在の消防団員数につきま

しては、団長１名、副団長２名、分団長17名、

団員1,115名、合計1,135名となっており、これ

までの実数と比較しますと、平成30年度1,149

名、令和元年度1,145名と推移し、減少傾向に

あります。 

  このことにつきましては、団員の高齢化や班

員の欠員などが課題にあると捉えており、環境

課事務局、各分団において団員の確保に努める

とともに、男性団員のみならず女性の視点で防

災への活躍も期待されることから、女性消防隊

22名を編成し、火災予防や地域の防災に関する

活動など、体制の強化を行っております。 

  また、消防団員が活動しやすい環境を整備す

るため、消防団協力事業所の認定制度を設けて

おります。これは、事業所等の消防団活動への

協力が社会貢献として広く認められるとともに、

事業所の協力を通じて地域防災体制をより一層

充実させることを目的としているものでありま

す。 

  このような体制をより充実することで、消防

団への入団促進につながるものと考えており、

団員の確保に努めてまいりますが、人口減少社

会における消防団員の欠員や班体制の在り方に

ついては今後の課題として捉え、関係機関と連

携し御意見もいただきながら考えてまいりたい

と思います。 

  私も消防団と出会いまして、非常に各地域に

おいて苦労しているということをまざまざと見

させていただきました。各地域から班の統合と

いうようなことも直接投げかけられたことがあ

ります。それはその地域に集落としての課題と

して捉えられていると。それはその地域におけ

る人口減少において、消防団を維持するための

お金が非常に厳しくなってきていると。過去の

先輩たちは町内会から相当の補助金を頂き活動

していたという実態。なぜ自分たちの周りが少

なくなってきて、それぞれ１軒の負担金が非常

に高くなってきているということで統合をとい

うふうなことがございました。 

  これに対して何らかの手を打っていかなけれ

ばいけないということで、それまでは資機材の

うちの小型動力ポンプにつきまして町内会が１

割負担と、新庄市のほうで９割ということで、

１割の負担を地元に求めていた経過がございま

す。やはりこれは百数十万円する消防ポンプを

そろえるということの１割としますと、やっぱ

り10万円から15万円前後のお金が20年に一遍と

はいいながら、町内会にとっては大変大きな負

担であるというようなことから、今は数年前よ

り年間５台ずつ新庄市が買ってそれを貸与する

と。100％新庄市が貸与するというふうな。ま

た、ホース等につきましても、隔年ぐらいにお

きましてホースを貸与していくと。 

  また、団員に当たりましては、訓練服の貸与

をする。また、冬期間あるいは雨のときのため

のかっぱ等についても貸与する。それから、靴

についても、それは一気に市としてもできませ

んので、３年間をめどに３つに分けながら団員

への普及をしてきたところであります。 

  議員おっしゃるとおり、本当、人口減少社会

においてそうした様々な問題があるとは認識し

ております。市としてできることもやっていく

つもりではありますが、この減少社会を急激に
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取り戻すということはできないというふうにも

認識しておりまして、先ほど申し上げたとおり、

消防団員の欠員や班体制の在り方については、

今後課題として関係機関と連携して御意見もい

ただきながら進めてまいりたいと思いますとい

うふうに、壇上からの答弁とさせていただきま

す。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） では、再質問をさせて

いただきますけれども、新庄市消防団条例、こ

れはいつ新庄市がつくられたものかなと思って

います。お聞きします。 

山科雅寛環境課長 議長、山科雅寛。 

下山准一議長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 消防団条例がいつつくられた

かという御質問でございます。 

  新庄市消防団条例は、消防組織法の規定に基

づきまして昭和39年に施行したもので、その後、

条例改正を行いながら平成28年に施行したもの

が現在の条例となっております。 

  その中で、消防団定員につきましては平成19

年に一部改正を行い、現在の定数としていると

ころでございます。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） ちょっと、ではもう一

度確認させてください。 

  昭和39年につくられたということであります

けれども、昭和39年というと大分前ですけれど

も、新庄市の人口も４万数千人ぐらいはいた時

代かなと思っておりますけれども、その当時定

めた定員が1,194人ということでよろしいんで

すか。 

山科雅寛環境課長 議長、山科雅寛。 

下山准一議長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 1,194人の定数でございます

が、これは平成19年に改正してございまして、

そのときに定めた定数となってございます。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） 分かりました。平成19

年ということは分かりました。 

  今現在、差引き59人、約60人ぐらい定員割れ

となっておりますけれども、この原因ですね。

具体的にどのような原因で定員割れ60人になっ

ているのかなということと、定員になっている

わけですから、定員を満たすためにどのような

方策というか、積極的な勧誘をされているのか

なと改めてお聞きします。 

山科雅寛環境課長 議長、山科雅寛。 

下山准一議長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 定員割れになっております原

因ということと、あとどんな勧誘をされている

かという御質問でございます。 

  団員の定数割れにつきましては、それぞれ分

団の地域によって事情は異なるのかなとは考え

てございます。一般的に人口や産業形態が変わ

ってきたということで、就労状況も変わってい

ると。サラリーマンが増えている。そういった

ことで日中なかなかいない、夜も忙しいという

ことも一つの原因かなと考えております。 

  また、地域外にお勤めに行っていらっしゃる、

そういった方も多くいらっしゃると思ってござ

います。昼間人口など、そういったことで人口

減少も伴いましてそういったことが原因となっ

ているのではないかということで考えてはござ

います。 

下山准一議長 勧誘の状況。（「もう一つ」の声あ

り） 

山科雅寛環境課長 積極的な勧誘についてですが、

こちらに関しましては基本的には消防団員の確

保については、消防団の幹部を中心としまして、

団長、副団長、分団長、部長、班長とおります

が、そういった方々を中心として主体となって

団員の確保をしていただいているところではご
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ざいますが、環境課におきましても市民に広く

消防団活動に興味を持っていただけるようにラ

ッパ隊の編成による活動や、女性の視点を防災

活動に生かすための女性消防隊員の組織化、ま

た、消防団の処遇改善、先ほど市長からもあり

ましたとおり資機材等、そういった必要な機材

等の確保、そういったことで消防体制を充実す

ることによりまして団員の確保に努めてまいっ

たところでございます。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） では、最後になります

けれども、新庄市の今の人口から見て、団員数

の数、人数、これは適正だと思っていらっしゃ

いますか。 

山科雅寛環境課長 議長、山科雅寛。 

下山准一議長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 消防団員の人数が適正である

かどうかという御質問でございます。なかなか

難しい御質問かなということで捉えているとこ

ろでございます。 

  現在の消防団員の人数につきましては、消防

団の組織における各分団、各部等における必要

数に応じた積み上げ数としているところではご

ざいますが、当市におきましては面積が広く、

居住地も広く点在しているという特徴もあるの

かなと考えております。それで、古くから地域

の防災力の中核としまして、各地域において多

くの消防団員が活躍していただいているところ

でございますが、消防団につきましては、ただ

その防災活動のみならず、その地域におけるコ

ミュニティーの形成ということでその地区にお

ける活性化にもつながっているのかなというこ

とでも考えてございます。 

  議員御指摘のとおり、班において不足してい

る地域もございます。そういったところの消防

の防災、そういった観点で心配ないのかという

御質問でございましたが、その点につきまして

は各分団単位でそれぞれ補完しながら、また、

分団を超えて補完しながら地域の防災というこ

とを考えて活動しているところでございます。 

  団員の適正数につきましては、先ほど申した

とおり、地域の事情によってそれぞれ違いがあ

ると思いますので、今後も団員の確保と併せま

して今後の社会情勢の変化や地域の問題点を把

握した上、また、人口減少を考慮して今後その

在り方について検討してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） 市当局の考え方はよく

分かりました。 

  ただ、中には、先ほど市長答弁にもあったと

思いますけれども、やっぱり人が集まらないと。

人がいないのに班だけ多いと。やっぱり指揮系

統がうまく伝わらないとか、やっぱり仕事の関

係でなかなか集まれないとなったときに、一班

が11人ですか、11人だとすると四、五人も集ま

らないような、結局そんな状態になっている地

区もあると聞いていますので、私はこの際やっ

ぱり思い切って改編、即できなくてもその方向

で検討する時期に来ているのかなというふうに

感じているところです。 

  その辺、もう少しどういうお考えかお聞きし

ます。 

山科雅寛環境課長 議長、山科雅寛。 

下山准一議長 環境課長山科雅寛君。 

山科雅寛環境課長 地域におきまして消防団の活

動というのは大変心強いものだと考えておりま

す。今回、災害があった本合海におきましても、

水害の際、消防団の活動が大変効果的でありま

して、被害を大変食い止めていただいたという

部分がございます。そういったときにはマンパ

ワーというのはすごく大切なんだなと改めて感

じたところでもございます。 

  ただ、やはり議員が御指摘されたとおり、人
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口減少におきましてそれぞれの班において団員

の確保が難しいということは認識してございま

す。ですので、今の社会情勢を踏まえた上でど

ういった消防団体制ができるのかというところ

を消防団、また、関係機関、御意見を聞いてい

きながら消防団の在り方について検討してまい

りたいと思います。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） では、私も地元に戻っ

て膝を交えて今の現役の消防団員とお話をさせ

てもらって、また御意見を言わせてもらいたい

なと思います。以上です。 

  次、第２番目の質問をさせていただきます。 

  ２番目は、大型公共施設の移転に伴う跡地利

用とまちづくりについてということで質問させ

ていただきます。 

  新庄最上地区の中学校の卒業生の推移を見ま

すと、令和２年から令和15年の約13年間で280

人マイナスということが見込まれております。

この現状を踏まえて、県教育委員会は最上地区

の県立高校の再編整備計画の地域説明会を開催

しております。これは、新庄北、新庄南を７年

後、2027年度に統合し、設置場所は現在の新庄

北にするという内容でございました。すなわち、

現在の新庄南高敷地が空くことになります。 

  私の地元である山屋小学校においても、市教

育委員会は新庄小と統合した経緯を目の当たり

にしておりますので、このたびの県教育委員会

の再編計画には一定の理解はしているつもりで

ございます。山屋の場合、幸い跡地利用として

セミナーハウスということで利活用していただ

いておりますので、地元としては空き地になら

ずに済んだということで非常に喜んでいるとこ

ろでございます。 

  また、一方、県が令和５年４月に開学を目指

し当市に設置する東北で初となる農林業の担い

手を育てる専門職大学の名称が「東北農林専門

職大学」に決まりました。この大学は県内だけ

ではなく、東北、日本各地から農業の将来を担

う若者がここ新庄に集まり、学ぶことになるこ

とになります。この学生たちを応援するために

も、学生用の住居や通学しやすい環境を整えな

ければならないと私は思っております。これは

学生だけではなく、若者やお年寄りが集い、空

き地や空き家も活用され、にぎわいに満ちた住

みやすい新庄にするために今後のまちづくりに

ついて真剣に考えなければならないなと思って

いるところでございます。そういう意味でも、

この専門職大学については大いに歓迎している

ところでございます。 

  ただ、一方、また、御存じのように新庄工業

高校跡地や、現在、移転工事が進んでいる県立

新庄病院、また、新庄警察署のほか、広域消防

署も移転すると聞いております。これらが空き

地になった場合、景観上これは非常に好ましく

ない状態になると思い、非常に心配していると

ころでございます。 

  このような大型公共施設の移転に伴う跡地に

ついて、市はどのように現状を把握し、今後、

市のまちづくりにどのように関係機関と協議を

進めていくのかをお伺いしたいと思います。 

  よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 大型公共施設移転に伴う跡地利用

のまちづくり、前回の議会でも答弁させていた

だいたところでありますが、県教育委員会から

県立高校の再編として、2026年に新庄北高と新

庄南高統合の上、現在の北高に設置し、2027年

には定時制として新庄南高の一部を活用、それ

以外は取り壊すことが、最上地区の県立高校再

編整備計画の第２次計画案で示されました。 

  この高校再編について、10月、県の教育次長

と担当者が説明に来庁された際、まちづくりの

整合性を図っていきたいとの話をいただいたと
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ころです。 

  また、旧新庄工業高校の跡地も現状、利活用

されておらず、現在、県立新庄病院、新庄警察

署も既に移転工事が始まっており、このほか、

先ほど意見がありましたが、広域消防本部も移

転の検討を始めているところであります。 

  さらに、小中一貫校の統合後の学校跡地を入

れますと、今後５年から７年間の間で８か所ほ

ど跡地が発生することになります。 

  現段階では跡地利用の具体的な計画はありま

せんが、今後これらの跡地利用につきましては、

新庄市都市計画マスタープランとの整合性を図

りながら関係機関にもかけ、市民の意向などを

踏まえながら跡地等の遊休資産を、点在する空

き家、空き地も活用したまちづくりを進めてま

いりたいと考えております。 

  また、一方で新庄南高の同窓会のほうでは、

県と県の教育委員会に学校の建て替えは北高で

はなく新庄南高へという要望を出すというお話

も聞いているところです。そうした様々な要望

活動がこれから起きてきてもいいのかなという

ふうに思っているところであります。 

  専門職大学の学生へのというようなこともあ

りますが、一部では今、都市整備課と県との協

議の中で市内の建物をリノベーションしながら

シェアハウス的なことができないかというよう

な話合いを現在進めているところです。その初

期段階においてどういうふうな学生の活動にな

るのかというようなことがまだ見えていないと

いうことで、宅建協会の皆さんとも十二分に相

談しながら、今後の市の取組についても考える

ようにというふうな指示はしているところであ

りますけれども、新しい学生の動きが見えてく

ると、それに合わせてその業界の皆さんも当然

こういうふうな施設あるいは住居が欲しいんだ

という、そういう要望が分かるといいのかなと

思いますが、今までこうしたケースが新庄市内

にはなかったので、どのような利活用をするか

ということは今ちょっとちゅうちょしていると

いうふうに私は捉えているところであります。 

  そんな動きも含めながら、公共用地が空いて

くるということ、景観上のこともありましたが、

確かに今後のまちづくりにとって大変なものだ

と。必要であれば当然、市で購入し、民間に払

下げするというような場合、当然その目的に沿

った形での利活用というような条件がつくわけ

でありますけれども、都市マスタープランの中

における居住区域あるいは５つの中学校単位で

の計画というようなことにも照らし合わせなが

ら有効に活用していくというのが趣旨でありま

すので、ぜひ御理解いただきたいというふうに

思います。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） では、再質問をさせて

いただきますけれども、そうですね、大変大き

な敷地がここ向こう数年じゃないです、もうち

ょっと先ですね。五、六年から10年以内にもう

七、八か所とか、空いてくる。これも相当の面

積があるので、私もこれを全部、今からすぱす

ぱと利用計画をつくりましょうよと言っても、

これは非常に難しいなというところは重々認識

はしている上で質問させてもらいますけれども、

まず１つ、旧工業高校跡地、今は跡地になって

いますけれども、これはもう統合して何年にな

るか、ちょっと私、正確には分かりませんが、

現状、原野に近いような形になっていますけれ

ども、このような状態を見てどのような感想を

持っているか、ちょっとお伺いします。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 工業高校の跡地が現況、

確かに利活用されていないということでどのよ

うな感想を持っているかということであれば、

やはり何らかの形で活用していただきたいなと

は思っております。 
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  ちょっとかつて太陽光発電が非常に導入され

た当初の頃、私は企業誘致をやったりして、そ

ういうこともできないのかなとか、いろいろな

ことを考えて、そこの利活用についてもいろい

ろなことが、これから時代が変わって再生可能

エネルギーとなるときにないかななんて思いな

がら、そういったこともなかなか実現しなかっ

たなということがあります。 

  今後高校の再編に合わせていろいろ県の教育

委員会と話をする場が増えてくると思いますの

で、その際におきましても工業高校の跡地のこ

とも含めて何か御意見等を交わせればなという

ような形で、今は感想ということですのでその

ようなことでお答えさせていただきたいと思い

ます。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） 私もたまに工業高校跡

地、あの辺を車で通るときがあるんですけれど

も、やっぱり愕然とするわけです。幾ら県有地

とはいえ、あのような広大な土地が原野状態に

なっていると。今現在ちょっと残土置場という

か、ちょっと手前のほうは使われているみたい

ですけれども、あれも当然時期が来れば更地に

なって、あとはもう草ぼうぼうと。ちょっと郊

外なものだから、ふだん目につかないからまだ

いいですよ。これが例えば町なかとか、13号線

バイパス沿線だとか、本当に人の目につくよう

な場所であったら、これは県のみならず新庄市、

何やっているんだというような意見が出るんじ

ゃないかなと思っているところです。 

  次に、冒頭言ったとおり、新庄北と新庄南の

統合によって、南高の跡地利用については、私

の知る限りでは今ある北高の定時制、これは夜

間部ですけれども、これを昼間、昼間部に持っ

てきて南高の敷地の一部を使いたいんだと。使

うということでしょうね。 

  ただ、私が心配というか、しているのは、あ

れだけの広大な土地を夜間部だけで使い切れな

いんじゃないかなと思っているんですよ。それ

は残りの土地といいますか、南高の跡地利用、

将来の跡地利用についても市はどういうふうに

検討、協議していくのか、ちょっとお伺いしま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 前回の議会でも答弁しましたが、

あまりにもちょっと踏み込んだ答弁をし過ぎた

なと思って反省しているところであります。 

  県の土地でありますので、とやかく言えない

と。ただし、新庄市の都市計画において協力で

きるものは協力したいというようなお話をいた

だいているところです。欲しい、欲しいと言え

ば値段が高くなっていきますし、要らないと言

われれば譲っていただけるというようなことも

ありますので、物は考えようでありまして、８

つ空いてくれば、いずれ20年後など、この市役

所の建て替えの有力な用地であるとか、そうい

うことも出てくるかもしれないと。というのは

全然考えていないですよ。全然考えていないで

すけれども、そういうようなことも市民の皆さ

んはいろいろ提案していただいておりますので、

今後、皆様方とやっぱりお話合いをしながら適

切な管理と在り方について議論していくしかな

いのかなというふうに思っているところです。 

  本当に広域の消防本部、あそこの建て替えで

も結構だったんですけれども、やっぱり川が隣

にあるということで、升形川、今の災害のハザ

ードマップの真ん中であるということで、これ

は市民、郡内の命を守らなければいけないとい

うことでの移転を急がなければいけないという

理由になっておりました。そういう急にせっぱ

詰まった状態が来たときには、皆さんとまたお

話合いをする機会があるんではないかなと思っ

ております。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 
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下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） 今の市長答弁で少し前

回の話が突っ込んだ発言になったということを

今いただきましたけれども、前回、全員協議会

でしたか、新庄小・中の統合校を南高にという

ようなこともあったものですから、やっぱり具

体的に将来５年後、10年後を見据えた土地の利

用の仕方が着々と進んでいるのかなと思いまし

たけれども、今少し訂正に近いような言葉が出

たので、一歩逆に後退してしまったのかなとい

うような感想を持ちました。 

  あと、大きいのは移転工事が進んでいる、こ

れが目に見えますね。県立新庄病院と警察署跡

地、この２点、これはもう数年後には移転する

わけで、その辺、この２点ですね、特に。市と

して何らかの利用をするような協議、検討をや

られているものか、改めてお聞きします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 特に協議はいたしておりません。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） していないと言うんで

あれば、まだしていないということだと思いま

すけれども、先月11月21日付です。これは山形

新聞の記事、ちょっと目にしたものですから、

はしょってちょっと読ませていただきますけれ

ども、「旧酒田商業高校跡地、商業地に」、酒田

市都市計画審査会が用途変更を承認したとあり

ました。内容を少し読ませてもらいますが、旧

酒田商業高校跡地について、民間による商業施

設などの整備を進める方針を明らかにしたと。

近くにある山居倉庫などと連携し、交流人口の

拡大を図る。跡地周辺を住居地域から商業地域

に用途変更する都市計画が同日、酒田市の都市

計画審議会で承認されたという記事でございま

す。 

  こういった記事を見ますと、私の感想として

は、10年後、20年後を見据えたまちづくりが酒

田市では着々と進んでいるんだなと率直な感想

を持ったわけです。この記事、読まれた方がい

らっしゃるか分かりませんが、都市整備課長に

お聞きしますが、この記事を見てどういった感

想、難しいですか。いや、私は羨ましいんです

よ。一言でいいです。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

下山准一議長 都市整備課長長沢祐二君。 

長沢祐二都市整備課長 酒田市の事例についての

感想というふうなことで求められているところ

でございますが、まちづくりの一つとしてその

跡地利用の方向性について考えて、それに沿っ

た形で動いていくというふうなことも考えられ

るかと思います。そのような形でこれからの新

庄市の都市計画を見据えた形で、これから空い

てくるであろうその跡地活用について、所有者

のほうとの協議を進めながら、市の方向性に沿

った利活用の方向などを検討できればいいのか

なというふうなことでの感想を持っております。 

  以上です。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） やっぱり当然、今の段

階ではそのような感想までしか言えないのかな

とは思ってはおりますけれども、この記事、私

がちょっと注目したのは、2012年に酒田商業高

校が閉校していると。その直後、酒田市がその

土地を取得しているという内容なんですね。 

  新庄の南高、北高の統合計画でも７年ぐらい

かかるような予定ですので、それから七、八年

をかけて、今回、用途変更をして整備するとい

うことになれば、トータルで考えると十四、五

年前からもう酒田市は統合するんだと、その跡

地が空くんだというのを認識していることにな

ると思うんですよ。 

  要するに何を言いたいかというと、もう十四、

五年前からそういった広大な公共施設の跡地利
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用を考えていたと。そういった10年後、20年後

を見据えた、南高跡地もそうでしょうし、警察

署跡地もそうでしょうし、県立病院跡地もそう

でしょうし、大型公共施設の跡地利用、これ、

考えられないでしょうかというのを改めてもう

一度お聞きします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 土地の問題を将来確約するという

のは非常に難しいというふうに私は判断してお

ります。 

  例えば外国なんかに行きますと、50年ほっぽ

り投げている土地があるんですね。何するんだ

と言ったら、何にもしないと。将来の人が使え

ばいいんだと、将来の人が決めればいいんだと

いうような話があって、自分たちが全てを決め

てしまって将来に枠組みをはめてしまうという

こともよくないと。なるほどなというようなこ

とでした。 

  地域にあって、それぞれその目の前に課題が

あったときにその課題をどう乗り越えるかとい

ったときに、そのところに土地があったという

ようなこともあるかと思います。土地をどうの

こうのという形で将来に当てはめてしまうとい

うことも大変危険だというふうに思っておりま

す。地域の実情、都市計画との整合性、それこ

そ利活用については、今後、議員の皆さんとの

議論を重ねながらよりよい方向にしていかなけ

ればならないというふうに思っているところで

す。 

６ 番（押切明弘議員） 議長、押切明弘。 

下山准一議長 押切明弘君。 

６ 番（押切明弘議員） なかなか私の感覚では、

要するに心配なのは、さっきも言ったとおり、

何十年もほっぽらかしてもう原野化になってし

まって、景観上、非常に好ましくないと。だか

ら、何回も言うとおり、県立病院だとか警察署

跡地なんていうのは町の真ん真ん中にあるわけ

です。そういったところを何十年もほっぽらか

すようなことじゃなくて、やっぱり今から計画

を練っていかないと、この人口減少社会、誰も

使えなくなるような、使ってくださいと言われ

ても、いや、もう要らないわというような時代

になるのが一番怖いなと思っているんです。で

すから、今からそういった跡地利用をきちっと

考えていってほしいなというところであります。 

  最後になりますけれども、やっぱりこのよう

な、さっきも言ったとおり人口減少社会になり

ますけれども、くどいようですが、こういった

大型公共施設の跡地利用を含めて大胆な政策が、

施策が必要かなと思っております。 

  このたびの質問を以上で終わりますけれども、

跡地利用、よろしくお願いします。 

  以上です。 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４３分 休憩 

     午前１０時５３分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

叶内恵子議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、叶内恵子さん。 

   （３番叶内恵子議員登壇） 

３ 番（叶内恵子議員） 議席番号３番、勁草21、

叶内恵子でございます。 

  通告に従いまして質問をいたします。 

  今年度は第５次総合計画の策定に取り組んで

いるわけですが、現在、策定中の第５次総合計

画において、農村環境の整備と保全によって10

年後の未来においても農地や森林が適正に管理

され、多面的な機能が保たれている状態を目指
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していくという目標が設定されています。 

  この目標を具体的な施策によって推進してい

くために、田園都市環境整備マスタープランが

根拠となる個別計画であるということが第５次

総合計画基本計画の中に記載されております。 

  まず１点、確認しておきたいことがあるんで

すが、第５次総合計画の基本計画の54ページ、

施策を推進するための個別計画に、今も申し上

げましたが、「田園都市環境整備マスタープラ

ン」と記載されています。これは正しいプラン

名だったでしょうか。 

  私が農林課でいただいたものについては、

「新庄市田園環境整備マスタープラン」という

計画名が表紙にありました。これは、総合計画

の中にあるプランというのは、「都市マスター

プラン」と「田園環境整備マスタープラン」の

２つのプランが農林環境保全施策に取り組むた

めの個別計画と理解していいのか。２つのプラ

ンが関連して誤併記されているのかどうなのか

というふうにちょっと迷いましたので、もし２

つのプランが関連しているのであれば、分かり

やすいように併記をしていただきたいと思いま

す。もし間違って記載されているとすれば、訂

正のほうをお願いしたいと思います。 

  さて、まずは新庄市の田園環境整備マスター

プランについてお伺いをいたします。 

  この総合計画の基本計画の中にマスタープラ

ンというものがあって、これはどういったもの

なんだろうかということを最初存じ上げません

でしたので、まず調べるところから始めました。 

  そうしますと、マスタープランについては平

成11年に国が制定した我が国の農業と農村に関

する施策の基本的な理念と事項を定める食料・

農業・農村基本法では、公共事業の在り方や良

好な環境の保全に関する国民の関心の高まりを

受けて、その基本法の第24条において農業生産

の基盤の整備の項を設け、そしてその内容を要

約しますが、環境と調和に配慮しつつ、農業生

産の基盤の整備に必要な施策を講ずるものとす

ると定めたということから始まり、そしてこれ

を踏まえて平成13年に土地改良法が改正され、

翌平成14年に施行されたという経緯があるとい

うことが分かりました。 

  その改定においては、土地改良事業の施行に

当たってはその事業は環境と調和に配慮しつつ、

国土資源の総合的な開発及び保全に資するとと

もに、国民経済の発展に適合するものでなけれ

ばならないと、その土地改良法の第１条の目的

及び原則においてその環境配慮ということにつ

いて明確に規定をされたという経緯であるとい

うことが分かりました。 

  そして、基本法や農業農村整備事業における

環境との調和への対応方針の基本を踏まえ、農

林水産省は平成14年に環境と調和に配慮した農

業農村整備事業等基本要綱の策定についてをま

とめ、事業実施の基本手続を提示した。そこで

は田園環境整備マスタープランの内容を踏まえ

て実施することとされ、対象とする事業も明確

に定められました。 

  田園環境整備マスタープランの役割は、中長

期的な地域環境の在り方を示し、農業農村事業

に際して環境配慮の基本方針を定め、そして示

すことによって、地域環境を望ましい方向へ誘

導するということであるということが分かりま

した。 

  田園環境整備マスタープランは、持続可能な

農業、農村を実現するためにとても重要な計画

であるということが分かりました。 

  さて、本市において田園環境整備マスタープ

ランの目的及び特徴はどのようなものであるの

でしょうか。 

  また、本市の田園環境整備マスタープランに

おいて、環境と調和への配慮をどのように捉え

て実践しているのかを伺います。 

  また、第５次総合計画の実施計画案において、

日本型直接支払制度が具体的な事務事業に位置
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づけられています。これらの施策を開始してか

ら現段階までの本市の農業における環境と調和

への配慮に対する貢献度と今後の将来の方向性

というのはどのようなものであるのかを伺いま

す。 

  次に、新庄の将来に残すべき宝としての新庄

の自然についてです。 

  内閣府の国民生活に関する世論調査では、今

後の生活において心の豊かさと物の豊かさのど

ちらを重視するかという質問があります。1970

年代前半まで日本人は「物の豊かさを重視す

る」という質問に対する回答が多かったものが、

10年後の1979年には心の豊かさが物の豊かさを

ついに逆転しました。それから約40年後、2018

年の調査では心の豊かさが62％、物の豊かさが

29.6％と、30ポイント以上の差をつけた結果と

なっております。 

  新庄市民に同じような世論調査を行った場合、

どのような結果になるのでしょうか。環境保全

を行っていく上で、こういった市民の意向調査、

意識調査ということは大変有効であるのではな

いかと思いました。また、環境に対する啓蒙と

いうことも考えられるのではないかと思います。 

  市民アンケートの実施、これから今後まちづ

くりとして行われていく市民アンケートの中に

環境をどう捉えるかというような設問も大事な

のではないかなと思っております。 

  さて、チョウセンアカシジミについて伺いた

いと思います。自然の生態系を構成するこのチ

ョウセンアカシジミ、生き物でありますが、一

方では山形県が指定する天然記念物であります。

すなわち文化財であります。 

  市の文化財に対する考え方が第５次総合計画

から読み取ることができるわけですが、次期総

合計画において文化財となり得る資源の掘り起

こしや文化財の計画的な修繕を行う必要がある

と記述しております。この記述からは市が考え

る文化財は単に箱物や建造物だけではないのだ

ろうかと読み取れる部分もないとは言えないん

ですが、という印象を与える、受けてしまう部

分もあるんですが、市域の文化財というものは

箱物や建造物だけにはとどまらないと理解して

おります。 

  新庄市域において適正に保護、管理しなけれ

ばならない生態系がどれほど存在するのでしょ

うか。私は、新庄市域の文化財について適正に

調査、分析、整理を行い、将来にわたって維持、

管理をしていくことが可能となるように施策を

講じる必要があるのではないかと考えます。 

  田園環境整備マスタープランにも記述がある

のですが、自然環境調査によって、マスタープ

ランに記載されている内容としては、その成果

として植物のページなどにはミツガシワとあり

ます。現在、ミツガシワという植物は25の都道

府県でレッドデータに記載されています。新庄

市域にはミツガシワの大きな群落があると記載

されているのですが、適正に保全管理されてい

るのでしょうか。 

  そのほかにもサギスゲ、これは山形県におい

て絶滅危惧種２類、山形県を含む18の都道府県

がレッドデータに掲載しています。また、トキ

ソウは国において準絶滅危惧種、山形県におい

ては絶滅危惧種２類と指定しており、山形県を

含む46都道府県がレッドデータに掲載しており

ます。また、非常に珍しい植物で食虫植物タヌ

キモというものも新庄の中にあると。国におい

ては、これは準絶滅危惧種に指定されており、

25の都道府県がレッドデータに掲載をしている。

そういった貴重な植生が新庄市には存在してい

るということです。 

  こういった野生の、チョウセンアカシジミも

含めて、動物、植物を保全して次世代によりよ

い環境で引き継いでいく責務が私たちにはあり

ます。一見して何ら変わらないと思える自然環

境が、実は刻一刻と破壊され続けているのでは

ないでしょうか。 
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  このような中にあって、新庄市では絶滅した

と考えられていたチョウセンアカシジミが福宮

地区で発見され、このほど「福宮チョウセンア

カシジミを守る会」が環境やまがた奨励賞を受

賞しました。 

  チョウセンアカシジミは、国においては絶滅

危惧種２類に指定されております。まさに本市

の宝ではないでしょうか。この種の保存、その

方法についてどのように具体化し、後世に引き

継いでいくのか、本市の考えを伺います。 

  この２つについて伺います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、叶内市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  先ほどの田園都市環境整備か、田園環境整備

かについては、総合政策課長より答弁させます

のでよろしくお願いいたします。 

  農林事業における環境の保全についてであり

ますが、田園環境整備マスタープランの目的や

特徴としましては、環境の保全を基本として、

自然環境、社会環境、生活環境の観点から方向

づけをし、農地、親水空間の整備を行い、環境

教育や環境保全に努め、人為的な自然破壊が起

きないよう環境保全意識の涵養を図り、貴重な

動植物の保護に努めることにあります。 

  環境と調和への配慮としましては、事業を計

画するに当たり、新庄市環境情報協議会を開催

し、地域住民、農業経営者、行政とが一緒にな

り調査やワークショップを行い、環境に配慮し

た対策をどのようにしていくかを協議し、計画

及び事業実施に反映するようにしております。 

  一つの例といたしましては、平成17年度に完

了した圃場整備事業で中川原保全池を造成し、

貴重な生物でイバラトミヨが生存、生育できる

環境を整備しました。現在でも「イバラトミヨ

塾」と称して地元の住民と小学生が一緒になっ

て生態調査を実施し、生存、生育ができている

ことも確認されております。 

  また、農地の保全を目的とした日本型直接支

払交付事業では、令和元年度は多面的機能支払

交付金については35組織、4,284ヘクタール、

中山間地域等直接支払交付金については13集落、

107ヘクタール、環境保全型農業については12

件、109ヘクタールの取組があり、農地、水、

環境の保全と質的向上が図られております。 

  農地の面的な整備や農業水利施設の建設など、

土地改良事業が環境に人為的な差異を加えるも

のであり、事業実施区域及びその範囲の環境に

対して一定の負荷を与える可能性を有するもの

であることから、事業実施に当たって環境に適

合するよう配慮するとともに、よりよい環境を

次世代に引き継いでいけるような農村づくりの

基本プランであるということであります。 

  次に、将来残すべき宝としての新庄の自然と

して、近年、市内本合海福宮地区で生息が確認

されているシジミチョウ科のチョウセンアカシ

ジミの保存についてお答えします。 

  チョウセンアカシジミについては、岩手、山

形、新潟県、３県のごく一部だけに生息する貴

重なチョウとして、山形県指定天然記念物に指

定されており、県内では小国町や川西町など、

置賜地方を中心に生息が確認されております。 

  新庄最上管内におきましても、昭和30年代半

ば、県内でも早い時期に市内昭和地区や真室川

神ヶ沢において生息が確認されたものの、開田

や工業団地造成などの影響で絶滅したと考えら

れておりましたが、平成27年７月、再び生息が

確認されたものであります。 

  現在、チョウセンアカシジミの保全について

は、福宮地区住民が中心となり組織した「福宮

チョウセンアカシジミを守る会」が地元小学生

や中学生らと協力し、幼虫の餌となるトネリコ

の植樹や生息地の環境整備に当たるほか、定期

的な観測と調査を継続しております。以前は保
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全に関わる関係者より、愛好者による捕獲への

警戒から、生息地を明らかにすべきではないと

の意見もございました。復活を目指して保護活

動を続けてきた地元の人たちが地域の宝として

公にし、誇りを持って活動を続けたいと公表し

たものであります。 

  本市としましては、「福宮チョウセンアカシ

ジミを守る会」のこれまでの継続した活動を評

価すべく、このたび県に推薦の上、環境やまが

た奨励賞を受賞するに至っております。 

  今後も環境の保全の点から、「福宮チョウセ

ンアカシジミを守る会」を主体とした保護活動

を継続している地域の取組を大事にし、市内外

への情報発信を含め、行政としてのサポートに

ついて検討してまいりたいと考えます。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 それでは、私のほうから、

叶内議員のほうから御指摘がございました第５

次新庄市総合計画基本計画の54ページ、施策を

推進するための個別計画の中で「田園都市環境

整備マスタープラン」とある部分が誤りではな

いかということで、こちらのほうは議員御指摘

のとおり、「田園環境整備マスタープラン」の

誤りでございましたので、最終的に刷新するま

でに訂正させていただいて、こちらのほうを修

正いたします。大変申し訳ございませんでした。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 最初に、田園環境マス

タープランについてお尋ねいたします。 

  このマスタープラン、新庄市のマスタープラ

ンの構成を見ますと、今、マスタープランにつ

いては国がマスタープランガイドの中に書いて

あるマスタープランとは何ぞやというところの

内容と同じというか、であったかなと思ってお

ります。 

  新庄市のマスタープランの構成なんですが、

多くの自治体のマスタープランを拝見させてい

ただきますと、指定区域というところは農業振

興地域でありますね。その農業振興地域の中で、

まずは植生や動植物の植生、生態系の状況を調

べて調査をして、そしてその地域の状態を、農

振地域の中において環境創造地区というものと、

それに基づいて環境配慮地区というところにゾ

ーニングをしていくというふうにガイドとして

は定めてあるんですが、新庄市のマスタープラ

ンを見ますと、もう全てにおいて環境配慮地区

という１点になっているなと思ったんですね。 

  新潟の村上市であったり、例えば福島の二本

松なんていうものをちょっと見させていただい

て、山形県の他市の農業者との意見交換がちょ

っとあったときに二本松の話が少しありまして、

その中でその地域の本当に自然環境を生かした

農業と、あとは６次産業からそういった事業を

展開している話を聞きまして、ではその地域、

ゾーニングはどうなっているのかなというのを

確認しますと、環境創造地域というところにゾ

ーニングをしまして、そこを保全していくため

に環境配慮地域というようなゾーニングをして

網をかけているというか、そういった状態があ

りましたので、新庄市としてはそういったゾー

ニングを含めて、このマスタープランの中に将

来に引き継ぐべき残すべき宝を掘り出すんだと、

掘り出し、次世代によりよい環境を引き継いで

いけるような農村づくりを行うというふうな記

載をしていらっしゃいます。 

  こういった新庄市の風土であったり、風土は

生態系がもたらしてくるというふうに認識して

いるんですが、こういった風土を生み出してい

く宝を生み出していくためには、ゾーニングと

いうことが非常に重要になってくるのではない

かなと思うんですが、現在のプランにおいては

ちょっとなっていないなと思ったんですが、プ

ランを策定していくときにゾーニングについて
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というのはどういうふうに考えられたのか伺い

ます。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 ただいま議員より御質問いた

だきました市内全体における環境保全について

のゾーニングというふうな御質問だったと思い

ます。 

  この新庄市都市マスタープランにつきまして

は、各関係機関から多くの資料をいただきまし

て、その保全について検討させた資料をまとめ

させていただいているところでございます。そ

の中で、今、新庄市におきましては、全ての地

域において配慮をしたというふうな形で設定を

させていただいているところでございます。 

  その中で各、今、二本松というふうな形で事

例を説明いただきましたけれども、やはり新庄

市としてこの部分にどのようなまちづくり計画

が必要なのかというふうなお考えなのかなとい

うふうに理解させていただいたところでござい

ます。 

  ですから、今、平成13年から始まりました土

地改良事業による環境の保全というふうな事業

が平成13年から今まで行われまして、先ほど市

長の答弁でございましたように、イバラトミヨ、

チョウセンアカシジミというふうな形で自然を

守っていくというふうに、学校教育を含めまし

て今後、意識の涵養をしてきたところだと思っ

ております。 

  ですから、この新しくゾーニングをするとい

うふうな今後の対応なんですけれども、そうい

うことを考慮しながら計画を検討させていただ

ければなというふうに考えておるところでござ

います。 

  以上です。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 基盤整備事業を行って

いくところに関しては、田んぼの生き物調査で

あったり生態系の調査をされているかと思うん

ですね。でも、その工事の場所だけが問題では

なくて、市域全体としてこの環境を守っている

その生態系がどのように平成13年のところから

今に至るまで変化しているのか、悪くなってい

るのか、よくなっているのかというのは、定量

的に定点的にデータとして蓄積があるべきだと

認識しております。そういった観点というのは

どのように考えていらっしゃるのか、また、こ

れまでデータとして蓄積があるのかどうなのか。 

  これは今後、歴史まちづくりを行っていく上

においても、環境教育においても、環境基本計

画においても、あとはこれから環境問題という

のはますますアセスメントという部分で厳しく

なっていくのではないかなと思うんですが、そ

の場合、民間が開発をする場合、そういったと

ころにどういう環境なのか、何を保全しなけれ

ばいけないのか、それによって今後はどうなの

かということを細かくやっていく必要があるの

ではないかなと思うんですが、これまでそのデ

ータの蓄積などはどのように新庄市はしていら

したんでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 ただいまの御質問では、環境

への配慮、保全というふうなことで、平成13年

から土地改良事業におきましては環境情報協議

会におきまして環境に配慮した形での工事の設

計等々を検証しますよというような会議を持っ

て行ってきたところでございます。 

  また、当初より圃場整備事業におきましては、

圃場整備事業を行いまして、そのときの環境に

配慮した対策、それから今現在どのような状況

になっているのか、全体的な形での検証が必要

ではないかというふうな御質問だったと理解す

るところでございますけれども、私ども農林部

門におきまして、田園というものは環境が保全
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されている場所だというふうに認識をしていま

す。ですから、地球規模で今、地球温暖化の影

響で災害等が発生しておりますけれども、その

中でも農地は自然環境を守っている場所という

ふうに理解をしております。 

  ですから、さらに環境を保全する意味で、今

までですと圃場整備事業におきましては管理上、

Ｕ字溝といいますか、コンクリート側溝で整備

をしてきましたけれども、今現在はその中に植

物が繁殖できるように、また、生物が水辺から

陸地に上がれるように傾斜をつけるとか、今現

在の環境を維持するための方法が取られており

ます。 

  また、データというふうなお話ですけれども、

この自然環境を守るという大きな目的で、ただ、

農地または水路等のデータを収集しているかと

いうとそういう事実はございません。今現在、

10年前、現在、どのように生物的に減っている

のかとか増えているのか、悪化しているのか、

改善されているのかというふうなデータは持ち

合わせておりませんけれども、今現在の環境を

守っていくという意識と対策を今後も取ってい

きたいと考えておりますので、御理解いただき

ますようお願いいたします。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 平成13年当時の自然環

境の状況、そしてそこから約20年がたった今の

状況、その間の状況がどう変化していったのか

が分からなければ、何を保全していくのかとい

うのは全く分からないことだと私は思うんです

ね。 

  マスタープランの中には、一例を紹介します

と、例えばそのまま読みますと、「一方、これ

まで田園地帯では大群で数多く見られたアキア

カネ」、赤トンボですけれども、「シオカラトン

ボなどは個体数が減少してきています。カトリ

ヤンマも見られなくなっており、水路など、生

息する環境への配慮が求められています。アキ

アカネの最近の減少は著しいものがあり、2010

年頃から一挙に減少に転じてきました。これは、

農薬等の影響も懸念されます」という一文を載

せていらっしゃるんですけれども、赤トンボで

もいいんですけれども、本当に今、秋の空にち

らちらとしか見られなくなってきて、本当にこ

れはちょっと危機的状況があるんじゃないかと

大変思うんですけれども、この「2010年頃から

一挙に減少に転じてきた」、これは何をもって

転じてきたのかというのは、やはり定点的に定

量的にというのを、役所だけでは人員の制限も

あって難しいと思うんですね。ここで初めてよ

うやく民間と連携していく、共同していくとい

うことになってくる、もしくは環境教育と連携

していく、協力していくということになってく

るんじゃないのかなと思うんですが、このプラ

ンに表記しているということは、この現状とい

うのを把握していると誰しも読むんじゃないで

しょうか、思うんじゃないでしょうか、読んだ

ときに。そうしたら、そのデータ、整理してい

るんだろうな、どうなっているんだろうなと。

ちょっと整理されているデータが欲しいんです

がということも出てくるんではないでしょうか。

そうすると、定点・定量的にそのデータを整理

していなければ、つくっただけのプラン、計画

になってしまうのではないかなと思うんですが、

今年の３月に入りまして農水省の部会で生態系

への配慮、だから土地改良法が改正されて20年

を迎えるに当たってということで提言をまとめ

ているんですね。その提言が、生態系配慮技術

指針検討調査委員会というところが５項目にわ

たっての提言をしていまして、生態系をなぜ守

らなければいけないのかということを明確に示

しています。 

  新庄市において今後の課題になるのかなと思

うんですが、将来の子供たちに赤トンボが、学

校の音楽の教科書だけのものではなくて、実際
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に空一面に見られるというような環境を、私た

ちはもう１回反省をして残していかなければい

けないのではないかと思うんですが、こういっ

た生物に関して、環境に対して、定点的な調査

を実施するべきなのではないかと思うんですが、

その点についてどのように考えていらっしゃい

ますでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 市の環境マスタープランにお

きましての私たち独自でこれだけの資料を作る

ことは不可能なものでございますので、編集資

料につきましては山形県のレッドリストと各資

料を引用させていただいて作らせていただいた

というふうなことでございます。 

  農林部門におきまして、定点的に自然環境、

今後について調査をしていくというふうなこと

につきましては、現時点で考えはございません。 

  ただ、やはり環境保全をすると、この地球環

境を守っていかなければならないんだと、次世

代の子供たちに引き継いでいかなければならな

いんだというふうな気持ちは十分あります。 

  それで、私たち農林部門におきまして、先ほ

ど農薬等々のお話がありましたので、私たちが

取り組める部門といたしまして、環境保全型農

業というふうなことで農薬の５割軽減というふ

うな形で取り組んでいただいている農家の方も

おります。ただ、全面積の１％に満たない方々

につきまして、環境を保全するというふうな農

業の形態を取っていただいているところでござ

います。それにつきまして、県もやはり環境の

保全が必要だというふうなことで環境保全型農

業の推進について今図られているところでござ

いますけれども、その中で有機農業に関する部

分につきましては、農業者その他の関係者の自

主性を尊重しつつ配慮しなければならないんだ

と、推進しなければならないんだというふうな

項目がございますので、私ども行政といたしま

しては環境に配慮した農法というふうなことで

情報の提供というふうな形での対応をさせてい

ただければなというふうなことで考えておると

ころでございます。 

  もう一つ、資料として、今日12月８日の日本

農業新聞なんですけれども、今後の生物多様性

での効果的な検証をというふうなことで、複数

圃場の調査というふうなことで、今度国が、今、

市に対してのデータの蓄積というふうな形での

御意見だったんですけれども、国のほうでやっ

と今動き出してきております。今後どのような

対応をしていくのかは検証していかなければな

らないと思いますけれども、国としてはこの環

境保全型農業の団地化をした場合にどのような

効果が現れるのか実証していきたいというふう

な内容でございました。それについては、水稲、

大豆、お茶について、３品目について今後検討

していくというふうな内容でございましたので、

そのような状況、推移を見ながら、新庄市とし

ても対応を検討していきたいと考えております

ので、御理解いただきますようお願いいたしま

す。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 国が政策を具体的に上

げてきたということなのですが、ただその推移

を見守っているだけでは刻一刻と環境というも

のは失われていくことになりますので、新庄市

として手を入れなければいけない、将来に残し

ていかなければいけないというものを明確にし

て、そしてリード、誘導していただくことが必

要なのではないかなと思います。 

  この田園環境マスタープランがただ単に圃場

整備のための行政の手続法ではなくなったとい

うことを学びまして、平成13年のその改正によ

って、本来であれば土地改良法という名称を変

えるべきだったんですけれども、長い年月の間、

変遷してきた歴史の間、その名前を変えては国
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民に浸透していかないだろうという背景があっ

たやに聞いております。では何を求めているの

かというと、失われていく、壊れていく環境と

いうのが、人間のやっぱり健康や心の豊かさや

生活の豊かさというものに直結していくという

ことが現象的にはっきりした部分が、ところが

あったわけですね。それを誘導していくために

法改正というものがあったということを踏まえ

ますと、私たち、360度どこを見ても自然しか

ない新庄市が、実は一番自然環境が宝でこの地

域の特徴、厳しい冬も天気が少ない気候も雨が

多い気候も宝であって、そこにマッチした生息

する生物がいて、それを深く知ることでこの地

域を本当に誇れるもの、地域に対する誇りとい

うものが生み出されてくるのではないかなと非

常に思うところです。 

  非常にこの田園環境整備マスタープランとい

うのはすごい、とても重要なプランなんだなと

いうふうに今回ちょっと勉強しまして理解をし

たところでした。内容を、それが農業だけでは

なく、本当に環境政策からまちづくりから全て

に有機的につながってくるすごく大事なプラン

なんだなというふうに理解したところでしたの

で、今後も見直しをしながらよりいいものにし

ていっていただきたいなと思います。 

  次になんですが、チョウセンアカシジミにつ

いては、今後も「福宮チョウセンアカシジミを

守る会」を市としてもサポートを続けていくと

いうふうに今発言をいただきました。このサポ

ートを続けていくについても、その予算という

ものが必要なのではないかなと思うんですが、

その点についてはどのように市としては考えて

いらっしゃるんでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 チョウセンアカシジミに

つきましては、県の天然記念物、県が指定して

おります文化財ということで、文化財の部分に

ついて少しお話しさせていただければなと思っ

ております。 

  現在、予算につきましては、県もそうなんで

すけれども、天然記念物、特に動植物のうち昆

虫とか動物につきましての予算と補助事業はな

かなかないということで、やっぱり天然記念物

が動いてしまうことから保全が難しいという部

分があるかと思います。 

  今現在、この「福宮チョウセンアカシジミを

守る会」の方々につきましては、先ほどお話が

ありましたけれども、農林事業の中において緑

環境税を活用した中で取り組んでいただいてい

る部分に対しての助成などを図りながら、地域

の活動を盛り上げているところでございます。 

  以上です。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 保全をするボランティ

アという言い方は変ですけれども、本当に大事

にして保全をしていくというその守る会の方た

ちの気持ちは、お金というか、そのサポートを

していただける補助金といった、そういったも

のを求めなくてもその気持ちは十分にあるのは

理解しているんですが、チョウセンアカシジミ

の保護区を持っている川西町であったり飯豊町

であったり、遠くは岩手の宮古であったりしま

すと、やはり文化財として地域のボランティア

の方と生態の検査、観察から、そして生態系の

推移から、毎年、定点的に調査をされて、どう

しても里山に生息するチョウであるために、人

間が手を入れないと絶滅してしまうという性質

を持っているというふうに聞いています。その

食樹であるトネリコの木が大樹になってしまっ

たら、生息ができない。１メートルから２メー

トルぐらいの木が最適だということで、御存じ

だと思うんですが、その食樹を伐採したり外に

出したり、また、植えたりというところの費用

などに対して、川西町であったり飯豊町であっ
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たり、遠くは宮古市であったりというのは、文

化財の予算の中でその費用を取っておりますと、

活用していますということもありましたので、

新庄市としても、また、この福宮のチョウセン

アカシジミがもう昭和にかつていたアカシジミ、

絶滅したアカシジミの種類とやっぱり全く種類

が違って孤立個体群というふうな本当に貴重な

ものなんだそうです。この孤立個体群は本当に

日本全国を探しても福宮にしかいないという専

門家のお話を伺っておりました。 

  この希少性をやはり次の世代に引き継いでい

くためには、その保全をする方たちもだんだん

やはり高齢化していって、若い世代にどんどん

やっぱり知ってもらいながら保全をしていくと

いうことが非常に重要だということで、その的

確な生態系を学んで、そしてつないでいくとい

うふうにすれば、どうしても法外ではなくて本

当に適切な予算措置ということが必要なんでは

ないかと思うんですが、再度お伺いしておきま

す。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 チョウセンアカシジミに

つきましては、やはり県の天然記念物というこ

とで、まずその希少価値につきましては県域全

体で守っていこうという中で、新庄市の福宮地

区に生息するということでその地区の方々から

いろいろ保全活動をしていただいているかと思

っております。 

  やはり天然記念物につきましては、その種の

保存をどうしていくかということ、先ほどあり

ましたけれども、乱獲などを防いでいかに個体

数を少なくしないようにするということが一番

大事なことなのかなと思っております。それに

おきましては、やっぱりどうしても行政だけの

力では難しい。ですから、これらの福宮の方々、

生息している地域の方々から御協力をいただき

ながら対応しているのかなというふうに思って

いるところでございます。 

  やはり一番生息しているところに目の届くと

いうか、地域の方々の目があって乱獲を防ぐこ

とができるという部分もあるのかと思いますけ

れども、そういう地域の方々がまちづくりの一

環などとしたり、将来の子供たちへ私たちの地

区にはこういう自然の動物がいるんだとか、そ

の地域を知るということで教育していただきな

がら地域全体を盛り上げていくということもで

きるのかなというふうに考えております。 

  今現在、ここの部分についての助成事業とか、

何もございませんので、これにつきましては今

後で検討していきたいというふうに考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 検討していただいて、

本当に貴重だということですので、後世につな

いでいっていただきたいなと。 

  一つ、例えば川西町の取組ですと、置賜農業

高校の生徒が加わっているんですね。１つの生

活科だったか、食料生活科だったかと思うんで

すけれども、そちらの生徒がもう定点・定量的

にずっと生態を一緒に観察して、そして保全活

動に参加しているやにも聞いております。新庄

市にも神室産業高校という高校があって、協力

関係というのは結んでいけるんではないかなと

も思っておりました。そういったところも検討

していっていただくということは、一ついいの

かなと思っておりました。 

  あと、永続的にずっと財源をとなっていくと、

なかなかやはり本当に検討していかなければい

けないのかなと思っているんですが、県におい

ては「未来に伝える山形の宝」の登録制度とい

うものがあって、そちらのほうを活用している

自治体、飯豊町などは何か活用して一体的に史

跡とチョウセンアカシジミを連携した形でトレ

ッキングをする何ですかね、場所をつくり上げ
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てというような話も聞いておりますので、いろ

いろな方向で考えられていくのかなと。それが

歴史まちづくりについても、すごく連携として

いくのではないかなと、なかなか面白い取組に

なるのではないかなと思ってはおりました。ぜ

ひ前向きに検討していただきたいと思っており

ます。 

  そして、一つ、今回アカシジミ等をいろいろ

調査したりする中で、１か所、マスタープラン

にもあったんですが、臼ヶ沢湿原というのが新

庄市内にあって、そこが新庄市唯一の貴重な湿

原だということが書いてありまして、この湿原

が絶滅危惧種が多数生息する新庄唯一の貴重な

湿原だというふうにありまして、こちらのほう

は現在、今どのような状況になって、保全とい

うのはどのように行われているんでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

下山准一議長 社会教育課長渡辺政紀君。 

渡辺政紀社会教育課長 臼ヶ沢の湿原につきまし

ては、市の天然記念物ということで、そこに生

息する動植物について市のほうで天然記念物と

して指定しているところでございます。そこの

環境等をどのように今整備しているかというこ

とでございますけれども、基本的にその土地に

つきましては本合海の臼ヶ沢地区でございます

けれども、個人の所有でありまして個人の方が

持っていると。そこについては沼地だったんで

すけれども、そこには土砂が流入したりヨシが

堆積して湿原というような形を取っているんで

すけれども、以前、自然環境を守るために草刈

りなどの作業をしたことがあるんですけれども、

そこについては沼地というか、まだ湿原になっ

てそんなに時期がたっていないものですから、

とてもこの沼の中で水がたまっている部分があ

って、そこが３メートルぐらいの棒を差しても

かなり深かったりして、とても危険性があった

ものですから、そこはかえって何も触らずにそ

のままの自然のままの状況で手をつけないほう

が自然環境を守っていけるのではないかと。下

手に皆様に公表することによって、この場所だ

とすることによって、見に行くことによって危

険性があるのではないかと。その場所の危険性

があるということがありまして、今の段階では

何も詳しい周辺環境の整備などは図っていない

ような状況でございます。（「終わります」の声

あり） 

下山准一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４４分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤文一議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、佐藤文一君。 

   （９番佐藤文一議員登壇） 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、マスクを取って

もよろしいでしょうか。 

下山准一議長 はい、許可します。 

９ 番（佐藤文一議員） 今定例会８番目に一般

質問をさせていただきます議席９番、市民・公

明クラブの佐藤文一です。 

  通告書に従いまして質問をさせていただきま

すので、よろしくお願いをいたします。 

  まず初めに、発言事項１番目、新型コロナウ

イルス感染症第３波への対応についてでござい

ます。 

  新型コロナウイルス感染者が再度拡大し、第

３波の到来という声が聞こえてくる中、山形県

でも11月以降、昨日までで91名の感染者、そし

て本日新たに９名の感染者が確認され、最上郡

でも２名の感染者が確認されております。 
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  新庄市では、７月31日に確認されて以降、小

康状態が続いてはいますが、今後いつ発生して

もおかしくない状況が続いており、不安を抱え

ている状態です。 

  また、法人・個人事業主においては、一時、

国、県、市等の助成、補助などがあり、持ちこ

たえてはきたが、ここに来て受注難、客足の減

少が続き、かなり厳しい状況という話が急増し

ており、特に夜の飲食店では忘年会等の予約が

ストップ、さらにキャンセルが続き、それに関

連する酒屋、肉、魚等、食材を取り扱う店舗も

含め致命傷を受けているのが現状です。予防対

策、蔓延防止策を含め、再度、緊急に経済対策

等の対処が必要と考えているところでございま

す。 

  それでは、質問させていただきます。 

  １つ目の質問です。 

  再度、新型コロナウイルス感染症に対しての

予防対策、蔓延防止対策の徹底を周知する必要

があると考えますが、現在の周知状況をお伺い

いたします。 

  次に、今後、緊急的な経済対策、支援等の考

えがあるのか、もしあれば具体的な内容をお伺

いいたします。 

  次に、発言事項の令和３年度新庄まつり、新

庄市の考え方について質問をさせていただきま

す。 

  今年度、新庄まつりの通常開催が見送られ、

関係者はじめ市民の方々からは賛否両論の声が

多数聞こえてきました。そんな中、有志の若連

によるはやし演奏には数多くの方々が訪れ、新

庄ばやしに心躍らせ、新庄まつりがないとやっ

ぱり寂しい、来年は何とか開催してほしいとい

う声が多かったのが印象的でした。 

  また、先月11月30日まで、最上地域の住民を

対象に新庄まつりに向けての意識調査のアンケ

ートを新庄青年会議所にて執り行われ、658人

の回答があったようです。その結果を見た方も

おられますでしょうが、大まかな結果を申し上

げると、「新庄まつりを開催してほしい」と答

えた方が80％、「中止してほしい」と答えた方

が５％、「どちらとも言えない」と答えた方が

15％という結果。 

  また、開催するに当たり、「新型コロナウイ

ルス感染症の感染者を１人も出してはならな

い」と答えた方が59％、「10人以下であれば開

催すべき」と答えた方が17％、「幾ら出ても開

催すべき」と答えた方も17％という結果が出て

いました。 

  その他、感染予防対策のアイデア、意見等も

掲載され、興味深いものも多数ありましたので、

目を通していただければと思います。 

  通常であれば、各若連は２月初旬に決定する

山車の題目、構想などの話を詰めていく時期に

入ります。令和３年度新庄まつりの方向性、考

え方を早急かつ慎重に示さなければならない時

期になりました。 

  そこで、質問させていただきます。 

  まず、令和３年度新庄まつりについて、これ

までの新庄まつり実行委員会での経緯、協議内

容、また、新庄市としての考えを伺います。 

  次に、新庄まつりの開催に対して、市民の意

向をどう捉え、どう反映させていくのかを伺い

ます。 

  最後に、開催の有無、手法の変更等による予

算の増減、配分等の考え方をお伺いいたします。 

  最後の発言事項になりますが、新庄市内保育

施設の今後について質問させていただきます。 

  全国的にも問題となっている少子化問題です

が、新庄市でも例外ではなく、令和２年４月１

日の時点のゼロ歳児が181人と、とうとう200人

を切りました。ある民間の幼稚園は閉鎖を決め

たという話も聞こえてまいります。今後の学校

運営等にも支障を来す問題でもありますが、差

し当たり現状の保育施設での対処、今後の在り

方について早急に対応しなければならないと考
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え、質問させていただきます。 

  まず、市内各保育施設の現在の定員充足率、

また、第１希望に対しての入所率について伺い

ます。 

  次に、今後さらなる少子化が進んだ場合、保

育施設の今後の在り方を伺わせていただきます。 

  以上、御答弁のほう、よろしくお願いいたし

ます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、新型コロナウイルス感染症に関する

予防対策や蔓延防止策の周知状況についての御

質問ですが、これから気温や湿度が低下し、新

型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同

時流行が懸念される季節を迎えることから、11

月12日に全戸配布しました発熱者の電話相談の

案内チラシや12月号の市報におきまして、新型

コロナウイルス感染症をはじめとする感染症全

般に関する留意事項を掲載しております。 

  具体的には、インフルエンザの予防接種を積

極的に受けるよう御案内したり、室内の加湿や

小まめな換気の実施、手洗いの励行、マスクの

着用の徹底といった感染防止策を掲載しており、

市民の皆様に広くお知らせしているところであ

ります。 

  また、新型コロナウイルス感染症が全国的に

拡大しておりますが、これまでも市独自の経済

対策として５月臨時会にて専決処分の承認をい

ただき、補正予算に基づき雇用調整助成金申請

支援事業、飲食店等応援給付金、事業者持続化

給付金の３つを実施し、加えて６月補正により

事業者事業継続支援事業、さらに７月補正で新

生活様式対応支援事業を開始し、市内事業者の

事業継続を図るため、市独自の支援策を展開し

てまいりました。 

  議員御指摘のとおり、ここに来て新型コロナ

ウイルスの感染が全国で拡大する傾向にあり、

市内事業者の経営状況が今後厳しさを増してい

くことが懸念される状況です。市としても何ら

かの経済対策を追加すべきとの認識に立ち、国

の今年度第３次補正予算の成立後に速やかに市

独自の対策を実施できるよう、庁内で検討して

いるところであります。事業の方法や予算規模、

実施時期等の方針が定まり次第、議会にお示し

しますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、令和３年度新庄まつりへの御質問であ

りますが、議員御指摘のとおり、令和２年度の

新庄まつりに関しては、新型コロナウイルス感

染症が全国に急速な拡大を見せる中、感染者予

防に十分な対応を取ることが困難であると判断

し、新庄まつり実行委員会において苦渋の決断

ではございました戦後初の中止という決定をい

たしました。市のほうにも市民の方々、また、

祭り関係者の方々から様々な御意見をいただい

ております。令和３年度は何とか新庄まつりを

開催したいという思いで調整に当たっていると

ころであります。 

  １点目の新庄まつり実行委員会での協議の経

過と内容については、令和３年度新庄まつり開

催に向けて、事務局内で開催方法についての協

議を重ね、去る11月18日に正副会長会議を開催

し、開催に向けての方向性を検討したところで

あります。 

  やはり最大の焦点は、いかに感染防止策を実

施するかということで、現在県から出されてい

るイベント開催のガイドラインの中では、人と

人との距離をおおむね１メートル確保するとい

うことが開催条件として示されておりますが、

感染防止策という社会的な要請にもしっかりと

対応していく必要があると考えております。 

  具体的には、山車の運行経路や露店の営業、

また、実行委員会主催事業の実施方法につきま

しては、今後、専門部会において協議を行って
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まいります。 

  ２点目の祭り開催に向けた市民の意向等につ

いては、私も青年会議所主導のアンケートを読

ませていただきました。大変興味深く、ありが

とうございました。市民の皆様の祭りにかける

思いは並々ならぬものだと感じております。コ

ロナ禍においては、その思いは一層強まり、来

年こそはお祭りをという御意見は担当課にも多

数届いているところであります。 

  新庄まつりはまさに市民のお祭りですので、

皆様からいただいた思いや御意見を真摯に受け

止め、要望等についてはまつり実行委員会で検

討し、祭り運営に生かしていきたいと考えてお

ります。 

  ３点目の新庄まつりに対する予算の増減及び

配分などについてですが、新型コロナウイルス

感染症対策の観点から、例年と異なった開催手

法の検討や感染症拡大防止対策についての議論

が不可欠であると考えております。 

  新庄市からはまつり実行委員会へ負担金を支

出しており、運営に当たっての予算配分など、

係る経費につきましては実行委員会において決

定される事項でありますので、事務局の一翼を

担う担当課においても慎重な検討を行ってまい

ります。 

  令和３年度の新庄まつり開催につきまして、

新庄まつり実行委員会の会長であります新庄商

工会議所の会頭から、令和３年度は何が何でも

やるので、力を貸してほしいとの要請を受けた

ところでございます。 

  市としましては、260年以上継承した市民の

皆様の祭りへの思いを絶やさぬよう、令和３年

度の開催に向けて新庄まつり実行委員会、祭り

関係者と調整を行ってまいりますので、よろし

くお願いいたします。 

  最後に、新庄市内保育施設の今後についてと

いう御質問でありますが、新庄市では現在、認

可保育所８か所、集団指導を実施する児童厚生

施設３か所、幼稚園４か所、認定こども園２か

所、小規模保育事業所４か所、認可外保育施設

２か所、企業主導型保育施設２か所の計25施設

があります。 

  まず、１点目についてですが、公立民間保育

所、認定こども園の２号、３号部分及び小規模

保育事業所については、各自治体が利用調整を

行うこととされていますが、当市では入所申込

みが始まる前に各保育施設の協力を得て受入れ

可能人数を確認し、募集人数を確定しておりま

す。 

  保育施設14施設のうち、令和２年10月１日現

在の定員充足率が100％を超えている保育施設

は、民間立保育園が３所、小規模保育事業所１

所であり、100％に至らない保育施設は公立保

育所２所、認定こども園、民間立保育園５所、

小規模保育事業所３所といった状況です。 

  また、令和２年４月１日現在の第１希望の保

育施設への入所率については、ゼロ歳児93％、

１歳児91.9％、２歳児90％、３歳児82.9％、４

歳・５歳児は100％の入所率となっております。 

  ２点目のさらなる少子化が進んだ場合の保育

施設の今後の在り方についてですが、現在、公

立保育所整備計画策定委員会の中で検討してい

るところであります。 

  これまで３回の委員会を開催し、就学前児童

の人口の減少の状況や教育・保育施設の需要、

定員充足率などを基に公立保育所の定員規模、

障害児保育、病児・病後児保育、一時保育など

の公立保育所に持たせる機能について検討して

おります。 

  今後は、子ども・子育て会議の委員の方や各

教育・保育施設等の皆さんからの意見聴取、議

員の皆様からの御意見をいただきながら、策定

に向けて検討してまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁させていただきます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 
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９ 番（佐藤文一議員） 御答弁ありがとうござ

います。 

  それでは、再質問をさせていただきます。 

  まずは、予防対策、蔓延防止対策ということ

で、今、広報紙とかを発行しながら広くお知ら

せするというお話がありましたけれども、今現

在、何というんだろう、知っていてもやってい

ない人が多いと思うんです。危機感が足りない

というか。 

  今現在の状況をテレビ等でも見ていると思う

んですけれども、こういうことの危機感を含め

た市民の方々に幅広く周知するために、新聞折

り込みとか回覧板等とかを使って危機的状況だ

よというものも入れながら、そういうものも出

していくというのも一つの手段だと思いますけ

れども、今後そのようなことを考えているのか

どうかお伺いいたします。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 現在、市民の方への周知につ

きましては、先ほど市長答弁であったとおりで

ございます。 

  今、議員からお話がありました新聞折り込み

等についてでありますが、４月、５月に感染者

が発生したときには確かに新聞折り込みをした

形となっておりますが、現在、危機感が市民の

ほうにはないというお話、御意見でしたが、新

庄市では７月31日以降、感染者が発生しており

ませんので、そういった意味合いでは４月、５

月から比べるとその心の持ち方という部分はか

なりもしかすると緩くなってきたのかなと思っ

ているところなんですが、ここに来て県内で多

数発生している状況もありますので、そういっ

たことを新聞報道、マスコミ報道等で市民の方

が御理解いただければ、決して余裕を持つとい

うか緩くするような状況ではないんではないか

なということで、市民の方が思っているのでは

ないかなと推測しているところでございます。 

  具体的に、現段階では新聞折り込み、チラシ

でさらに市民の方に注意喚起を促すということ

は事務局としては考えていないところですが、

新聞折り込み以外の広報媒体全てを使って、な

お昨日、今日と県のほうからも市町村宛てにこ

の県内の状況を踏まえた市民の皆様、住民の皆

様、事業者の皆様への周知を徹底するようにと

いうことでいただいておりますので、なお広報、

周知につきましては今後も努めていきたいなと

考えているところでございます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  やっぱり４月の感染拡大のときは、何が原因

かも分からず恐れのほうがあったと思うんです。

記憶、まだ新しいんですけれども、どうやると

感染しないのかというのも分からないまま進ん

でいたというような形ですけれども、今回はそ

のときとは違って予防対策、防止対策の徹底を

すれば感染リスクはかなり低くなるということ

が分かっていますので、再度いろいろな方法を

使用して周知していただき、感染防止に努めて

いただければと思います。 

  次に、緊急的な経済対策、支援等の考えにつ

いてですけれども、先ほど市長の答弁により何

らかの形で議会にお示しするというお話があり

ましたけれども、このたび補正予算に出てきて

おりますふるさと納税寄附金においては、12億

1,000万円という補正増額が見込まれておりま

す。これに関しては、コロナ対策に企ててほし

いと思い寄附していただいている方も多数おる

かと思うんですけれども、そこら辺、どう捉え

ておるかお伺いいたします。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 ふるさと納税、補正予算、

上げさせていただきました。また御審議いただ

きたいと思っております。 
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  ふるさと納税に関しては、やはりコロナの感

染症拡大に伴いまして、いわゆる自宅へのリモ

ートとかのひきこもりというんですか、何とい

うんですか、籠もったような形になっているの

で、そうした部分で非常にふるさと納税の寄附

というのは増えているのが全国的に多いかなと

思っています。 

  ただ、コロナ感染症のほうに使っていただき

たいとかという形の御意見等は特に納税者から

いただいていないので、そこら辺は分かりませ

んけれども、新庄市へのそういったことも含め

て、経済とかも含めて全国から御支援をいただ

いているんだろうなというふうな形を思ってお

るところです。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  今、答弁のほうではあまりコロナ、新庄市を

助けたいという話はないという話だったんです

けれども、これまで市単独のコロナの対策に感

謝している人はたくさんおります。昨日ボディ

ーブローのように効いているという話もありま

したけれども、今、ＫＯパンチを受ければ間違

いなく手後れになってしまうというような状況

が続いていると思います。 

  先ほど何らかの形で議会に示したいというこ

ともありましたので、飲食店等応援給付金など、

一度行った事業に関しましては多少の変更等が

必要かもしれませんけれども、試算するのも当

初よりはよいかと思いますので、時間との闘い

もありますので、ぜひ今議会の追加議案として

取り上げていただきたいと思っております。答

弁は求めませんけれども、何らかの形で市民の

皆さんを助けていただけるようお願いを申し上

げて、次に参ります。 

  次に、令和３年度新庄まつりについて再質問

をさせていただきます。 

  これまでの新庄まつりの実行委員会の経緯を

お伺いいたしました。大体流れのほうは分かり

ましたけれども、会頭のほうから何が何でも開

催してほしいという意向があるのをうれしく思

っております。 

  その中で、まだ決まっていないと思われます

けれども、市民に直結すると思われますパレー

ド観覧もそうですけれども、花もらい、出店等

についてもしそういう話が出ていれば、詳しい

話をお聞かせいただければと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいま佐藤議員のほう

から新庄まつりの花もらい、それから出店、こ

れは出店、露店のほうの……（「はい」の声あ

り）ということですよね。そういう質問だと思

います。 

  これまで正副会長会議、それから専門部会の

部会長を集めまして会議を行っております。各

専門部会においてはこれから検討されるという

ことなんですけれども、正副会長会議のたたき

台を基に各部会のほうでそちらのほうで検討を

していただきたいということで専門部会のほう

に議題を投げさせていただいて、12月４日でし

たか、専門部会のほうに下ろさせていただいた

ところでございます。 

  先ほど佐藤議員からのお話でも、なるべく早

くそういった方向性を打ち出してほしいという

ことでもありますし、うちのほうの実行委員会

としてもなるべく早くそういった方向性を見い

だしたいということで、１月中にはそちらの専

門部会の意見を集約しまして、また改めて正副

会長会議を開催していきたいというような考え

で現在進めているところでございます。 

  花もらいについても各若連からも御意見もご

ざいますし、露店出店についてもいろいろな

方々から御意見等を頂戴しているのが事実でご

ざいます。そちらにつきましても、専門部会等

で検討されまして、正副会長会議を経て決定さ
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れるべきものと考えておりますので、今後の推

移を見守っていただければというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  まずは開催に対して今後、花もらいとか露店

出店に関して、今のところ情報不足で私もそれ

に関しては分からないんですけれども、再度、

市民の方々から花もらいには来てほしい、来な

いでほしいとかというようなもの、また、露店

は控えてほしいとか、離してほしいとかという

意向のものとかの調査とか、意向調査みたいな

ものをする予定とかはございますでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 改めて実行委員会のほう

でそういった調査をするというふうな予定はご

ざいませんが、今回図らずもＪＣのほうで各世

代から意見聴取をしていただいたという経過も

ございますし、ＪＣの事務局でもある会議所も

まつり実行委員会の事務局でありますので、そ

ちらのほうの意見も踏まえた形でなるべく反映

されるよう検討していきたいというふうに考え

てございます。よろしくお願いします。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） 多数の方が新型コロナ

感染の予防をしながら通常どおりに近い方法で

の開催を望んでおります。これに向けて様々な

協議をこれからされると思いますけれども、何

とぞよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、祭り開催に対しての予算について再質

問をさせていただきます。 

  例年と異なった運営、実行委員会で決定する

ものという話もありましたけれども、これから

というところもありますけれども、山車の作り

手側としては大体の予算が組めないと、どうし

ても題目も決められなければ構想も決められな

いというのが事実でございます。 

  また、花もらいの有無によって、町内にもよ

りますけれども、約60万円から100万円の収入

がなくなります。山車連盟の皆様の話もお伺い

すると、企業からの協力金、また、クラウドフ

ァンディング等で何とか収入を確保したいと頭

を悩ませているということもお聞きしておりま

す。 

  しかしながら、この御時世、どうなのか見通

しもできず、それに関しては時間もかかると思

います。実行委員会で頂いておる毎年の50万円、

町内に頂いている50万円に関しましては、実際

の事実上は引き手、電線上げ、花もらい等の子

供たちのお小遣い、食事等の運行の経費で大体

その金額が消化されます。 

  町内若連事情は様々あるんですけれども、は

っきり言うと人形３体と花、ボタン、桜、松等

を負担していただければ、残りは町内努力で、

例年どおりとはいかないまでも新庄まつりの山

車は作れると私個人は思っておるところでござ

います。何とかその人形３体、花の負担を前向

きに考えていただけないか、お伺いをさせてい

ただきます。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいま佐藤議員のほう

から人形３体と花もらいの経費を何とかという

ような話でございましたが、この場でそういっ

たことまで踏み込んだ話というのはできません

し、この予算の配分についてはまつり実行委員

会のほうで検討されるということでありますの

で、そちらのほうと十分協議をした上でどうい

った形が本当にいいのかということも含めまし

て検討していくべきだろうというふうに思って

おります。よろしくお願いします。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 
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下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） 多分話は行っているか

と思うんですけれども、山車連盟に所属してい

る若連、今のままだとちょっと山車を作るのが

難しいという話も出てきております。多分、十

何台ぐらい、そういう話をしているかと思うん

ですけれども、ちょっと今後どうなるか実際分

からないんですけれども、何とか開催する方向

でできるような考えを、まつり実行委員会を含

め考えていただければと思うのですが、前向き

な決断をお願いするしかない状態なんですけれ

ども、何とかお願いをいたしまして、次に移ら

せていただきます。 

  次に、保育施設についてお伺いいたします。 

  市内各保育施設の定員充足率、各何％とお伺

いいたしました。それで、保育施設が４か所ほ

どあるということですけれども、定員に不足の

ところも多々あるような答弁をいただきました。

このような現象はどういう理由で起きているの

か、お伺いさせていただければと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 保育施

設によって定員といいますか、充足率100％を

超えているところ、あるいは超えていないとこ

ろがあるといった理由の御質問かと思います。 

  まず、定員について先に申し上げますと、各

保育施設、保育士の数、それから面積によって

定員がまず決められております。私どものほう

で保育の募集が始まる前に、先ほど市長の答弁

にありましたように、それぞれの保育所に出向

きまして各保育所の事情をお聞きしながら、年

齢ごとの定員を協議してまいっております。そ

の年によってやはり保育士の状況ですとか、育

休中の保育士などがいらっしゃったりするもの

ですから、年齢によって受け入れられる人数あ

るいは障害児のための加配等といった状況もあ

るので変わってくる状況です。 

  そういった上で決めていただくんですけれど

も、なお国のほうから経過措置として全体の定

員の数の120％を超えない数までは受け入れら

れるといったような状況もございます。そうし

た制度上の決まりを踏まえた上で定員を、まず

受け入れられる人数を決めていただいていると

ころです。 

  その上で募集を行うものですから、その後、

保護者の方々がどの園を選ぶかといったような

ことになる、そういった差になるかと思ってお

ります。 

  以上です。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  前回データをいただいたものを見させていた

だきました。結構人気のあるところが定員の充

足率が低くて、人気のないと言ったら変なんで

すけれども、何らかの理由があるんでしょうけ

れども、そういうところが充足率がオーバーし

ているというような形で見させていただいたん

ですけれども、先ほども第１希望に対しての入

所率も四、五歳は100％ということで、ゼロか

ら３歳児も高い数字だと見られるんですけれど

も、ちょっと腑に落ちないと言うのも変なんで

すけれども、何か人気のあるところに本当に行

けているんだろうかというところがあるんです

けれども、ちょっとそこら辺、もうちょっと詳

しく教えていただいてもよろしいですか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 人気の

ある、ないといいますか、保護者の方によって

はやはり選ぶ基準というのは様々だと思うんで
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す。例えば自宅に近いところ、勤務地に近いと

ころ、あるいは何か習い事の代わりに付加価値

がある何かをやっている施設、あるいは対応が

とても丁寧だ、あるいは知っている保育士がい

る、掃除が行き届いているなどなど、保護者の

皆さんは様々な理由でその園を選んでいらっし

ゃるというのもあると思います。 

  それから、先ほど120％に満たないまでの人

数を受け入られるというようなお話をしたとこ

ろですけれども、その定員を超過した部分を受

け入れている背景には、その園は国が基準とし

た保育士の配置よりも多くの保育士を配置して

いる施設でございますので、そういった何とい

いますか、余裕があるといいますか、そういっ

たところもあるかと思っております。 

  以上です。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） 分かりました。 

  次に、少子化が進んだ場合の保育施設の今後

の在り方ということで答弁をいただきました。

実際のところの今の保育施設と未就学児の数を

見ると、今のところは大丈夫ですけれども、今

後やはり少子化が進めばどうしても保育施設の

空きが多くなるのかなと見させていただいてお

ります。 

  その中で第５次の新庄市総合計画の教育・保

育施設環境の整備の部分、待機児童数、現状値

ゼロ人から目標値ゼロ人というのがどうしても

何か不自然な感じがするのですけれども、そこ

ら辺、どのような考えでゼロ人になったのか教

えていただければと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 充足率

で言いますと100％に満たない施設がある中、

また、今後の少子化に向かっていかに施設を充

実させ、また、子供たちを受け入れているかと

いうところかと思います。 

  実際のところ、施設の定員に対して、年齢に

よってはかなり厳しい年齢もあるといった状況

です。例えば現在、今12月ですけれども、１歳、

それからゼロ歳に関してはもう既にぎりぎりと

いった状態、今後、また、３歳以上につきまし

ては比較的余裕がある施設もあるといったよう

な状況になっています。 

  そうした状況の中で、例えば公立保育所が定

員の調整を行う役割を担うといったようなこと

のお話を何度かさせていただいているんですけ

れども、そうした定員の調整を行う中でそうい

った子供たちが減っていくその割合、いつそう

した状況が来るのかといったようなものを見極

めていかないと、定員を減らし過ぎることで受

入れが難しくなってきてしまったというような

ことにならないようにしていきたいと。そうい

った意味で保育施設に対する保育のニーズです

か、そういったものをきちんと見極めて目標を

設定したいというようなことを含めての待機人

数ゼロを目標としたいといったことを出してい

るところでございます。 

  以上です。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  これから少子化がやっぱり進んでいくと思い

ます。現在、公立保育所整備計画策定中という

ことで市長からもありましたけれども、現在の

保育所内容を聞くと、何ともちょっと私も今す

ぐ答えられないような状況なんですけれども、

中部保育所、泉田保育所の２か所というのもち

ょっと議論の余地があるのかなという考えにな

っております。 

  一概には言えないんでしょうけれども、これ

から少なくなってくる中、２か所をまとめてど
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ちらでも通えるような場所にというような方向

性も今後考えてもいいのかなというような、私

個人の考えですけれども思ったところでござい

ます。 

  そのような考えとか、そういうような話とい

うのはまだ出てきてはおりませんでしょうか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 これま

で公立保育所整備計画策定委員会、３回実施し

ております。その中で、保育の機能ですとか定

員に関することですとか、議論をこれからもし

ていくところではありますけれども、やはり子

供の数が減っていく中で民間立の保育所の皆さ

んにも大変魅力ある保育をしていただいている

と。そういったところは感謝を申し上げたいと

思っておりますけれども、今後もそうした民間

立の皆さんの魅力ある保育所を発信していくと。

そういったところを求めていくとともに、また、

公立保育所においてもそうした適正な定員管理

あるいは１所にまとめていくといったようなこ

とも議論の余地があるかと考えております。 

  そうした場合、かなり大きな決断ということ

になるかと思いますので、今後は子ども・子育

て会議ですとか、それから各施設の施設長の御

意見を何度かお聞きする中で、また、議員の皆

さんからの御意見をお聞きする中で決定してい

かなければいけないことかと思っております。 

  今のところ、そうした策定を３月というふう

に申し上げてもいるところではございますが、

そうした議論が進むことになりますとちょっと

３月では難しいのかなという思いも今している

ところでございますので、そういった点につき

ましてはまた改めまして、延びる可能性もある

ということで御理解いただき、そうした議論も

していきたいと考えているところです。 

  以上です。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  ただいま、先ほど申し上げましたとおり、公

立保育所整備計画策定中だと思います。今後の

流れをしっかり見極めていただきまして、時代

に沿った計画をぜひお願いいたしまして、私の

質問を終了させていただきます。 

  ありがとうございました。 

下山准一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４２分 休憩 

     午後１時５１分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

下山准一議長 次に、佐藤悦子さん。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表して、

一般質問を申し上げます。 

  私は、やはり飛沫感染を防ぐためにはマスク

を外すべきではないと思っております。 

  さて、アメリカのジョンズ・ホプキンズ大学

の集計では、７日午後６時現在、死者153万人

を超え、累計感染者数は6,700万人、最も多く

の死者が出ているのはアメリカで28万人、感染

者は1,476万人、１日当たり新規感染者数が20

万人近くに達しているとのことです。続いてブ

ラジルが死者17万人、感染者660万人。インド

は死者14万人、感染者は968万人。以下、その

国々がたくさん並んでいますが、こういう状況

の中で、私はインバウンドや県を越えるＧｏＴ
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ｏキャンペーンはやめて、地域内でいろいろ活

動できるように支援すべきだと思います。 

  さて、質問の内容ですが、１番は、新型コロ

ナ感染症拡大第３波にどう歯止めをかけるかに

ついてお聞きしたいと思います。 

  全国各地で新型コロナウイルスの感染者が急

増しています。特に医療機関での院内感染は、

11月16日の時点で感染349件、高齢、障害、保

育などの福祉施設での施設内感染が401件、合

わせて750件の集団感染が起こり、激増してい

る状態です。 

  菅首相は、最大限の警戒を呼びかけ、緊急提

言を出しました。そして、政府は今までより踏

み込んだクラスター対応として、飲食店や外国

人コミュニティーでの事前の連絡網づくりや啓

発の促進を強調しています。しかし、感染拡大

を防止するためにはクラスター対策という点と

線の対策にとどまらず、リスクのあるところに

無症状の感染者を把握、保護するための面の検

査が必要だと思います。 

  そこで、①として、医療機関、介護福祉施設、

保育施設、学校、学童保育など、市内でクラス

ターが発生すれば多大な影響が出る施設などに

定期的なＰＣＲ検査を行い、感染拡大を事前に

防ぐことが必要と思います。 

  ところが、行政検査を行うには２分の１の自

治体負担があります。それが、検査が広がらな

い原因です。全額国庫負担による検査とするよ

うに国に強く求めるべきではないでしょうか。 

  ②として、急激な感染拡大に対応し、陽性者

を着実に把握、保護するためには、感染追跡を

専門に行うトレーサーが不可欠です。冬に向け

ての感染拡大を防止するために市としてどのよ

うに対応するのか、お聞かせください。 

  ③として、医療崩壊を絶対に起こさないため

に、医療機関の減収補塡や必要な宿泊施設の確

保が必要であり、市としても対策が必要と考え

ますが、どうでしょうか。 

  ３兆円という国の支援があると言われており

ますが、実は現在２割しか現場に届いていない

とのことです。市の医療機関には届いているの

でしょうか。市として把握しているでしょうか。 

  大きな２つ目の質問です。 

  北辰小学校を北辰地域交流センターとして転

用し、活用することについてお聞きします。 

  公共施設等適正化管理推進事業債を活用して、

北辰小を地域交流センターとして転用した場合、

財政力指数0.52の本市は起債に対する交付税措

置が45％ぐらいになるのではないでしょうか。

この交付税措置を活用して残すことも可能では

ないでしょうか。 

  北辰小は、洪水浸水想定区域にもなっており

ます。体育館が避難所となって、豪雨災害のと

き、実際に住民の避難所として使われました。 

  今後、新型コロナウイルス感染症拡大の防止

の観点から、また、２階、３階と高さも確保で

きるという点からも、校舎の教室のほうがより

使いやすいと思われます。体育館とともに校舎

も残し、地域交流センターとして転用を図って

はどうでしょうか。 

  大きな３つ目の質問は、新型コロナウイルス

対策と財源確保についてです。 

  ①として、消費税増税に続いて新型コロナ感

染症拡大の関連で米の消費が減少し、市内の米

生産農家の販売価格が１俵当たり約2,000円下

がっているとのことです。そして、減反がまた

増やされようとしています。 

  さきの続く豪雨災害で田んぼに土砂が入り込

み、元どおりにするための自己負担が重くて、

耕作放棄をせざるを得なくなってしまった田ん

ぼがある農家もあります。 

  市内の米消費拡大のために、市独自で米を買

い、支援米として低所得者にお届けしてはいか

がでしょうか。 

  また、学校給食に御飯の日を増やしてはどう

でしょうか。 
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  ②として、地域創生臨時交付金で新型コロナ

感染症対応の非常勤職員を採用するなど、人的

体制の強化を図ってはどうでしょうか。 

  ③として、休業補償支援金について、市独自

で対象拡大及び増額が必要ではないでしょうか。 

  ④として、緊急の補正予算対応で財政調整基

金や減債基金を取り崩すのは当然です。しかし、

さらに特定目的基金を議会の承認を得て、用途

変更をしての活用も検討すべきではないでしょ

うか。基金の限度がある場合は、既存事業を減

額補正し、予算の組替えでの対応もあり得るの

ではないでしょうか。 

  さらに、大型建設事業計画などの中止、先送

りなどによって、必要な一般財源を確保すべき

ではないでしょうか。 

  ⑤として、新型コロナ感染症拡大を自然災害

と位置づけ、災害対応の財政措置を適用する、

括弧として特別交付税、交付税措置のある地方

債発行など、災害対策基本法等の改正などを国

に求めることはどうでしょうか。 

  これについては、今年の４月19日、16日かな、

弁護士の岡本 正さんらが「新型コロナウイル

ス感染症を災害と捉える」という提言をしてお

ります。確かに爆発とか大量の放射性物質の放

出とか、こういったことも災害対策のほうに使

って出ているわけですから、新型コロナもそう

かもしれないという気がします。 

  それがもし使えれば、自宅待機の義務づけが

可能になります。また、警戒区域の設定で特定

の方以外の立入りを制限できます。また、解雇

しなくても失業給付を受けられます。一人一人

に寄り添った国民の命を守る対策が災害のとき

行われるわけですが、そのようにできるという

ことで、コロナ感染症の経済支援が災害復興支

援と共通してできるようになることで、かなり

自治体としても支援がしやすくなるわけです。

そういう提案をしてはどうかということです。 

  ⑥は、雇用経営危機に対して消費税を含む税

の納税免除、延納、雇用調整助成金、家賃補助、

持続化給付金などを継続するように国に求める

べきではないでしょうか。 

  不況、財政赤字拡大期こそ、消費税の減税、

そして、それとともに大企業の法人税率の引上

げ、所得税の累進課税強化などによる再分配機

能の強化を図るべきと考えますが、市長の見解

を伺います。 

  ４番目に、入札制度についてです。 

  明倫学園の建築工事の入札について、どちら

も１回目が不調となりました。２回目の入札で

１者のみの入札となりました。 

  校舎のほうは落札率99.98％、その後、設計

変更が行われ、１回目の予定価格より約４億円

増額しました。続いての体育館も落札率は

99.96％、そして今後、外構工事が外されてい

きましたので、これを足していきますと、

6,400万円がさらに追加される予定です。２つ

の建築工事で、１回目の入札の予定価格よりも

５億4,335万円増加することになりました。 

  収入減に苦しむ市民の各種の滞納などに対し

ては、１万円であっても厳しく収納を図る姿勢

でやっております。その一方で、大規模建築工

事の入札状況はほとんど随意契約のような高値

落札に設計変更です。競争入札の目的である市

税の節約に反する状況ではないでしょうか。入

札制度を競争になるように改善が必要ではない

でしょうか。 

  １回目は終わります。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

下山准一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、医療機関や福祉施設、学校等におけ

る定期的なＰＣＲ検査の実施や行政検査に要す

る経費を全額国庫負担にすべきとの御意見です

が、国から最上保健所管内が感染拡大地域と認
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定される前に、各施設の入所者や職員に対しＰ

ＣＲ検査を実施することにつきましては、行政

検査に基づかない任意検査となり、費用につき

ましても全額自己負担となります。 

  任意検査の実施の可否については、最上保健

所と新庄市最上郡医師会が協議し、最上地域に

おいては任意検査に対応できる医療体制ではな

いとの結論に至ったため、任意検査の実施は困

難であります。 

  また、行政検査の経費の負担割合につきまし

ては、現在、国が２分の１、都道府県が２分の

１となっているため、全国知事会において全額

国庫負担により実施するよう要請しているとこ

ろであります。 

  次に、トレーサーの配置や冬に向けた感染拡

大防止の対応についての御質問ですが、まずト

レーサーの配置につきましては、疫学調査を実

施する最上保健所が配置の可否を検討するもの

であると認識しております。 

  また、感染拡大を防止するための対応策とし

ましては、12月号の市報で、新型コロナウイル

ス感染症とインフルエンザの同時流行に備える

ため、インフルエンザの予防接種を積極的に受

けるよう御案内したり、室内の加湿や小まめな

換気の実施、手洗いの励行、マスクの着用の徹

底といった感染防止対策を掲載し、市民の皆様

にお願いしているところであります。 

  さらに、これまで発熱者からの電話相談は最

上保健所と山形県受診者相談センターの２つの

機関により対応しておりましたが、11月12日か

らはかかりつけ医と市健康課の２つの機関を加

え、合計４つの機関による相談体制に拡大して

対応しております。 

  また、本市のＰＣＲ検査につきましては、最

上保健所が市内に４つの医療機関を確保してお

り、感染が疑われる方につきましては、今後も

速やかに検査を受けることができるよう御案内

してまいります。 

  次に、医療機関の減収に対する補塡等に関す

る御質問でありますが、市内の医療機関におい

ても新型コロナウイルス感染症の影響による受

診者数の減少に伴い、診療報酬も減少している

と伺っております。 

  現在、国では新型コロナウイルス感染症の患

者を受け入れた場合の診療報酬点数を特例的に

加算したり、県では令和２年度山形県地域診療

体制支援金や令和２年度山形県医療機関・薬局

等における感染拡大対策費補助金などの各種支

援事業を実施しております。 

  国や県においては、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大を防ぎながら地域で求められる医

療を提供できるよう支援が行われており、本市

におきましても引き続き県の市長会を通じてさ

らなる財政支援がなされるよう要望してまいり

ます。 

  軽症者や無症状者の宿泊施設の確保につきま

しては、県の新型コロナウイルス感染症患者受

入調整本部において対応することとなっており

ます。 

  市内の医療機関における国や県の各種支援金

等の受給状況につきましては、個別に確認はし

ておりません。 

  北辰小の北辰地域交流センターへの転用につ

いては、教育長より答弁いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

  次に、新型コロナ対策と財源確保に関する御

質問ですが、米の消費に関しては新型コロナの

影響により、インバウンドや中食、外食の需要

が落ち込み、米の販売量が減少しているとの試

算が出されております。 

  米の消費拡大に向けては、県や関係団体を交

えたＰＲ活動を行っておりますので、その効果

を期待しているところであります。 

  また、学校給食につきましては、既に週４日

は御飯給食であり、残り１日も米粉を利用した

パンなどを提供する場合もあり、米の消費には
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十分御協力いただいているものと認識しており

ます。 

  次に、新型コロナ感染症に対応する人的体制

の強化をするため、地方創生臨時交付金を活用

し、会計年度任用職員を採用してはどうかとの

御質問でありますが、当該交付金においては基

本的に人件費への充当は認められておりません

が、新型コロナウイルス感染症に対応するため

の体制拡充または雇い止めなどに遭った方を一

時的に雇用する場合には、例外として職員の人

件費につきましても交付金対象とされていると

ころであります。 

  本市におきましては、いわゆる３密を避ける

ための体制拡充として増便したスクールバスの

運転手報酬について活用しているところであり

ます。 

  これまでの新型コロナ対策関連事業の実施に

当たっては、年度途中での人事異動や各課から

の担当部署への応援態勢を取るなど、状況に応

じて柔軟に対応してきたところであります。現

時点で新たに職員を雇用することは考えており

ませんが、今後とも新型コロナ対策に伴う業務

量を見定めながら、必要が生じた場合には活用

も検討したいと考えております。 

  次に、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

市独自の経済対策を拡大すべきとの御意見であ

りますが、先ほど佐藤文一議員の質問に対して

も答弁したとおり、市としましても何らかの経

済対策を追加すべきとの認識に立ち、国の今年

度第３次補正予算の成立後に速やかに市独自の

対策を実施できるよう、現在、庁内で検討して

いるところであります。事業の方法や予算規模、

実施時期等の方針が定まり次第、議会にお示し

しますので、よろしくお願いいたします。 

  続いて、特定目的基金を用途変更して活用し

てはどうかとの御質問でありますが、特定目的

基金は、御存じのとおり、特定の行政目的のた

めに資金を積み立て運用するよう設置するもの

で、設置目的以外での処分は法律で禁じられて

おります。 

  なお、財源不足を補うための手法として、特

定目的基金から一時的に借入れする繰替運用が

できますので、これにより一時的な財源不足に

対応しております。 

  また、既存事業の減額補正や大型建設事業等

につきましては、現在も計画的に対応して財源

の確保に努めているところであります。 

  続いて、新型コロナ感染症を自然災害と位置

づけてはとの御質問でありますが、これにつき

ましては去る４月28日の国の予算委員会におい

て議論があるようでございます。 

  西村大臣の答弁によりますと、新型コロナ感

染症を災害基本法の災害とみなすのは難しいと

の内閣法制局の判断とのことでありますので、

この議論につきましては引き続き国の動向を注

視してまいりたいと考えております。 

  また、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う

国の事業者向け支援策の代表的なものとして、

雇用調整助成金、持続化給付金、家賃支援給付

金が上げられます。また、市では第１次から第

６次対策までの経済対策を実施してきたところ

であります。 

  これら国の制度の申請手続について、市とし

ての関わりがありませんので、実数は把握して

おりませんが、持続化給付金の市の上乗せ分だ

けで現在1,100件以上の給付実績があり、市内

事業者の相当数がこれらの制度の恩恵を受けて

いる状況であります。市内事業者支援の観点か

ら、国に対し制度の継続を要望していきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、税制への御意見をいただきましたが、

いまだに収束を見ない新型コロナウイルス感染

症関連の税制につきましては、今後、令和３年

度税制改正の大綱が閣議決定される予定ですの

で、国の動向を注視しながら慎重に判断したい
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と考えております。 

  最後に、入札制度についての御質問でありま

すが、本市におきましては、建設工事において

原則として設計金額が1,000万円以上の場合、

地域要件、格付要件などを付した条件付一般競

争入札を実施しております。 

  明倫学園の校舎棟及び体育館棟につきまして

も、入札参加資格者名簿の登録者を対象に一定

の条件を付して公告し、どちらも１共同企業体

が応札し落札しております。 

  最上・村山地域という地域条件については、

工事現場の管理や完成後のメンテナンスなどを

考慮したものであり、今回設定した条件には合

理性があると考えております。 

  また、市内業者を共同企業体の構成員とする

条件につきましても、市が発注する工事にて特

殊な工事を除いて市内業者の参加を条件とする

ことは一般的なものであると考えております。 

  落札率につきましては、99％と高い数値であ

りますが、工事の内容や工期、発注のタイミン

グ、そして入札に参加する企業の判断といった

様々な要因がありますので、今回の落札率につ

いては厳正な入札の結果として受け止めており

ます。 

  なお、入札制度においては、工事品質を確保

できないと考えられるような低価格での入札の

防止や適正利潤の確保を可能とするための適正

な予定価格の設定、公正、透明性の確保、不正

行為の排除などの対応が発注者である地方自治

体に求められております。低い価格だけでなく、

社会資本の維持管理や中長期的な担い手の確保、

育成という観点から、地域の建設業者の育成と

いう面も市は担っていかなければならない立場

であることを御理解いただきたいと存じます。 

  入札制度は、社会経済情勢等の変化を反映し

ていくことも必要でありますので、国、県など

からの情報収集をしながら引き続き適正な入札

執行を行ってまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

下山准一議長 教育長高野 博君。 

高野 博教育長 それでは、北辰小学校の跡地利

用につきましては、令和元年11月に北辰学区学

校づくり協議会より跡地利用についての要望書

が提出されております。 

  要望内容といたしまして、１点目は、北辰学

区民の避難所を確保すること、そして避難所と

して機能するために体育館、校舎の一部を残し、

多目的トイレの設置を願う、また、体育館は投

票所や社会体育施設として機能するように残し

てほしい、２点目はケヤキの木を残すこと、そ

して３点目は施設整備に係る市の管理体制を構

築することの３点について要望をいただいてお

ります。これを受け、この要望にできる限りお

応えできるよう前向きな検討を進めているとこ

ろであります。 

  公共施設等適正管理推進事業債の転用事業を

活用し、体育館とともに校舎も残し、地域交流

センターとして転用を図ってはどうかとの御質

問でありますが、現在実施中の明倫学園の学校

建設事業において、公共施設等適正管理推進事

業債の集約化・複合化事業を活用させていただ

いているところであります。 

  この明倫学園に係る集約化・複合化事業につ

きましては、明倫中学校、沼田小学校、北辰小

学校を施設一体型の義務教育学校に集約化する

とともに、既存の中央学童保育所の沼田小学校

児童や北辰学童保育所の児童を対象とした放課

後児童クラブを明倫学園に併設し、施設の複合

化を図るものでありまして、この起債を活用す

ることにより元利償還金の50％の交付税措置が

見込めるものとなります。 

  この起債の適用条件につきましては、集約

化・複合化後の新しい施設の使用開始から５年

以内に対象施設全体の延べ床面積を事業実施前

の面積から減少させなければならないものであ



- 141 - 

ることとされており、この適用条件を達成でき

ない場合には交付税措置が見込めないばかりで

なく、既に借り入れているものについても全て

を一括して償還しなければならなくなることか

ら、今後の財政運営に影響を与えることのない

よう、まずはこの適用条件を達成していくこと

を最優先としながら検討を進めていく必要があ

ります。 

  したがいまして、議員からいただいた転用事

業の活用を検討する前に、まずは集約化・複合

化事業の適用条件をしっかりと達成しなければ

ならないと考えております。 

  北辰小学校跡地の活用につきましては、今後

においても要望を提出された北辰学区学校づく

り協議会との調整を進めながら、集約化・複合

化事業の適用条件を達成してまいります。 

  以上であります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最初に、入札制度につ

いてお聞きいたします。 

  １者入札となる原因は何だと考えておられる

でしょうか。入札不参加の業者の理由は何か、

調べておられるでしょうか。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたびの入札結果に対する

御質問でございます。 

  １者入札となったわけでございますが、議会

においても私、何回か説明しておりますが、条

件付の一般競争入札ということで広く公募した

結果、１者の応札であったというふうなことで

ございまして、やはりこの事業のこういった結

果になった背景としまして、ここ数年、自然災

害等、多く発生しておりますので、業界におい

ても非常に多くの建設工事を抱えているという

ふうなことで、入札価格が高止まり傾向にある

というふうな状況もございます。 

  また、このような入札制度の中で広く公募し

て入札参加したのが、このたびは１者であった

というふうな状況というふうに受け止めてござ

います。 

  以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） この工事については、

市内の業者を入れるということを入れた条件付

の競争入札だったということです。そして、共

同企業体ということです。 

  市内業者で小中一貫校の大規模工事を請け負

えるＡランクと言われる業者が少なくなってい

るのではないでしょうか。 

  また、仕事が先ほど多くなっているかもしれ

ないというふうに課長はおっしゃいましたが、

そういう認識で本当にいいのかということでお

願いします。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたびの工事に関しまして

は、相当規模の学校建設という大規模工事でご

ざいますので、入札の参加範囲を市内に限らず

村山地域まで広げて、工事の施工の安全性を確

保するために入札参加範囲を広げたというふう

な状況でございますので、これについて、もう

１点としましてＡランクの業者が少なくなって

いるのかというふうなことでございますが、決

してそのようなわけではございませんで、工事

実績に応じましてランクづけを行っております

ので、決して減ってきているというふうなもの

でもございません。 

  ただ、工事の施工の安全性を考えまして広く

入札範囲を広げて、ＪＶ方式、共同企業体方式

による入札方式としたところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 地元の業者に優先的に
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仕事を発注したい、その思いは私たちも全く同

じです。 

  しかし、市税の節約のためには、市内業者が

参加しなくても近隣の県内の業者の同士の共同

企業体でもよいというように条件を緩和して、

市内業者も含めての競争入札になるようにする

こともやむを得ないのではなかったでしょうか。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このＪＶ方式の組み方につい

ての御質問かと思います。このたび町の発注工

事については、市の一般財源を投じるものでご

ざいますので、やはり地域経済の波及というこ

とを第一に考えまして、原則としてはやはり市

内業者に発注するのが基本ではないかなという

ふうに考えているところです。 

  ただ、例外的に特殊な専門技術を要する工事、

あるいは市内の業者では施工できないというふ

うな種類の工事であれば、市外業者を対象とす

る必要があるということでございますけれども、

工事規模や難易度、それから安定的な工事の施

工、確実な完成というふうな観点からは、市内

業者を基本としながらも、やはりこのたびのよ

うに村山地域まで広げたというふうな結果でご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 何度も何度もすみませ

ん。しかし、指名競争入札におきまして、１者

だけが入札の予定内に入れたところが不調にな

ってしまいました。指名競争入札という小さな

1,000万円以下かと思いますが、そういうもの

は１者入札が許されない。しかし、こういう大

規模なものは１者入札は許される。私は大きな

業者に対して非常に緩い入札になっているので

はないかと思うので、ここは改善を検討してい

ただきたいということを要望して、これについ

ては終わります。 

  次に、北辰小についてですが、先ほど言った

ように集約化・複合化事業を活用すればおっし

ゃるとおりです。だと思います。それしかあり

ません。 

  しかし、公共施設等適正化管理推進事業債に

は、転用した場合も交付税を認めると。このよ

うになっております。確かに交付税50％と今見

込んでいるものに対しては、私の提案する転用

のほうは45％の交付税措置ではあります。 

  しかし、その差はそんなに大きくないという

ことで、私は地元の皆さんが避難所を確保して

ほしいというふうに言っていること、しかも体

育館だけでは浸水する可能性もあるわけです。

１階が浸水するということがあり得るわけです。

そういうことになったときのことも考えて、校

舎も浸水しない２階、３階が使えるわけですか

ら、それは全北辰地域の人たちの要望ではない

ですか。その立場で私はやるべきと思いますが、

どうでしょうか。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 議長、武田信

也。 

下山准一議長 教育次長兼教育総務課長武田信也

君。 

武田信也教育次長兼教育総務課長 ただいまの議

員の御質問では、集約化・複合化事業ではなく、

これを転用事業に変えれば全部残せるのではな

いかといった御意見だったと思います。 

  ただいまの議員のおっしゃった転用事業につ

きましては、その内容については議員のおっし

ゃるとおりかなと思うんですが、これはただし、

北辰小学校だけを対象とした場合はこの転用事

業を活用できるものと考えております。 

  しかしながら、今回実施しております明倫学

園の建設事業につきましては転用事業には当た

らない状況でありまして、３つの学校、それに

学童保育、放課後児童クラブでしょうか、これ

も含めた形で全てを転用ではなくて集約化・複

合化する事業となっておりますので、ただいま
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議員のおっしゃった転用事業に変えればという

ことはできないのかなと考えております。 

  いずれにいたしましても、北辰学区学校づく

り協議会から御要望いただいているところでは

ございますので、この起債の条件を達成しなが

ら何とか要望にできる限りお応えできるような

形での検討を進めてまいりますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） とても残念だなという

ふうに思います。できるだけ住民の願い、要望

が出たら、やはりその地域に住み続けたいと思

っている方々が出しているわけですから、その

要望に沿うのが住民が主人公の自治体ではない

でしょうか。そういう在り方を私は市の姿勢と

して求めていきたいと思います。今のお答えは

残念だなと思っています。 

  次に、行きます。 

  先ほどの新型コロナ感染問題について、ＰＣ

Ｒ検査を拡充してはということについてなんで

すが、新型コロナ緊急包括支援交付金というの

がありまして、これを使ってＰＣＲ検査ができ

るんではないかということです。自治体や高齢

者施設などの施設が申請すればＰＣＲ検査に使

えるのではないか、これは11月19日の厚生労働

省の通知にも載っております。 

  自治体こそ、やはり住民に密着しておりまし

て、住民が今震えるような思いで暮らしておら

れるわけですから、希望者が無料で希望すれば

ＰＣＲ検査を受けられるようにすべきだと思う

んです。 

  埼玉県の三芳町は、９月議会で介護・障害者

施設、学校、保育所などを対象に町独自のＰＣ

Ｒ検査をできるように予算1,000万円をかけて

やっております。希望者には無料でやっていま

す。こういったことはやろうと思えばできる。

市民が願っている。今震えるような思いで暮ら

しておられる。高齢者の、あるいは市民の命を

守るために市ができることをやっていただきた

い。どうでしょうか。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 議員の質問の趣旨は十分理解

するところではございますが、基本的にはただ

いまお話がありましたＰＣＲ検査の実施も含め、

新型コロナウイルス感染症対策についてはやは

り国、県が主体的に取り組むべきものと考えて

おるところでございます。 

  今、議員のほうから11月19日付の国のほうで

発出したものの御紹介、お話がありましたけれ

ども、そちらのほうを確認したところ、確かに

11月19日付で高齢者施設等へのＰＣＲ検査の実

施について国のほうで発出しているわけなんで

すが、宛先につきましては都道府県、保健所を

設置している政令市、中核市、東京特別区宛て

にそういった形でＰＣＲ検査のほうをお願いし

たいというような形でありましたので、市町村

はそちらのほうから除かれているような状況、

やはり基本的に除かれているという部分につき

ましては、ただいま申し上げたとおり、新型コ

ロナウイルス感染症対策については国、保健所

を設置している県が責任を持って取り組むべき

だというような形で捉えたところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今言った11月19日の厚

労省の通知によれば、市や高齢者施設、高齢者

施設というのは有料老人ホームなども含めて高

齢者が入っておられる施設の方々ですが、その

方々の入所者あるいは介護従事者などに対して

検査するというふうに市が、あるいはその施設

がやるとなれば、この交付金が使えるというふ

うに言っているんです。 

  市長の気持ち、市長がやるとなれば使えると

いうふうに思うんです。どうですか。 
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田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 今、議員のほうより市が実施

すればという形でのお話があったかと思います

けれども、我々、11月19日付で厚労省が発出し

ている文書の内容については、市というような

形では捉えていないところでございます。 

  やはり、繰り返しになりますが、感染症対策

につきましては、新型コロナウイルスそのもの

が危険度の高い指定感染症の第二類相当に位置

づけられていることを考えれば、やはり国、県

が責務として取り組んでいくものであるという

ような形で考えているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市内に高齢者施設がた

くさんあります。あるいは、介護で働いていら

っしゃる方がたくさんおられます。そこについ

ては、その施設なりがやりたいというふうに申

し出れば、この交付金が使えるようになってい

るわけです。そういったことをお知らせし、こ

の介護従事者らが安心して働けるように、入所

者も安心していられるように、市として御案内

することもできるんじゃないでしょうか。 

  最初に自己負担があったとしても、必ずこの

交付金で補塡されるわけですよ。そういうもの

でないですか。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

下山准一議長 副市長小松 孝君。 

小松 孝副市長 ただいまの御質問の11月19日の

国の通知については、保健所を設置する義務の

ある県または政令市、そのほか保健所を設置し

ている団体についての通知でありまして、それ

らの措置についてはその設置している県または

政令市等の措置というふうに理解しております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は、感染者が出て亡

くなるなんていう方が出てからでは、悲しくて

とてもやりきれない気持ちになるというのは分

かるわけですから、今予防としてそういったこ

とができるということを最大限使ってやるべき

だというふうに思います。 

  次に、医療機関の支援についてですが、医療

機関ではコロナ関連で５割も受診者が減ったと

いう声もありました。これは市内の方です。大

幅な減収で人件費を削減し、少ない人手で、予

防もありますし、長時間労働でやりくりをして

いるとおっしゃっていました。医療を潰すつも

りなのかという声を上げておりました。そうい

った病院関係の経営の支援はどう考えているで

しょうか。 

  千代田区では、新型ウイルス感染症の診察や

患者受入数に応じて支援するというふうに行っ

ております。患者が減って感染症対策に経費に

かさんでいる診療所等に持続的に診療が実施で

きるように支援するということをやっているよ

うです。また、介護事業所には、サービスの種

類に応じて金額を決め、毎月１年間助成すると

まで出しております。 

  医療機関あるいは介護事業所、持続していた

だくため、市の支援、どうお考えかお聞かせく

ださい。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 市の政策、市の事業に起因し

た事案については、市の責務としての支援の必

要はあると考えますが、新型コロナウイルス感

染症につきましては国全体に係る事業でござい

ますので、繰り返しになりますが、基本的には

支援については国で措置すべきものであると捉

えているところです。 

  国におきましても、今、議員のほうからお話

がありましたとおり、経営状況の悪化により業

務継続に支障が生じている医療機関等に対する

支援策を行っておりますし、県においても支援
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策を行っているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 介護事業者の方から、

さきの１人５万円の支援はありがたかったとい

うことでした。しかし、今現在、自分が感染し

ないか、あるいは利用者を感染させてしまわな

いか、不安やリスクを抱えながら高齢者のため

に欠くことのできない事業として必死でケアを

行っているとのことです。 

  コロナが怖いと従事者がやめたり、人員不足

に拍車がかかっている事業所もあります。こう

いうコロナによる利用者減少で収入減を招いて

はならないと思います。 

下山准一議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたしました。 

 

 

散      会 

 

 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を、明日12月９日から12

月14日まで休会したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を12月９日から12月14日ま

で休会し、12月15日午前10時から本会議を再開

いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時４２分 散会 
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令和２年１２月定例会会議録（第４号） 

 

 

令和２年１２月１５日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 下 山 准 一     副議長 新 田 道 尋 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ３番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ６番   押  切  明  弘  議員     ７番   山  科  春  美  議員 

  ８番   庄  司  里  香  議員     ９番   佐  藤  文  一  議員 

 １０番   山  科  正  仁  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠     員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 平 向 真 也  税 務 課 長 森   正 一 

市 民 課 長 荒 田 明 子  環 境 課 長 山 科 雅 寛 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 青 山 左絵子  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 田 宮 真 人  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 荒 澤 精 也  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 亀 井 博 人 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長    
兼教育総務課長 武 田 信 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監査委員事務局 
主 幹 金 谷 佳 代 



- 148 - 

選挙管理委員会     
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 関   孝 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 滝 口 英 憲  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小田桐 まなみ 

 

議 事 日 程 （第４号） 

令和２年１２月１５日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

   （総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 １ 議案第１１５号新庄市市税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ２ 議案第１１６号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ３ 議案第１１７号新庄市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の一部を改正する条例について 

日程第 ４ 議案第１１８号延滞金の割合の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例について 

日程第 ５ 議案第１１９号新庄市立図書館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ６ 議案第１２０号新庄市民プラザの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ７ 議案第１２１号新庄市体育館等の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ８ 請願第３号国に対し「消費税５％以下への引き下げを求める意見書」の提出を求める請願

について 

 

   （産業厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

日程第 ９ 議案第１２２号新庄・最上さくらが丘斎苑の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１０ 議案第１２３号新庄市萩野児童センターの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１１ 議案第１２４号新庄市升形児童館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１２ 議案第１２５号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例について 

日程第１３ 議案第１２６号新庄市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第１２７号新庄市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第１２８号最上圏域下水道共同管理協議会規約の変更について 

日程第１６ 請願第４号新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う米価対策等に関する請願 

 

   （質疑、討論、採決） 

日程第１７ 議案第１０８号令和２年度新庄市一般会計補正予算（第９号） 

日程第１８ 議案第１０９号令和２年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 
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日程第１９ 議案第１１０号令和２年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２０ 議案第１１１号令和２年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２１ 議案第１１２号令和２年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２２ 議案第１２９号令和２年度新庄市一般会計補正予算（第１０号） 

日程第２３ 決議案第１号誹謗中傷をなくし共に支えあうことにより新型コロナウイルス感染症の克服

を目指す決議について 

日程第２４ 議会案第５号最上地区県立高校再編に関する意見書の提出について 
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開      議 

 

 

下山准一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

下山准一議長 日程第１議案第115号新庄市市税

条例の一部を改正する条例についてから日程第

８請願第３号国に対し「消費税５％以下への引

き下げを求める意見書」の提出を求める請願に

ついてまでの８件を一括議題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長山科正仁君。 

   （山科正仁総務文教常任委員長登壇） 

山科正仁総務文教常任委員長 皆さん、おはよう

ございます。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案７件、

請願１件であります。 

  審査のため、12月９日午前10時より議員協議

会室において委員８名出席の下、審査を行いま

した。 

  初めに、議案第115号新庄市市税条例の一部

を改正する条例については、税務課職員の出席

を求め、補足説明を受けた後、審査を行いまし

た。 

  審査に入り、委員より、延滞金の割合は全国

的な率かといった質疑があり、税務課からは、

全国的なものとなるとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、都市計画税を新たに

課税する理由と増税額は幾らかとの質疑があり、

税務課からは、都市計画税の課税区域は、都市

計画区域と区域外とで課税に対する不公平感が

生じてきたため、平成24年から見直しを行って

いる。都市計画区域の用途地域は原則課税、用

途地域に隣接した下水道供用開始区域について

も課税区域とし、３年に一度評価替えに併せて

見直しを図ることとしている。今回の見直しで

は納税義務者数が108名、税額は令和２年度の

評価額で計算すると約192万円になるとの説明

がありました。 

  そのほか、都市計画税が追加される区域の確

認やコロナ禍による改正の考え方、たばこ税の

影響額等についての質疑がありましたが、採決

の結果、全員異議なく可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議案第116号新庄市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例については、税務課職

員の出席を求め、補足説明を受けた後、審査を

行いました。 

  審査に入り、委員より、改正により具体的に

どう変わるのかといった質疑があり、税務課か

らは、個人所得税の見直しの影響として、営業、

農業など給与、年金以外の所得のみの被保険者

1,336人については、課税限度額、介護納付金

の有無を加味していない額だが１万770円の減

と考えている。給与、年金所得者は影響はない

と考えている。また、軽減判定所得の改正につ

いては、営業、農業等のみの所得の場合は判定

所得が10万円上がることになるので、一般論と

して軽減世帯が増加すると考えているとの説明

がありました。 

  その他質疑はなく、採決の結果、全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第117号新庄市地域経済牽引事業

の促進のための固定資産税の課税免除に関する
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条例の一部を改正する条例については、税務課

職員の出席を求め、補足説明を受けた後、審査

を行いました。 

  審査に入り、委員より、経済牽引のため固定

資産税の課税を免除するとは具体的にどのよう

なことかといった質疑があり、税務課からは、

例えば中核工業団地にある企業が地域経済牽引

事業計画を立て、県知事の承認を得てその計画

に基づき工場用地を取得し工場を建てた場合に

その土地建物に課税される固定資産税が３年間

100％免除されるとの説明がありました。 

  その他質疑はなく、採決の結果、全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第118号延滞金の割合の見直しに

伴う関係条例の整備に関する条例については、

財政課、成人福祉課、健康課、上下水道課職員

の出席を求め、補足説明を受けた後、審査を行

いました。 

  審査に入り、委員より、市税条例の改正で延

滞金の割合は令和２年度8.9％が令和３年度

8.8％に、１か月未満の滞納では令和２年度

2.6％が令和３年度2.5％に若干下がるといった

ことであったが、同様かといった質疑があり、

財政課からは、市税条例と同様の改正になると

の説明がありました。 

  その他質疑はなく、採決の結果、全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第119号新庄市立図書館の管理を

行わせる指定管理者の指定については、社会教

育課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、このたびは応募団体

が１団体だが、合格点の基準点はあるのかとい

った質疑があり、社会教育課からは、本年度の

審査から60点未満の場合は１団体でも指定候補

を見送ることとしたとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、評価項目で前回と違

う点はとの質疑があり、社会教育課からは、評

価の視点として、市側が指定管理者に行ってい

ただきたい項目を具体的に挙げている。例えば

公平な利用確保ということで、利用者の意見や

ニーズを取り入れる仕組みがあるかなど具体的

に選定委員も評価しやすいように項目を挙げて

評価していただいたとの説明がありました。 

  また、委員から、財政運営に関してはどのよ

うになっているかとの質疑があり、社会教育課

からは、収支報告書を提出させており、問題は

ないということを選定委員会で確認したとの説

明がありました。 

  そのほか、コロナ感染対策や図書館の人員体

制等についての質疑がありましたが、採決の結

果、全員異議なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第120号新庄市民プラザの管理を

行わせる指定管理者の指定については、社会教

育課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、駐車場について市民

からの相談はあるのかといった質疑があり、社

会教育課からは、市民プラザの利用において駐

車場について狭さについて言われている。また、

中部保育所の利用もあるが、時間帯に応じて対

応していただいているとの説明がありました。 

  その他、市民サイドに立った運営を願うとい

った意見等ありましたが、採決の結果、全員異

議なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第121号新庄市体育館等の管理を

行わせる指定管理者の指定については、社会教

育課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、小中学生無料、高校

生半額で団体の利用料金が減収となると思われ

るが、市の対応はといった質疑があり、社会教

育課からは、今年度の当初予算で小中学生無料、

高校生半額の影響額を前年までの収入状況を加

味しながら指定管理料を増額し、支払いをして

いる。４月、５月のコロナの影響もあるので、
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指定管理団体と協議し、利用料金の減収に伴う

必要な部分の手だてを考えるとの説明がありま

した。 

  また、別の委員からは、利用状況、危機管理

についての採点結果をどのように見ているかと

の質疑があり、社会教育課からは、人気のある

施設で、調整会議に諮りながら利用団体に使用

していただいているが、希望どおりにならない

ということで点数が低かった。また、利用者の

安全性の確保、緊急時の対応については、指定

管理者は様々なマニュアルの下で対応している

が、施設そのものの劣化に伴うことで評価を下

げたと思う。指定管理とともに市の体制につい

ても御意見をいただいたと考えるとの説明があ

りました。 

  そのほか、複数候補者がいた場合の次点の取

扱いについての質疑や、安心して管理できる補

助、委託料としてもらいたいといった意見、利

用しやすい施設となるように市としても管理者

へ助言していただきたいといった意見がありま

したが、採決の結果、全員異議なく可決すべき

ものと決しました。 

  最後に、請願第３号国に対し「消費税５％以

下への引き下げを求める意見書」の提出を求め

る請願については、紹介議員及び税務課職員の

出席を求め、審査を行いました。紹介議員から

の請願の趣旨説明の後、審査に入りました。 

  委員より、緊急経済対策として下げるという

のは分かるが、コロナ終息後も下げるというの

は矛盾しているのではないかといった意見、ま

た別の委員からは、コロナ禍を考えるのであれ

ば時限的にすればよかったのではといった意見、

また別の委員からは、消費税は新庄市に約７億

5,000万円入り、社会保障に使われている。地

方自治に深刻なダメージを与えるものではない

ように感じるといった意見、また別の委員から

は、市民生活の経済の回らない状況、これを回

しやすくする、国の施策として消費税５％への

減税という提案は第一歩として重要なことだと

思うといった意見、また委員より、消費税を大

幅に下げる、そして応能負担にのっとった税制

確立で国に税金が入るようにすべき、そうすれ

ば交付税、補助金などの国の財源が生まれる、

そして市にお金が入るといった意見が出されま

した。 

  その他、議員間で討議をした後、採決した結

果、賛成少数で不採択すべきものと決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山准一議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第115号新庄市市税条例の一部

を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第115号新庄市市税条例の一部を改正す

る条例については、委員長報告のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第115号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第116号新庄市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例について質疑ありませ

んか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第116号新庄市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例については、委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第116号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第117号新庄市地域経済牽引事業

の促進のための固定資産税の課税免除に関する

条例の一部を改正する条例について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第117号新庄市地域経済牽引事業の促進

のための固定資産税の課税免除に関する条例の

一部を改正する条例については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第117号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第118号延滞金の割合の見直しに

伴う関係条例の整備に関する条例について質疑

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第118号延滞金の割合の見直しに伴う関

係条例の整備に関する条例については、委員長

報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第118号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第119号新庄市立図書館の管理を

行わせる指定管理者の指定について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ



- 154 - 

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第119号新庄市立図書館の管理を行わせ

る指定管理者の指定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第119号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第120号新庄市民プラザの管理を

行わせる指定管理者の指定について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第120号新庄市民プラザの管理を行わせ

る指定管理者の指定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第120号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第121号新庄市体育館等の管理を

行わせる指定管理者の指定について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第121号新庄市体育館等の管理を行わせ

る指定管理者の指定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第121号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、請願第３号国に対し「消費税５％以下

への引き下げを求める意見書」の提出を求める

請願について質疑に入ります。質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 賛成、反対どちらですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 原案に賛成討論です。 

下山准一議長 どうぞ。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願第３号国に対し

「消費税５％以下への引き下げを求める意見

書」の提出を求める請願について、賛成討論を

行います。 

  消費税が８％に上げられて以来、国内の消費

は冷え続けています。そこにコロナ禍が来まし

て、大打撃となっています。せめて５％にすれ
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ば、かなりの消費拡大につながります。収入減

に苦しむ多くの市民がこれを望んでいます。こ

の請願は、切実な市民の願いです。市議会議員

として市民に優しい政治をつくる責任があると

私は思います。 

  消費税５％に引き下げてやっていけるのか、

やるべきなのかについての根拠を述べさせてい

ただきます。３つです。 

  １つは、税の大原則は公平性であり、応能負

担が原則です。日本国憲法は、全ての国民は法

の下に平等であるとしています。同じく日本国

憲法が定める納税の義務は、実質的に平等な税

負担をする義務があるということです。実質的

な平等とは、負担感の平等、経済的な能力に応

じて税を負担するということであり、これは憲

法が定めているのです。しかし、現在、消費税

導入以降の30年間で、日本の税制は消費税に過

度に依存する一方、大企業や高額所得者の税負

担は軽くなり、応能負担とは逆方向に進んでい

ます。 

  ２つ目に、消費税の８割が法人税減税に使わ

れ、特に輸出大企業の内部留保に回ったという

ことです。消費税が去年10月に10％に上げられ

ました。消費税は社会保障のため、福祉のため

と言われてきましたが、導入以来、病院の窓口

負担は１割から３割へ、国民年金保険料は

7,700円から１万6,410円に、年金の支給開始年

齢は60歳から65歳に、支給する年金額は事実上

目減りしています。一方、法人税の減税が相次

ぎ、2018年度までに累計で290兆円の法人税減

税が行われました。同じ期間に国民が負担した

消費税は380兆円です。消費税の８割が法人税

減税に充当されたのです。下請の中小企業は部

品を納めるとき大企業から消費税の値引きを求

められます。その一方で、大企業は国から消費

税の還付を受けています。2017年だけで大手輸

出大企業13社では１兆428億円もの還付を受け

ています。輸出大企業は、消費税は払うという

よりもらうものになっています。 

  企業の内部留保は、財務省の法人企業統計に

よりますと2018年度は463兆円です。そのうち

半分近くの234兆円は国内法人数の僅か1.7％の

資本金10億円以上の大企業の内部留保です。法

人税減税は、積極的な設備投資や人件費、下請

業者への発注単価引上げにはつながらず、株主

配当や内部留保に回っています。過度な内部留

保を賃金や雇用、国内投資に振り向けさせるた

めには内部留保への課税が必要です。 

  ３つ目に、国の財源は、大企業や１億円を超

える高額所得者への累進課税の回復でというこ

とです。特に大企業優遇税による減税をやめる

べきです。大手輸出大企業だけで2016年度６兆

3,094億円減税されています。特に大企業に多

い連結法人では法人税の負担は僅かたったの

4.7％という税負担になっています。中小企業

の３分の１以下の税負担の割合です。 

  所得税は、高額な所得者ほど税率が上がる仕

組み、累進課税なのですが、税率の負担で言い

ますと１億円の所得の人の負担率が27.5％で一

番高くなっています。それ以上になると大きく

負担率が下がってきます。なぜかというと証券

税制の20％で課税されるからです。本来あるべ

き所得税の累進制を回復すべきです。 

  2019年度の消費税収は予算で19.4兆円でした。

応能負担の原則に基づいた税制改革を行えば少

なくとも40兆円の税収が出てまいります。財源

はあるんです。 

  そういう意味で、消費税５％への引下げを求

めている市民の立場から賛成の討論を行わせて

いただきました。以上です。 

下山准一議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２８分 休憩 

     午前１０時２９分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第３号国に対し「消費税５％以下への引

き下げを求める意見書」の提出を求める請願に

ついて、委員長報告は不採択でありますが、請

願第３号については原案のとおり採択すること

に賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸君は

反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 押し忘れはございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成３票、反対13票、棄権な

し、賛成少数であります。よって、請願第３号

は不採択とすることに決しました。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

下山准一議長 日程第９議案第122号新庄・最上

さくらが丘斎苑の管理を行わせる指定管理者の

指定についてから日程第16請願第４号新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響に伴う米価対策等

に関する請願についての８件を一括議題といた

します。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

   （今田浩徳産業厚生常任委員長登壇） 

今田浩徳産業厚生常任委員長 おはようございま

す。私から、産業厚生常任委員会の審査の経過

と結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案７件、

請願１件です。 

  審査のため、12月10日午前10時より議員協議

会室において委員８名出席の下、審査を行いま

した。 

  初めに、議案第122号新庄・最上さくらが丘

斎苑の管理を行わせる指定管理者の指定につい

ては、環境課職員の出席を求め、補足説明を受

けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、この業者に決定し

た場合、審査をして、足りない部分についても

う少し改善してもらうといったことは、指定を

出す市として行うのかとの質疑がありました。

環境課からは、今回のセロン東北に関しては平

均点が全て４点以上であり、全ての項目につい

てしっかり管理運営ができるであろうという選

定となっている。もし点数が低いものがあった

場合は、協議しながら必要な点は市から指導し、

改善していただく、そういったことは常々やり

取りしているとの説明がありました。 

  ほかに委員からの質疑はなく、採決の結果、

議案第122号については全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第123号新庄市萩野児童センタ

ーの管理を行わせる指定管理者の指定について

及び議案第124号新庄市升形児童館の管理を行

わせる指定管理者の指定については、子育て推

進課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  初めに、議案第123号新庄市萩野児童センタ

ーの管理を行わせる指定管理者の指定について

は、審査に入り、委員からの質疑はなく、採決

の結果、議案第123号については全員異議なく

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第124号新庄市升形児童館の管理

を行わせる指定管理者の指定については、審査

に入り、委員からの質疑はなく、採決の結果、
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議案第124号については全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第125号新庄市中小企業緊急災

害等対策利子補給基金条例については、商工観

光課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、今後どのぐらいの

金額を利子補給のための基金に考えているのか

との質疑がありました。商工観光課からは、あ

くまでも想定となるが、令和３年度から令和７

年度までの市の利子分として捉えると最大で約

２億2,000万円となるとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、条文に「確実な繰戻

しの方法、期間及び利率を定めて、基金に属す

る現金を歳計現金に繰り替えて」とあるが、基

金が最大２億2,000万円とかなり大きい、制度

的な計画は条例をつくる段階でどのような話合

いになっているかとの質疑がありました。商工

観光課からは、全額基金でとは考えていない。

年度ごとの利子補給金額が県から示されている

ので、その分が徐々に取り崩されていくことに

なる。令和７年度末には基金の残高をゼロにし

なければならないので、臨時交付金を活用した

基金は令和７年度で終わってしまう。令和８年

度以降は一般財源で充当していくことになると

思うとの説明がありました。 

  その他、融資総額についての質疑がありまし

たが、採決の結果、議案第125号については全

員異議なく原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  続いて、議案第126号新庄市道路占用料徴収

条例の一部を改正する条例について及び議案第

127号新庄市法定外公共物管理条例の一部を改

正する条例については、都市整備課職員の出席

を求め、補足説明を受けた後、審査を行いまし

た。 

  初めに、議案第126号新庄市道路占用料徴収

条例の一部を改正する条例については、審査に

入り、委員から、新庄市も地価水準の下落率が

激しい、地価水準が下がっているところが国の

出してくる案に同じ案というのはどうかと思う

が、どう理解するといいかとの質疑がありまし

た。都市整備課からは、市に関しては道路法施

行令の全国的な所在区分の表の料金単価をその

まま採用しており、それに加味するようなこと

は考えていないとの説明がありました。 

  また、別の委員からは、年々新庄市も評価額

が下がっているが、なぜ使用料が上がるのかと

の質疑がありました。都市整備課からは、固定

資産税評価額の上がり下がりがあるとは思うが、

使用料率やその他の要因も含め今回のケースで

言えばほとんど項目の全てが２割ぐらい上がっ

ている状況だが、等級地ごとの国が示した表か

らそのまま適用しているので、新庄市の評価額

をそのまま反映しているという状況にはなって

いないとの説明がありました。 

  その他、共架電線等の取扱いについてや、占

用料を徴収する業者についてなどの質疑があり

ましたが、採決の結果、議案第126号について

は全員異議なく原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  続いて、議案第127号新庄市法定外公共物管

理条例の一部を改正する条例については、審査

に入り、委員から、法定外の土地で誰に帰属す

るのか確定されていないところも市内には様々

ある。個人がその土地の上に建物などを建て、

上空を使っているという場合は占用料に該当す

るのかとの質疑がありました。都市整備課から

は、昔からそうなっているところはあるのかも

しれないが、改めて許可申請を出されたとして

も建物の使用だとすると許可はできないと考え

るとの説明がありました。 

  ほかに委員からの質疑はなく、採決の結果、

議案第127号については全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第128号最上圏域下水道共同管理
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協議会規約の変更については、上下水道課職員

の出席を求め、補足説明を受けた後、審査を行

いました。 

  審査に入り、委員からは、集落排水の終末処

理場についてはこの事業の対象になっているか

との質疑がありました。上下水道課からは、対

象になっていないとの説明がありました。 

  また、委員から、共同事業の中に汚泥監視と

あるが、汚泥処理について実際はどうなってい

るのか、バイオソリッドエナジーが休業状態な

ので、それが終末処理で大変苦労していると思

うが、どうかとの質疑があり、上下水道課から

は、バイオソリッドエナジーは平成30年４月10

日に操業を停止している。現在も動きがないた

め、７町村が独自に処分先に依頼して処分を行

っているとの説明がありました。 

  ほかに委員からの質疑はなく、採決の結果、

議案第128号については全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  最後に、請願第４号新型コロナウイルス感染

症拡大の影響に伴う米価対策等に関する請願に

ついては、請願の紹介議員と説明員として農林

課の職員の出席を求め、紹介議員からの趣旨説

明の後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、純粋にコロナだけ

の需要減がどれくらいあるのか、農林課で調べ

ていれば教えてほしいとの確認があり、農林課

からは、農林水産省では約５万トンと試算され

ているようである。その要因としては、インバ

ウンドの落ち込み、中食、外食の落ち込みによ

るものであるとの説明がありました。 

  そのほか、市内２つの農協の米の概算払いの

価格の比較についてや市の生産調整の達成割合

についての確認がありました。 

  委員からは、作付が最も大きい山形県産はえ

ぬきで1,000円以上下がっている事実はあるが、

収量が今年も取れたため、直接経営放棄するま

でには至っていない。また、再生協議会のメン

バーには地元の農家も入っており、農家の意向

を踏まえた生産計画が達成されている。農水省

でも水田フル活用ビジョンという大きな政策を

掲げ、米以外のものを作付した場合でも減反の

交付金で補助している。今年度に関してはコロ

ナという大きな問題で一時生産調整を強化しな

ければならない状態かもしれないが、そこは農

家の自助努力でクリアすべきものである。また、

ミニマムアクセスは国家間の約束事であり、国

内の法律だけでは対応できないと思うといった

意見が出されました。 

  採決した結果、請願第４号については賛成少

数で不採択すべきものと決しました。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願いします。 

下山准一議長 ただいまの産業厚生常任委員長の

報告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第122号新庄・最上さくらが丘

斎苑の管理を行わせる指定管理者の指定につい

て質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第122号新庄・最上さくらが丘斎苑の管

理を行わせる指定管理者の指定については、委

員長報告のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第122号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第123号新庄市萩野児童センター

の管理を行わせる指定管理者の指定について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第123号新庄市萩野児童センターの管理

を行わせる指定管理者の指定については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第123号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第124号新庄市升形児童館の管理

を行わせる指定管理者の指定について質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第124号新庄市升形児童館の管理を行わ

せる指定管理者の指定については、委員長報告

のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第124号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第125号新庄市中小企業緊急災害

等対策利子補給基金条例について質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第125号新庄市中小企業緊急災害等対策

利子補給基金条例については、委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第125号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第126号新庄市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例について質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第126号新庄市道路占用料徴収条例の一

部を改正する条例については、委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第126号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第127号新庄市法定外公共物管理

条例の一部を改正する条例について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第127号新庄市法定外公共物管理条例の

一部を改正する条例については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第127号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第128号最上圏域下水道共同管理

協議会規約の変更について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第128号最上圏域下水道共同管理協議会

規約の変更については、委員長報告のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第128号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  次に、請願第４号新型コロナウイルス感染症

拡大の影響に伴う米価対策等に関する請願につ

いて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 委員長報告によります

と、貿易品目だから、この決まったことは、下

げるというか、輸入枠の大幅削減はできないん

だという委員のお話があったようですが、請願

には、同じ貿易品目なんですが、脱脂粉乳やバ

ターが大幅輸入枠の削減を行うとしています。

ここは読まれたのでしょうか。ここについてそ

の委員は何とおっしゃっていたのでしょうか。 

  それから、２つ目ですが、請願の内容によれ

ば、ミニマムアクセス米は国内の米消費量の

８％が上限と決められております。現在の米消

費が農林課の課長によりますと５万トンも農林
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水産省の試算では減っていると言われました。

そうしますと米消費量が大幅に減っているとい

うことで、その８％相当というのは現在のミニ

マムアクセス米77万トンではなく57万トンにな

ると請願では述べております。 

  そういう意味では、本当はミニマムアクセス

米の消費量８％相当分ということでは輸入量を

20万トンぐらい現在減らさなければならない米

消費減になっている現在であります。そういう

意味ではＷＴＯに対して是正を進めて輸入を減

らすということは当然のことではないかと思わ

れますが、その点についてどのようにお話しに

なったでしょうか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 ただいまの質問２

点につきましてお答えしますが、常任委員会の

協議の中でそのような話合い、意見は出ません

でした。当然佐藤議員も傍聴しておられました

ので、その点での話がなかったことは御理解で

きているものだと思っております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 常任委員会としてそれ

は無責任だと思います。請願に書かれてある内

容を確かめ、その方向で正しいのかということ

で、正しいのであればその方向で進めるべきと

ころを確かめもせず、話合いもせず不採択とす

るという内容では、私は常任委員として責任を

放棄するものだと思います。常任委員として、

この請願、市民の切実な願いに立った請願をよ

く読みもせず、理解もせず、確かめもせず審議

を行ったという点で、この常任委員会として審

議不足と言っても過言ではないと思いますが、

どうでしょうか。 

  また、農家の声を聞いたのかということです。

農家の声を聞いたところどうだったという答え

は、たった１人でした。しかも、はえぬきで

1,000円以上、下がったと言っていましたが、

農林課長が農協に聞いたら、はえぬきは１つの

農協は1,600円下がった、もう一つの農協は１

俵当たり1,900円下がったと言っているわけで

す。これは1,900円も下がったら農家として大

規模であればあるほど大変なことです。 

  また、はえぬきというのはＶ20と言われて、

食味のすばらしくおいしい米だということで奨

励され、20年ぐらい、何年か分かりませんが、

ずっと推奨されてきたすばらしいおいしい米な

んです。それを山形県として応援し、市として

もそれを作ろうということで頑張ってきたにも

かかわらず、それが一番多く作られていると思

いますが、それが１俵1,900円も下がっている

んです。こういうことでは農家としては本当に

続けていくのが苦しい、大きければ大きいほど

苦しい。そういう市の現状ではないでしょうか。

そういった農家の声は聞いたんでしょうか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 協議の中での話は、

農林課の説明によるものであります。直接農家

から声を聞いたということは当常任委員会では

行っておりません。 

  先ほどの報告にもありましたが、米ばかりで

はなく、水田フル活用ビジョンという大きな政

策の中で作付というところで交付金も頂いてい

るので、全体の中での対応ということでの話で

常任委員会の中ではできております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまフル活用ビジ

ョンで、水田フル活用で交付金も頂いているん

だというお話でありましたが、農家にお聞きし

ますと、この交付金、簡単に言えば米を作らな

いでというか、主食米を作らないでほかのもの

にということでの補助金が交付金ということで

出ているということですが、これをやったとし
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ても主食米を作ったぐらいの収入になるのかお

聞きしました。ならないと農家は言っています。

そういう意味で、一番やはり収入になるのが主

食米なんですが、それがこんなに下がっている

ことで、新庄市の農家の経営は大変苦しい状況

になるということは目に見えるわけです。 

  その立場に立って農家の声を聞いて、もう一

度聞き直して、常任委員会としてやり直しすべ

きだと思います。それが責任だと思います。や

り直しすべきだと思いますが、どうですか。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 議長、今田浩徳。 

下山准一議長 産業厚生常任委員長今田浩徳君。 

今田浩徳産業厚生常任委員長 今回の協議ではそ

ういうところまで入っておりませんし、我々は

しっかり審議したと思っております。以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第４号新型コロナウイルス感染症拡大の

影響に伴う米価対策等に関する請願について、

委員長報告は不採択でありますが、請願第４号

については原案のとおり採択することに賛成の

諸君は賛成のボタンを、反対の諸君は反対のボ

タンを押してください。 

   （電子表決） 

下山准一議長 ボタン押し忘れはありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 それでは締め切ります。 

  投票の結果は、賛成３票、反対12票、棄権１

票、賛成少数であります。よって、請願第４号

は不採択とすることに決しました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時０２分 休憩 

     午前１１時１１分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第１７議案第１０８号令和２

年度新庄市一般会計補正予算（第

９号） 

 

 

下山准一議長 日程第17議案第108号令和２年度

新庄市一般会計補正予算（第９号）を議題とい

たします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 11ページの２款１の３

でふるさと納税のことですが、事業費の報償金

３億6,300万円の増加ということですが、内容

はどうなのか、また次のページのふるさと納税

業務委託料１億7,462万4,000円というこれが増

えていますが、どこに委託なのかお願いします。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 
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渡辺安志総合政策課長 それでは、ただいまの御

質問でふるさと納税の報償費ですけれども、こ

ちらにつきましてはふるさと納税の寄附を頂い

た方の返礼品という形になります。既に前にい

ろいろ話題になったと思いますけれども、返礼

品30％以内という形のお礼品の分になります。 

  委託料に関しては、お礼品の発送等の代行業

務ということで、サイトを使わせていただいて

おりまして、「さとふる」とか「ふるさとチョ

イス」とかそういった、ふるさと納税を申し込

むサイトへの委託料という形になります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 報償費についてなんで

すが、報償費の一番多くが米と聞いております。

その米を玄米から精米にしてやることになると

思いますが、その精米したときにぬかが出ると

思います。そのぬかの使い道はどうなっている

でしょうか。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 存じ上げません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 実は市内のある方から、

一部の方に、米を玄米から精米するということ

で、限られている、１人だか業者が限られてお

りまして、そこにぬかがたまると。そのぬかも

実は油になったり様々使い勝手がすばらしい、

いいものなんです、実は。その物が結局その業

者の簡単に言えば利益になってしまうのかとい

う疑念があるという声がありました。そういう

意味では、そうならないように本当は市内業者

に分けて仕事をしていただくべきかなと思った

んですが、どう思いますか。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 ふるさと納税の返礼品を

提供する事業者の考え方によると思います。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 私から補正に関してお

おむね２点質問させてください。 

  補正予算書16ページと17ページになりますが、

16ページの保健衛生費２の予防費、インフルエ

ンザ予防接種への補助というところで、新聞報

道等によりまして、11月かと思いますが、県が

高齢者に対する支援を打ち出して大体１人

1,000円ぐらいかなと。財源の内訳を拝見しま

すと市も単独で300万円近く出しているという

ことで、今回対象者、妊婦まで加えていただい

たので、非常にタイムリーな補正ではないかな

と推察しますが、これで県のお金を1,000円プ

ラスして、市の財源300ちょっと使っています

が、それで補助額はお１人当たりどれぐらいに

なったのか。 

  例年、概数で申し上げますと大体４割ぐらい、

40何％ぐらいの接種率だと思うんですが、今年

度に関しては現在のところどのような状態にあ

るのか、把握していらっしゃればお伺いいたし

ます。 

  次、17ページの農業費、農業振興費の中で、

ねぎサミットはコロナによる影響で見送られた

というのはこれまで伺っておりますが、その下

の部分ですが、土地利用型と園芸部分の補助金

減額されておりますが、この内容、これもコロ

ナによる影響なのかどうかお伺いいたします。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 インフルエンザの予防接種費

の助成でございますが、議員からお話ありまし

たとおり、これまでは65歳以上の高齢者、60歳

以上で障害をお持ちの方について1,500円ほど

市では助成を行ってきたところでございます。 

  お話ありましたとおり、県でこのたびインフ
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ルエンザと新型コロナウイルスの同時流行に備

えるために、高齢者と妊婦に一律1,000円の補

助を行うという形になったところでございます。 

  さらに、新庄市としましても増額助成したと

いう形になっておりまして、現在、補助額につ

いては高齢者の方については2,800円となって

おります。従前は1,500円でしたので、県が

1,000円、市の増額補助が300円という形でござ

います。妊婦につきましても、これまで市とし

て助成は行っておりませんでした。このたび妊

婦１人当たりについて2,800円ほど助成すると

いう形でございます。内訳については、県の補

助が1,000円、市の単独補助が1,800円という形

でございます。 

  インフルエンザの現在の接種率ですが、11月

末段階で5,997人の方が接種しております。接

種率に直しますと53.3％という形になっており

ます。昨年の同時期で接種した方が4,083人で

ございましたので、昨年度と比べますと1.5倍

ほどになっております。令和元年度の全体の接

種率が47.1％という形でしたので、現段階では

やはり助成額を増額したことや、皆さん感染予

防のために接種をする方が増えておりますので、

おのずと接種率が上がったという形で捉えてい

るところでございます。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 それでは、まず産地パワーア

ップ事業補助金、土地利用型作物についてお答

えさせていただきます。 

  この事業につきましては、新体制での作業受

託、組合組織の立ち上げということで頑張って

いただいておりましたけれども、県と協議をし

た結果、事業内容の精査が必要になってきたと

いうことで、令和３年度に改めて申請をしてい

ただくということで、今年度の予算措置をする

つもりでおります。 

  また、園芸大国やまがた産地育成支援事業補

助金につきましては、１つの法人、また１つの

組合ということで、いずれも園芸作物品目の鉢

花、タラノメ、リンドウを生産してる方々でご

ざいます。その方々につきましては、コロナ禍

におきまして設備投資に不安があるため取り下

げたものでございます。次年度以降に状況を鑑

みまして改めて対応したいと考えておるところ

でございます。以上です。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 分かりました。予防接

種に関してですが、ピーク、多分１月、これか

ら１月ぐらいかなと推察、現在で50％を超える

ということで、前年比1.5倍ということであり

ますので、市報等での周知は既に済んでいるも

のと思っておりますが、できるだけ100％に近

づける方策を立てていただきたい。 

  若干疑問です。インフルエンザの予防接種自

体は10月ぐらいから受けていらっしゃる方もい

らっしゃると。そうすると県のプラス1,000円

の決定前に既に予防接種をされている方がいら

っしゃると思いますが、その方への補助の出し

方はどのように考えていらっしゃるのか。 

  農林のほうですが、いずれにしろコロナで組

織を見送った都合上、補助関係は令和３年度に

移行するんだということですね。 

  ねぎサミットの話はしませんけれども、いず

れにしろ主食用米を栽培するよりもはるかに高

収益な品目なんですね。米以外もうからないと

いう方もいらっしゃる一方で、園芸振興、ネギ

なんか特に産地化もされ、農協単位の出荷ある

いは法人での出荷があるように、我が地域の主

戦力、よろしければ来年以降、補助は分かりま

した、ねぎサミットに代替するような、そうい

った全国レベルの集まり、予定はあるのかない

のかお伺いいたします。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 
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田宮真人健康課長 ただいま議員からお話ありま

したとおり、インフルエンザの予防接種につい

ては10月１日から開始しておるところです。 

  県の補助につきましては、その後10月10日過

ぎだったかと思いますけれども、決まったとい

う形になっておりまして、既に予防接種を終え

た方がおられます。その方につきましては、

我々の助成措置は10月１日から遡及して行うと

いう形でやっておりますので、既に終わってい

る方については遡って償還払いということで立

て替えていただきました。2,800円から1,500円

の差額となります1,300円についてはお返しす

るといいますか、そのような形で考えていると

ころです。 

  人数的には、既に時期が終わっておりますの

で、高齢者の方で県の決定前に受けた方が955

人という形になっております。 

  予算書の16ページの予防接種事業費の一番下

に補正予算を計上させていただいておりますが、

インフルエンザ予防接種費用支援事業費補助金

117万円ということで計上しておりますが、そ

ちらで既に終えた方については償還払いしたい

という形で考えているところでございます。 

  妊婦につきましては、全てが県の決定後に接

種しているという形ですので、償還払いの対象

となる方はおらないという形になっております。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

下山准一議長 農林課長三浦重実君。 

三浦重実農林課長 全国ねぎサミットでございま

すけれども、コロナ禍におきまして、関係機関、

団体の皆様方の御理解、御協力をいただきなが

ら進めてまいりましたけれども、実行委員会の

立ち上げ、また総会の開催もできない状況にあ

り、移動自粛の中、全国的なイベントでありま

したことから、関係者の方には令和３年の秋に

開催を延期させていただくことで承認をいただ

いているところでございます。コロナ禍におけ

る令和３年度のねぎサミット開催の在り方につ

きまして、今後検討してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

  また、それ以外の全国的なイベントは今のと

ころ考えているところではございません。 

  以上です。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

下山准一議長 石川正志君。 

１４番（石川正志議員） 農林のほうは理解しま

した。 

  健康課、それ以前、10月ぐらいで受診された

方には還付するという答弁をいただきましたが、

まだまだこれからです。多分まだもらっていな

いという方の声もあるので、もう一回、その通

知の仕方、それからどのような形で還付してい

くのかというところをもう一回答弁いただけれ

ばと思います。 

  それから、このたび県と市の単独合わせてお

１人2,800円というところの補助でございます。

大体医療機関によって違うかと思いますが、イ

ンフルエンザ１回接種すると3,500円ぐらい、

4,000円ぐらいかかるんじゃないかなと。従来

どおりの1,500円は、補助がないよりはいいで

すけれども、補助率が4,000円とすれば50％を

切ってしまっている。あとは一概に他市と比較

すべきじゃないと思うんですが、13市中、新庄

市のこれまでの補助金1,500円、ちょっと安い

ほうじゃないかなと考えております。 

  このたびはコロナに対応した部分で県の１人

1,000円というのが非常に大きいボリュームを

占めるんですけれども、コロナが終息すればこ

の補助は効力を失ってしまうので、従来の高齢

者であれば１人1,500円に戻ると推測されます

が、今後これからもある程度高齢者や妊婦には

もう少し温かい支援をしてはいかがかと思うの

ですが、そのような話は市長部局の間でされて

いるのかどうかお伺いいたします。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 
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田宮真人健康課長 まず償還払いの部分での返金

手続ということでありますが、私どもからまず

該当なる方について申請書を送付しまして、そ

ちらの申請書に記入していただきまして、口座

番号等記入していただきまして、返送していた

だいたものについて決定通知書と返金手続を行

うという形を今考えておるところです。中にま

だなってない方がおられるということであれば、

もう一度確認させていただければと思っておる

ところです。 

  先ほど対象者について「995人」ということ

で申し上げましたが、数字が間違っておりまし

た。大変申し訳ございませんでした。「905人」

でありました。 

  次に、新庄市、今回助成額については2,800

円ほど行ったということで、これまでは高齢者

のみ1,500円の補助ということでございました。

今回の同時流行に備えた13市の状況については、

確認しているところでは2,500円の市が１市、

2,700円の市が１市、3,000円の市が２市、全額

助成しているところが４市という形となってお

ります。先ほど議員からお話ありましたとおり、

接種料金については医療機関によって違います

ので、おおむね3,000円から4,000円の間なのか

なという形で捉えております。全額助成してい

る市におきましては3,800円ほど助成している、

その市の接種料金がそのような形だということ

で理解しているところでございます。 

  従前の1,500円の助成が13市の中でどのよう

な位置にあるかということなんですが、13市の

平均としては1,761円という形になっておりま

す。新庄市の1,500円につきましては13市中13

番目という形でございます。 

  今回の2,800円の助成措置につきましては、

議員からお話ありましたとおり、県におきまし

てはあくまでもインフルエンザと新型コロナウ

イルスの同時流行に備えた措置という形になっ

ておりますので、今年限りの単年度の措置とい

う形で、市も県に準拠して同じような対応とい

うことで考えているところなんですが、今申し

上げましたとおり、元の1,500円という助成に

ついては13市中低いほうだということもありま

して、今後、新年度の予算の中で増額を検討し

ていきたいと考えておるところでございます。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） 関連したものなんです

けれども、２点ほど質問させていただきます。 

  まず９ページ、18款１項２目ふるさと納税寄

附金について、次に12ページ、２款１項７目ま

ちづくり応援基金について質問させていただき

ます。 

  まず、ふるさと納税寄附金についてなんです

けれども、寄附の用途を６つの事業から選べる

という形になっておるんですが、それぞれの寄

附の内容の数値をお聞かせいただければと思い

ます。 

  まちづくり応援基金なんですけれども、基金

に対して一般会計で全て使用のものなのか、も

しそうであれば今年度基金を取り崩す予定とか

はあるのかどうかお伺いしたいと思います。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 それではまず初めに、ふ

るさと納税の寄附の用途分類という形で６つあ

るんですけれども、それの11月末現在での状況

を御説明いたします。 

  まず、この補正予算をつくる段階で10月ぐら

いからいろいろ検討したんですが、11月に入り

まして週末を中心に１日に寄附額が1,000万円

を超える日が少し出てきたということと、11月

15日には寄附日額で1,672万円という形で今年

度最高額を記録しているような状況でございま

す。11月末では寄附件数９万275件ということ

で、総額９億4,800万円ほどになっていると。 
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  その中で、６つの寄附者の意向を調べてみま

すと、産業の振興に関する事業として4.13％、

医療や福祉の充実に関する事業に11.76％、教

育、文化、スポーツの振興に関する事業に

4.95％、社会生活基盤の充実に関する事業が

1.13％、環境の保全に関する事業が3.07％、地

域づくりに関する事業ということで1.15％なん

ですが、指定をしてこない寄附者がたくさんお

られまして、全体の73.62％ということで、指

定をしていただいていない方が大変多いです。 

  今年におきましては、７月の豪雨災害により

まして、返礼品のない災害寄附というのもサイ

トで開いていただきまして、こちらが0.18％と

いう形で、全体の９万275件のうちそのような

件数の割合で頂いているという形になります。 

  なお、基金の取崩しにつきまして、繰入金で

すけれども、まず今年度当初では１億円という

形でさせていただいておりまして、後ほど追加

補正にもまた繰入れを計上させていただいてお

りますので、今年度は当初予算の１億円、あと

追加補正での繰入れという形でこちらの基金を

使いたいと考えております。 

  今年度の寄附につきましてはまだ確定してお

りませんので、今後年度末までに確定した段階

で検討していくことになるかなと思っておりま

す。以上です。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） 医療や福祉の充実に関

するものが11.76％と多いようなのですけれど

も、さらにこの６項目を細分化するようなこと

ができるのか、可能なのか、また項目を増やす

ことが簡単にできるものかどうか、まず聞きた

いのと、先ほどのまちづくり応援基金に対しま

して９億円という金額があるんですけれども、

今年度終了してからという話なんですが、今現

状の金額を取り崩して今年度中に何かしら考え

ているのかどうかというものを再度、分かりづ

らいかな、今現状、入ってきている金額の確定

しているものに対して基金を取り崩して今年度

中に使うもの、それが可能なのか、もし可能で

あればそういう予定はあるのかどうかというこ

とを再度お伺いしたいと思います。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 まず先ほど申し上げまし

たように、これから御審議いただく追加のほう

に基金の繰入金を入れさせていただいておりま

す。こちらにつきましては、令和２年３月31日

で確定した部分から繰り入れているということ

で、今現在、現金は入っているんですけれども、

予算としてその基金の部分を入れておりますけ

れども、それらを確定させてからということで、

今年度の寄附の部分についてではなく、今積み

立てているものからの活用は今後も検討してい

るというところでございます。 

  もう１点、まちづくり応援寄附金の充当なん

ですけれども、毎年市報でお知らせしているん

ですけれども、こちらにつきましては条例とい

う形で定めておりますので、条例改正になるの

かなと、もしするとすればなるわけです。 

  ただ、細分化につきましては、あまり細分化

するとそこに特定し過ぎたり、なかった場合と

か汎用性の部分、また市でいろいろなことをや

りたい、市民からの要望があったときに、大き

な分類でやっていたほうが我々としてはいいの

かなという感じでおります。細分化というより、

今申し上げましたような、ある程度の大きな産

業とか医療とか分類して、その中で政策として

やっていくものに使っていったほうがいいのか

なということを現実としては考えているところ

でございます。やるとすれば条例改正なんです

けれども、私どもとしては大きな分類でやった

ほうがいいのかなと思っています。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 
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９ 番（佐藤文一議員） 分かりました。 

  先ほど最初の質問で、73.62％の方が内容を

使い道に対しては選んでいないということで、

これは自由にこちらで新庄市としての考えで使

えるような金額として受け止めてよろしいでし

ょうか。それと、今までこういう使途、用途を

指定しなかった金額はどのような形で現在まで

使われていたのか、ある程度でいいですので、

教えていただければと思います。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 先ほど申し上げましたよ

うに、寄附者の意向もありますので、それを酌

みながら、指定なしという方、ふるさと納税で

寄附をしますので市で使ってくださいという趣

旨だと思いますので、様々な事業をやる上での

財源として、この６つの部分に関わらない部分

もありますけれども、その６つの部分、産業、

医療、それらに振り分けながら、必要だと思う

市の事業にありがたく使わせていただいている

と。このルール、指定されてないものに対して

どの比率とかというルールはないんですけれど

も、そうした６つのジャンルの部分でありがた

く、寄附者の方はどのジャンルでもいいですよ

という意向だと思いますので、使わせていただ

いているという形でございます。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） ９ページ、歳入18款寄

附金１項２目ふるさと納税寄附金12億1,000万

円、併せて11ページ、歳出２款総務費１項７目

企画費、ふるさと納税事業費12億1,000万円に

ついてお尋ねします。既にお二方が質問してい

ますので、重複しないようにしてお尋ねしたい

と思います。 

  まず最初に、制度スタートしたときには、た

しか私の記憶では3,000万円台だったと思うん

ですが、それが10億円を超えてこの金額まで達

したということについては評価したいと思いま

す。そのためには、新庄市の魅力を映している

一つの鏡だと思うので、今後の決算の結果を見

て、今後どうしていくかということも考えてい

きたいと思います。 

  まず１点目は、先ほど９万8,000という数字

が出たんですけれども、これは件数でしょうか、

それとも納税者の人数でしょうか。 

  それから、先ほど聞いた返礼品、米しか挙が

っていませんでしたが、返礼品のトップ３につ

いて、トップ３ぐらい分かっていましたら教え

ていただきたい。とりわけ米については何トン

でしょうか。 

  それから、先ほど12億1,000万円は年度途中

の経過だということですが、そうすると最初の

数字ではないわけでありますので、今後その12

億1,000万円まで満額になれば一番いいわけで

す。まずはその点についてお尋ねします。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 それでは、まず１点目の

先ほど私が11月末での寄附件数９万275件と言

った分は件数でございまして、人数では把握し

ておりません。重複している方もいらっしゃる

かと思います。 

  もう１点、返礼品のトップ３ということで、

こちらは12月１日現在で把握したものがござい

まして、１位がやはりお米で90.26％、２位が

牛肉で5.24％、３位は工業団地の企業がお作り

している革製品が1.01％という形で、こちらが

トップ３という形になろうかと思います。 

  最後の部分で、今回の補正で12億1,000万円

ということで、最終的にどのように見込まれる

かということでよろしいでしょうか。 

  先ほど八鍬議員から12億1,000万円の補正で

最終的に決算の見込みとしてということですけ

れども、最大限、報償費や通信費がないように
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ということでマックスで予算を計算させていた

だいているところですけれども、ふるさと納税

につきましては当初予算で２億円でしたけれど

も、これまで５月、６月と補正で７億円させて

いただきまして、現在９億円という予算になっ

ております。今回の補正におきまして合計21億

1,000万円という形で見込ませていただいてい

るところでございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 自主財源の少ない本市

にとってはこの12億円を超える金額というのは

相当大きいです。新庄市の市税収入は、自主財

源の市税収入は45億円ちょっとしかありません

から、そこから割り返しますと市税収入の

26.7％に相当する大きな自主財源にある意味で

はなってくるのではないか、そういう観点でお

尋ねしているわけです。 

  それで、米が９割ということですが、もし分

かっていましたら重さとか、例えば市民に言っ

ていくときに、新庄市の米というのは評判いい

よと、俵数に直せば5,000俵がふるさと納税で

新庄市が求められているんだよと。いわゆる返

礼品の割高感とかそういうこともありますけれ

ども、やはりトップが米というのはきちっと見

直したほうがいいんではないかなと思うので、

もし分かっていましたら、数量、お願いします。

割り返せばいいのかな。 

下山准一議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時４７分 休憩 

     午前１１時４８分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 八鍬議員から最初にトン

数と言われていたのをお答えしなくて申し訳ご

ざいませんでした。 

  正式な数値がないので、申し訳ございません

が、調べておきたいと思います。申し訳ござい

ません。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） ぜひそういう結果を市

民に分かりやすいようにしていただきたいと思

いますし、今後の課題についてもいろいろあり

ますけれども、制度と基金の活用については別

の機会に譲りたいと思います。ありがとうござ

いました。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 私からは３点ほど質問

させていただきます。 

  14ページの３款民生費１項４目になりますか、

障害者自立支援費ということで、この内容につ

いてお聞きしたいです。 

  次は15ページの３款民生費２項児童福祉費２

目ですね、児童母子措置費ということで、この

内容についても、金額はお聞きしているんです

けれども、どのぐらいの事業規模というか、内

容についてももう少し詳しく教えていただきた

いです。 

  最後になります。19ページの７款商工費１項

商工費５目の新型コロナウイルス対策費という

ことで18節であります。市内業者のということ

で事業費、ここについての詳しい内容をもう一

度お聞かせください。お願いします。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、

青山左絵子。 

下山准一議長 成人福祉課長兼福祉事務所長青山

左絵子さん。 

青山左絵子成人福祉課長兼福祉事務所長 最初に

私から、障害者自立支援給付事業費の介護給付

費・訓練等給付費等の内訳について御説明いた
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します。 

  この給付費等なんですけれども、当初予算で

は、今年度の予算、昨年度と同額で当初予算を

置いたところですけれども、そのときは明らか

な伸びというものがなかったものですからそう

いった形になってしまったんですけれども、今

年度上半期経過してみますとやはりここ何年か

の傾向のとおり伸びてきておるということでの

補正でございます。 

  この事業にたくさんメニューあるんですけれ

ども、その中で一番伸びが著しいのが就労継続

支援Ｂ型に係る給付費でございまして、こちら

が昨年度上半期の比較で17％ほど金額で伸びて

いるところでございます。そのほかには生活介

護と施設入所支援ということで、こちらは入所

されている方への給付費なんですけれども、こ

ちらも人数、金額ともに伸びているところでご

ざいます。以上です。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

下山准一議長 子育て推進課長兼福祉事務所長西

田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 児童母

子措置費についてでございます。こちらにつき

ましては、今回、ひとり親世帯応援金給付費と

いった金額をのせさせていただいております。

こちらにつきましては、緊急経済対策の第４弾

で実施しました国の事業によりますひとり親世

帯臨時特別給付金支給事業というのがございま

したけれども、これにつきまして県が独自で応

援金を給付するといったようなものでございま

す。こちらにつきましては県が新たに１世帯に

つき３万円といったような予算を計上しており

ます。 

  見込みとしましては、11月末現在で新庄市に

おきまして102人が申請しているところです。

今後、少し見込みとして、まだ１月31日を締切

りとしていますので、その後２月に給付する予

定ですけれども、予算としましては130人を見

込んでおるところでございます。以上です。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 補正予算書19ページの７

款商工費５目の新型コロナウイルス対策費の市

内事業者売上減少対策事業費についての御質問

をいただきました。 

  こちらにつきましては、下段の飲食店等応援

給付金については精算による減額になります。

当初予定しておったよりも少なかったというこ

とで減額させていただいています。 

  また、事業者持続化給付金につきましては、

国の制度の給付を受けた方に対し10％上乗せす

る制度でございまして、こちらにつきましては

想定よりもはるかに多くの方が申請されており

まして、一般質問でも1,100件を超えるという

ことでお答えしておりますけれども、それをま

た再度上回るような状況にございますもんです

から、補正をさせていただいて増額をするとい

うことでございます。よろしくお願いしたいと

思います。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 丁寧な答弁ありがとう

ございます。 

  一番最初の自立支援の件なんですけれども、

Ｂ型作業所とかそういうところの事業にという

ことで、やはり障害者の方も仕事を探している

とか、やりがいとかそういうことを見つけたい

ということで、いろいろな方がそういうふうに

活動されるということの金額になっているとい

うことで、よかったなと思っております。今後

ともその部分についてはぜひとも自立を促して、

やりがいとかを見つけてあげられるように、ぜ

ひともお願いいたします。 

  ２点目の追加措置の独り親政策の件なんです

けれども、２月給付とされているんですけれど
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も、なるべく早い感じで本当は給付していただ

けたらなという気持ちでお聞きいたしました。

ぜひとも早めにということでよろしくお願いい

たします。 

  ３点目の商工観光課の新型コロナウイルスの

対策費なんですけれども、一部では飲食店の給

付事業は一番最初の市のものと違って給付が遅

いということを随分私自身いろいろ聞いている

んですけれども、そちらの課ではそのような問

合せとかそういうことについてございますでし

ょうか。よろしくお願いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 コロナ対策の給付金につ

きましては、国・県、市ということで様々なと

ころから出されているわけですけれども、その

申請の事務に関わるスピード感といいますか、

なるべく早くに給付したいという思いから市が

単独で行った部分もございます。 

  また、国の制度と県の制度についても、いろ

いろな形で支援を行ったり問合せを受けたりし

ている部分もございます。直接こちらでできる

部分とできない部分がございますが、まだ申請

が締切りになってない部分もございますので、

そういったことについては周知しながら進めて

いるというようなところでございます。 

  また、市のかさ上げと給付につきましては、

おおむね終わる時期も見えてきておりますので、

また締切時期が今後まだ残っている事業につき

ましては事業者に再度周知をしているところで

ございますので、そちらを御理解いただければ

と思っております。よろしくお願いします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

下山准一議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） やはり市の事業と違っ

て国や県の事業はスケールが違うから、なかな

かお金もすぐに来ないという現状なんだと思っ

てお聞きしておりましたけれども、今後とも窓

口で質問とか意見とかそういうことがあると思

いますし、そろそろ締切りも随時来ていると思

いますので、その点についても再度窓口対応を

よろしくお願いしたいと思っております。 

  以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 歳入、９ページの16款

県支出金２項３目のインフルエンザ予防接種支

援事業補助金と関連しまして、歳出につきまし

ては16ページ、４款１項２目予防費の予防接種

事業費について伺います。 

  先ほど質問がありまして、この事業というの

がまずは県の事業だということです。今回、冬

の新型コロナウイルスと季節性のインフルエン

ザの同時流行に備えて、県としては、定期接種

の対象者である高齢者と任意接種の対象である

妊婦の方を対象にして助成金を支給するという

事業であるという理解をいたしました。 

  新庄市においては、先ほども課長が答弁して

いらっしゃいますが、県の通知に従って、県の

事業内容に従って定期接種対象者と任意接種対

象者について助成事業を行っているということ

ですが、今回のコロナウイルスが蔓延していっ

ている中で、まずは昨年のインフルエンザの接

種状況、県内35市町村の全てにおいてどのよう

に実施しているのかということを確認してみま

すと、まずは定期接種に関してはもちろんです

が、先ほどもあったように、35市町村全てにお

いて自治体の市町村の助成額が、一部助成する

額が全くそれぞれ違うわけではあるんですが、

今度は任意接種の対象者である部分についてま

た状況を見てみますと、インフルエンザワクチ

ンを小児に対して予防接種を行っている自治体、

昨年の段階ですと新庄市を含めて５市２町で助

成を行っていない状況でありました。しかし、

国の通知を基に今年度、今年というのは、今年
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限り、今年度限りというただし書がある状態で

はありますが、新庄市を含めて２市以外は全て

その定期接種対象者のほかに国で呼びかけた小

児を含む優先的な接種対象者に対してインフル

エンザ予防接種費用の一部について助成を行っ

ています。 

  新庄市において、県の通知、県の事業内容に

従ったということでありますが、国の通知に基

づくと季節性のインフルエンザワクチンの供給

量を今年最大限に、最大量にした、準備したと

いうそういった趣旨も考えますと、新庄市とし

て今年に限ってでもいいので従来の接種対象及

び県が示した任意接種の対象者の範囲を広げて

事業を行うべきではないのかなと思ったところ

でした。 

  それで、接種対象者に対して、県の事業の範

囲のみにとどめたという理由について伺いたい

と思います。 

下山准一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午後０時０２分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  代表監査委員大場隆司君より欠席届が出てお

りますので、よろしくお願いいたします。 

  なお、奥山省三議員より少し遅れるとの連絡

がありました。 

  ここで総合政策課長より発言の申出がありま

すので、これを許可します。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 先ほどの八鍬議員から御

質問いただきました現在のお米の提供トン数と

いうことでしたけれども、11月末時点でのお米

の寄附金から割り返した、積み上げというより

は割り返した試算値ということで参考にさせて

もらいますけれども、約855トンほど出ている

ということでございます。 

下山准一議長 それでは、先ほどの叶内恵子さん

の質問にお答えをいただきたいと思います。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 叶内議員の御質問にお答えす

る前に、恐縮でありますが、午前中、石川議員

より御質問ありましたインフルエンザの予防接

種の件で、県の助成決定前に予防接種された方

への返金手続の件でございますが、このたびの

補正予算を御審議いただきまして、可決後に該

当者905名の方に申請書をお送りしまして手続

を進めていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  それでは、叶内議員の御質問にお答えいたし

ます。 

  議員からお話ありました国の通知では、高齢

者、妊婦、小児への接種を推奨しているという

こと、県内でも８市におきまして高齢者、妊婦

以外の方について予防接種の対象を拡大してい

るということについては、私も存じ上げておる

ところでございます。 

  その部分を踏まえまして、県におきましては、

お話ありましたとおり、罹患すると重症化しや

すい65歳以上の高齢者と重症化リスクのある妊

婦について、県がワクチンの逼迫を防止する観

点から助成対象者の優先度を考え決定したと伺

っておりますので、市としましてもそういった

観点から県に準拠、対象については県に準拠し

ていきたいと考えているところでございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 課長が今おっしゃった

８市というのは通常の状態の、今回のコロナウ

イルスに係るものではなく、通常の昨年度まで

の８市という理解でよろしいでしょうか。なの

で、５市が任意接種対象者に対して助成は一部
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でも行っていないという答弁と理解させていた

だいて、今年度に関しては２市ですね、任意対

象者に対して助成を行っていない自治体に新庄

市ともう１市ということでよろしいでしょうか。 

  それで、県の優先順位ということで、それに

従ったということなんですが、34市それぞれ国

が示すとおりに地域の実情に応じて接種の対象

者に対して助成を行っておりました。早いとこ

ろであれば10月、早いところだと９月下旬から

インターネットにアップされておりました。遅

いところであれば12月９日というところが最終

にアップされていたかなと思うんですが。 

  地域の実情に合わせるといった場合に、それ

ぞれの自治体、医療関係者というか、医療に対

して専門的な知識を持っている方はやはり少な

いと思います。現場の状況も分かっていらっし

ゃらない方のほうが多いのではないかなと思う

んですが、その際、多くの自治体が地域の実情

に合わせるために地域の医師会であったりに意

見を聞いているように伺っております。 

  新庄市においてこの決定する場合、地域の実

情に合わせるということを考えた場合、どのよ

うな行動というか、どのようなことをされて、

そして県の事業内容に従うにしても、地域の実

情を把握して枠を広げたということを考えた場

合、地域の実情を確認するためにどのようなこ

とを行ったのか伺います。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 このたびの助成額の決定につ

きましては、先ほど申し上げましたとおり、県

の内容に準拠したという形でございます。その

後、地元医師会に今年度についてはこういった

形で行っていきたいということで御連絡、御通

知したところでありますが、その際について特

に1,500円から2,800円になったということにつ

いては特には御意見をいただかなかったところ

でございます。 

３ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

下山准一議長 叶内恵子さん。 

３ 番（叶内恵子議員） 例えばもう１市、小児

であったり基礎疾患のある方に対してインフル

エンザワクチンの接種を決めなかったという自

治体にしても明確なその理由がありました。 

  そうなると新庄市としては市民の命を、どう

なんでしょうかね、厳しい言葉で言うと、イン

フルエンザワクチンによって守るのではなくて、

もしかしたら選別をするということにつながる

のではないかと思うところがあります。 

  今回なぜインフルエンザのワクチンを国が増

やしたのか、増量したのか、最大限増やした、

それは医療現場、医療提供の逼迫を懸念したと

いうところが大きかったのではないかと思いま

す。新型コロナウイルスを発症した場合でもイ

ンフルエンザが発症した場合でも発熱症状が現

れる、この発熱症状を鑑別するということが、

どっちによるのかというのが難しいために、イ

ンフルエンザワクチンの予防接種を奨励したと

いうことが背景にあると思います。 

  日本感染症学会においても、提言によって、

接種が強く推奨される方々で希望する場合に接

種の機会を逸することないように接種の時期に

ついて呼びかけを行ってくれという通知が出さ

れているかと思います。 

  これに基づくならば、任意接種の対象者につ

いて、県の事業は妊婦ということであるんです

が、これを市民に対して命を守っていくという

ことを前提にした場合に、一部その金額の多寡

だけではなくて、助成事業を行うということで

誘導していくということにつながっていったの

ではないかなと思います。 

  今後の課題であるのではないかと思うんです

が、最上管内の７町村全て、全町民に対してワ

クチンの接種に一部助成を行って実行している、

また県内の市町村においても同じような形で進

めているということを考えると新庄市としても
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もう一歩踏み込んで助成の範囲を広げるべきで

はなかったのかなと思うんですが、市としてど

のように考えるのか再度伺います。 

田宮真人健康課長 議長、田宮真人。 

下山准一議長 健康課長田宮真人君。 

田宮真人健康課長 65歳以上の高齢者の予防接種

については、議員のおっしゃるとおり法定の定

期接種の対象となっておるところでございます。

それ以外の方については国では法定の定期接種

に含まれていないという形で捉えている形とな

っております。当然小児の方のインフルエンザ

の予防接種も議員からお話ありましたとおり任

意接種の対象者となっております。 

  市としましては、まずは法定接種、国でリス

クが高いとされる方については必ずしなければ

ならないということで、これまでも、コロナ発

生前も同じような形で助成を行ってきたところ

なんですが、それ以外の任意接種の部分ですが、

いろいろな考え方があろうかとは思いますが、

先ほど申し上げましたとおり、県でも助成対象

者の優先度を考えて決定したという形でござい

ましたので、新庄市としてもそのとおりだとい

う形で捉えましたので準拠したという形でござ

います。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第108号令和２年度新庄市一般会計補正

予算（第９号）は、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第108号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１８議案第１０９号令和２

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号） 

 

 

下山准一議長 日程第18議案第109号令和２年度

新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第109号令和２年度新庄市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第109号は原案のとおり可決されました。 
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日程第１９議案第１１０号令和２

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第19議案第110号令和２年度

新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第110号令和２年度新庄市介護保険事業

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第110号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２０議案第１１１号令和２

年度新庄市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第20議案第111号令和２年度

新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第111号令和２年度新庄市後期高齢者医

療事業特別会計補正予算（第２号）は、原案の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第111号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２１議案第１１２号令和２

年度新庄市下水道事業会計補正予

算（第２号） 

 

 

下山准一議長 日程第21議案第112号令和２年度

新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）を議

題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第112号令和２年度新庄市下水道事業会

計補正予算（第２号）は、原案のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第112号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午後１時１６分 休憩 

     午後１時２４分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

下山准一議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで、議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長石川正志君。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告い

たします。 

  本日午後１時18分から、議会運営委員６名出

席の下、執行部から副市長、関係課長並びに議

会事務局職員の出席を求め、議会運営委員会を

開催し、本日の本会議における議事日程の追加

について協議をしたところであります。 

  協議の結果、議案第129号令和２年度新庄市

一般会計補正予算（第10号）、決議案第１号誹

謗中傷をなくし共に支えあうことにより新型コ

ロナウイルス感染症の克服を目指す決議につい

て、議会案第５号最上地区県立高校再編に関す

る意見書の提出についての補正予算１件、決議

案１件、議会案１件の計３件を本日の議事日程

に追加することにいたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た補正予算１件、決議案１件、議会案１件を本

日の議事日程に追加することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

補正予算１件、決議案１件、議会案１件を本日

の議事日程に追加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午後１時２７分 休憩 

     午後１時２９分 開議 

 

下山准一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２２議案第１２９号令和２

年度新庄市一般会計補正予算（第

１０号） 

 

 

下山准一議長 それでは追加日程に入ります。 

  日程第22議案第129号令和２年度新庄市一般

会計補正予算（第10号）を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 
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  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第129号令和２年

度新庄市一般会計補正予算について御説明申し

上げます。 

  このたびの補正予算につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症に係る各種対策をさらに推

し進めるため、追加で提案するものであります。 

  補正予算書１ページ、一般会計補正予算であ

りますが、歳入歳出それぞれ5,582万2,000円を

追加し、補正後の予算総額を264億2,899万

1,000円とするものであります。 

  内容といたしましては、６ページの歳出であ

りますが、国の補正予算関連といたしまして、

３款２項２目にひとり親世帯臨時特別給付金を

計上しておりますが、これにつきましては６月

補正予算により支給した同様の給付金について

再支給を行うもので、対象世帯に対し１世帯５

万円、第２子以降１人につき３万円を加算して

支給する内容となっております。 

  ７款１項５目商工費の新型コロナウイルス対

策費についてでありますが、初めに「やまがた

ＧｏＴｏＥａｔキャンペーン」登録事業者応援

給付金につきましては、国で実施しております

ＧｏＴｏＥａｔキャンペーンの本市の登録事業

者に対し、１事業者当たり25万円を限度に食事

券の換金額の25％の金額を給付するものであり

ます。 

  また、飲食店等経営状況調査業務委託料につ

きましては、既に本市で実施済みであります飲

食店等応援給付金を受給した事業者に対しＧｏ

ＴｏＥａｔキャンペーンの周知を図り、登録を

促進することにより、先ほどの登録事業者応援

給付金の利用拡大を図るとともに、現在の経営

状況等を聞き取りするなどしながら今後の支援

策を検討するための基礎調査を行うものであり

ます。 

  財源といたしましては、ひとり親世帯臨時特

別給付金は全額国費を、商工費の新型コロナウ

イルス対策費についてはまちづくり応援基金を

活用して実施するものであります。 

  まだまだコロナウイルス感染症の終息する気

配がない中、速やかに対策を図るため追加する

ものでありますので、御審議の上、御決定くだ

さるようお願いいたします。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明がありました議案第129号につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第129号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ６ページの歳出７款商

工費１項商工費５目新型コロナウイルス対策費

のところなんですけれども、雇用・経済安定対

策事業費、また市内事業者売上減少対策事業費

のところなんですけれども、市が単独でやる事

業ということなんですけれども、具体的に広め

るためにはどのようにやっていくのかというこ

となんですけれども、市内の飲食店の方々の声

だとやはり国でやっているＧｏＴｏＥａｔもと

にかく換金が遅いということ、またいろいろな

山形のプレミアムクーポン券もそうなんですけ

れども、新聞にも出ていたんでしたけれども、

換金が遅くて、入金があっていろいろな仕入れ

ができるんですけれども、それがなかなか遅く

なってしまって、「このままじゃ黒字倒産して

しまう」みたいな声もあるんですけれども、広

めるためにはどうやってするのか、スピード感

を持ってやっていくためにはどのようにするの

か教えていただけるとありがたいです。 
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柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 追加予算書の６ページに

あります新型コロナウイルス対策費の補正でご

ざいますが、こちらにつきましてはこれまで本

市が単独でやっております事業ありますけれど

も、そちらの飲食店等応援給付金の受給対象者

につきまして、会議所に委託をしまして、調査

員を雇用します。こちらの方からこれまで行っ

ている受給した飲食店等に直接出向いていただ

きまして、現在の状況把握、それからこれまで

の対策の在り方といいますか、そちらも把握し

ていただいて、なおかつＧｏＴｏＥａｔにつき

ましてはまだまだ手を挙げていらっしゃる店舗

が少ないということもお聞きしておりますので、

そちらの周知も図りながら、またどうしても手

続が面倒だという声も聞こえておりますので、

そちらについての申請支援についても行ってい

く考えでございます。そちらによりまして、よ

り多くの店舗がこの制度に乗ることによりまし

て、お店に仕入れている酒屋、それから食材屋

にも効果が波及すると考えてございますので、

御理解のほどよろしくお願いしたいと思います。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

下山准一議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。 

  申請の支援とか、また実際にいろいろ話を聞

いて現場を見ていただくということはとてもい

いことだと思います。ぜひスピード感を持って

いただいて、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまのやまがたＧ

ｏＴｏＥａｔキャンペーンについてなんですが、

つまり飲食をするように支援するということだ

と思います、簡単に言うと。市民というか、飲

食店を利用して飲食をするようにと、こういう

ことだと思います。 

  しかし、これを本当に使おうと思いますと例

えば忘年会とか新年会とか、今までやっていた

ように、あるいは飲み会するかとか、そういう

ので応援される内容になるなということは思い

ます。分かります。 

  しかし、今、新庄市にはまだですけれども、

飲食店での夜の飲み会に参加したかなと思われ

る方がＰＣＲ検査で陽性者として県内で広がっ

ている状態です。それを進めることにならない

のか、大変心配なような気がしませんか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 確かに議員おっしゃると

おり、ＧｏＴｏトラベルについては国で方針変

更されまして一時停止という声も聞かれており

ます。 

  ＧｏＴｏＥａｔにつきましては、大規模な飲

食、それから長時間の会食をなくすと。ただ、

経済を回すために、なるだけ顔見知りの方、少

人数での会食を促すような施策でございますの

で、そうした短時間でなるべくお店を回って協

力していただきたいと、経済を回していただき

たいという思いでございますので、そうしたこ

とからすれば、これまで行ってきた新生活様式

の補助金でありますとか、そうした活用した飲

食店を応援する意味でも有効なのではないかと

考えているところでございますので、御理解賜

ればと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

下山准一議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 思い切って飲食店にこ

の金額を支給するというふうにして、集まって

の食べたり飲んだりは当面控えるぐらいのこと

はできないでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 
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柏倉敏彦商工観光課長 県の通達からも、大規模

な飲食については自粛するようにという要請は

来ております。やる場合についても、新生活様

式を準拠したお店、それから少人数でというこ

とで通達が来ておりますので、それに基づいて

実施するということでございますので、御理解

いただければと思います。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） ５ページの歳入ですが、

19款２項２目まちづくり応援基金繰入金ですが、

引き続いて６ページのＧｏＴｏＥａｔキャンペ

ーンの応援給付金、こっちについては私はいい

と思うんです。 

  質問したいのは、財政課の考え方だと思うん

ですが、応援基金からの繰入金しか検討されな

かったのか、国の制度とか、これに関わるよう

な制度がないからしたんだと思うんですけれど

も、応援基金の利用についての趣旨に合致する

かどうか、合致するから計上したんでしょうけ

れども、その点お伺いします。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

下山准一議長 総合政策課長渡辺安志君。 

渡辺安志総合政策課長 まちづくり応援基金繰入

金ということで、ふるさと納税絡みということ

で私からお答えさせていただきますけれども、

市の産業、経済が疲弊しているということで、

産業に資するということで、先ほどもありまし

たけれども、そういった応援してくださる方も

いらっしゃいますので、今回、他の財源化とい

うことにつきましては、ないからこういう財源、

市の財源でするわけですけれども、ふるさと応

援基金というこうした基金を使って何とか経済、

産業の活性化に使わせていただきたいというこ

とで財源を繰り入れたところでございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

下山准一議長 八鍬長一君。 

４ 番（八鍬長一議員） 極めて一般財源的な扱

いをするということになるんじゃないでしょう

か。今後、この応援基金の繰入れの在り方につ

いてちょっと心配するもんですから、そこのと

ころ確認したんでした。なお、いい制度は本当

になかったんでしょうか。 

平向真也財政課長 議長、平向真也。 

下山准一議長 財政課長平向真也君。 

平向真也財政課長 このたびの追加補正での事業

での財源ということでございますが、まちづく

り応援基金、コロナの状況を受けまして非常に

伸びている状況だということで、ただこれにつ

きましても毎年の繰入れのルールというのを設

けてございます。今回、このような事業に目的

が合致するということで、こちらの財源として

活用させていただいているものでございます。 

  以上です。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） １つだけ質問させてい

ただきます。 

  歳出の６ページ、７款商工費１項商工費５目

新型コロナウイルス対策費の中の先ほども皆さ

ん申し上げているやまがたＧｏＴｏＥａｔキャ

ンペーンについてでございます。こちらの説明

を見ますと、登録している事業者に対して、利

用された状況に応じてという形になっておりま

すけれども、このＧｏＴｏＥａｔが利用された

時期というのは遡って25％なんでしょうか、こ

れから25％なんでしょうか。 

  それと、最後の締切りまでの期間を教えてい

ただければと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 こちらにつきましては、

この予算が可決されました後に給付金の事業の

要綱を定めまして実施するものでございますが、
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期間については、ＧｏＴｏＥａｔが３月末まで

ということでございまして、換金についても４

月になってからでないとできないということも

お聞きしておりますので、その最終の事業につ

きましては年度をまたぐのかなと考えてござい

ます。今回の追加補正につきましてはあくまで

も今年度の予算分ということでございますので、

また新年度につきまして新年度の予算で計上さ

せていただければと考えてございます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

下山准一議長 佐藤文一君。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。 

  今、内容の返事がちょっとあやふやだったん

ですけれども、今まで使われた分も対象になる

という捉え方でよろしいでしょうか。今回追加

で出ましたけれども、これが可決された後のも

のしか駄目なのか、それともそれが決まってか

ら、今まで使われた分も対象になるのかお伺い

します。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

下山准一議長 商工観光課長柏倉敏彦君。 

柏倉敏彦商工観光課長 大変申し訳ございません。 

  換金がなった時点ですので、これから換金さ

れるという状況がございますので、今まで使わ

れていた分ということも対象になるところかと

思います。 

下山准一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第129号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第129号令和２年度新庄市一般会計補正

予算（第10号）は原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第129号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２３決議案第１号誹謗中傷

をなくし共に支えあうことにより

新型コロナウイルス感染症の克服

を目指す決議について 

 

 

下山准一議長 次に、日程第23決議案第１号誹謗

中傷をなくし共に支えあうことにより新型コロ

ナウイルス感染症の克服を目指す決議について

を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  議会運営委員長石川正志君。 

   （石川正志議会運営委員長登壇） 

石川正志議会運営委員長 それでは私から、決議

案第１号について説明させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

  誹謗中傷をなくし共に支えあうことにより新

型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議に

ついて。 

  上記の議案を新庄市議会会議規則第14条第２

項の規定により提出いたします。 

  提出日は本日でございます。 

  宛先は、市議会議長下山准一殿。 

  提出者は、私、新庄市議会運営委員会委員長

石川正志でございます。 

  中身について、読んで説明に代えさせていた

だきますので、皆様、お手元の資料をよろしく
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お願いいたします。 

  誹謗中傷をなくし共に支えあうことにより新

型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議。 

  現在、新型コロナウイルス感染症は全国的に

急速な感染拡大が進んでおり、山形県内におい

ても11月から感染者が急増しています。その中

にあって新庄市民は感染拡大の防止に細心の注

意を払いながら社会経済活動の両立に向け懸命

に取り組んでいます。 

  こうした状況の下、感染者やその家族、学校

や勤務先、医療・福祉関係者等に対しＳＮＳ等

の媒体による匿名での心ない誹謗中傷や間違っ

た情報の拡散、感染症に対する不安や恐れから

感染者や感染経路を詮索する事例などが発生し

ていることは憂慮すべきことです。 

  これらの行為は偏見による不当な差別であり、

人権擁護の観点からも看過できません。また、

コロナ禍を契機として、新庄市民が永い間培っ

てきた「思いやり」や「やさしさ」という人と

人との結びつきの根幹を失ってしまうことは大

きな損失であり、何としても防がなければなり

ません。 

  新型コロナウイルスは気づかないうちに誰も

が感染する可能性があります。今、私たちが行

うべきことは感染症防止策の徹底であって感染

者を誹謗中傷することではありません。医療・

福祉従業者をはじめ多くの方が困難な状況の中

で頑張っています。今こそ私たち一人一人が、

共に支えあうことが何より大切なことです。 

  よって、本市議会は、誹謗中傷の根絶を目指

すとともに、新型コロナウイルス感染症に関す

る諸課題に真摯に取り組んでまいりますので、

市民の皆様におかれましても、共に支えあいな

がらこの困難を乗り越えてまいりましょう。 

  以上、決議する。 

  以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました決議案第１号誹謗

中傷をなくし共に支えあうことにより新型コロ

ナウイルス感染症の克服を目指す決議について

は、会議規則第37条第２項の規定により直ちに

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  決議案第１号誹謗中傷をなくし共に支えあう

ことにより新型コロナウイルス感染症の克服を

目指す決議については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

決議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２４議会案第５号最上地区

県立高校再編に関する意見書の提

出について 

 

 

下山准一議長 次に、日程第24議会案第５号最上

地区県立高校再編に関する意見書の提出につい

てを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科正仁君。 

   （１０番山科正仁議員登壇） 

１０番（山科正仁議員） 私から、議会案第５号
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最上地区県立高校再編に関する意見書の提出に

ついて説明いたします。 

  上記の議案を新庄市議会会議規則第14条第１

項の規定により提出いたします。 

  令和２年12月15日、本日提出です。 

  新庄市議会議長下山准一殿。 

  提出者、私、山科正仁。 

  賛成者は、奥山省三議員、石川正志議員、八

鍬長一議員です。 

  別紙を御覧ください。 

  最上地区県立高校再編に関する意見書。 

  県教育委員会は、最上地区の県立高校の再編

整備に係る検討委員会の報告書を踏まえ、平成

24年３月に最上地区の県立高校再編整備計画を

作成し、中長期的な方向性を示した。令和２年

は、第６次山形県教育振興計画期間の半ばにな

ることから、最上地区の高校所在の１市３町に

おける地域説明会や８市町村からの意見聴取を

実施し、再編整備に関する基本方針の改訂を踏

まえながら検討を進めている。このたび具体的

な高校配置の２つの案を併記した骨子案をまと

め、令和３年３月に最上地区の県立高校再編整

備計画（第２次計画）を策定する予定としてい

る。この再編において、敷地・校舎は県立新庄

北高等学校を活用しようとしているが、校舎が

狭いことや、築50年近く経過し配管や壁など施

設の老朽化が著しいこと、最寄り駅から離れた

場所に位置していることから通学に不便など施

設面で課題が生じている。 

  さらに、統合した新高校は地域と連携を含め、

新庄市のまちづくりに大きな影響を及ぼすこと

になることから新庄市としての検討が必要とな

ります。 

  以上のことから、次の事項を要望します。 

 １．高校再編に当たっては、教育環境の向上を

図ることが重要であり、新校舎を含めて検討す

ること。 

 ２．新高校は、進学校としての機能を強化する

ため、探究科など複数の学科を設置すること。 

 ３．教員の配置については、生徒の定数やクラ

ス数によらず、十分に確保すること。 

 ４．高校再編は新庄市のまちづくりに大きな影

響をもたらすものであり、県立高校再編整備計

画（第２次計画）に当たっては新庄市の意見を

反映させること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により提出す

る。 

  提出先、山形県知事宛て、山形県教育委員会

教育長宛て。 

  以上、提出いたしますので、よろしく御審議

賜りますようお願い申し上げます。 

下山准一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第５号最上

地区県立高校再編に関する意見書の提出につい

ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会への付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第５号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第５号最上地区県立高校再編に関する

意見書の提出については、原案のとおり決する
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ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山准一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

下山准一議長 ここで市長より御挨拶があります。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 コロナの第３波かと言われる厳し

い中にあって、12月議会の慎重審議賜りました

こと、まずもって感謝申し上げます。 

  今年は、本来はオリンピックイヤーというこ

とでスタートし、２月にコロナ感染症が疑われ、

３月には学校閉鎖、４月は緊急事態宣言という

ことで、国のありようを全て変えるような大き

なパンデミックになった年だなと思っておりま

す。新しく菅総理が誕生いたしまして、デジタ

ル化の方針を打ち出したところであります。こ

れまでの行財政改革の中の大きく踏み込んだ形

で押印廃止ということもうたわれているところ

であります。ＧＩＧＡスクール構想などもスタ

ートしますので、国の動向を見極めながら、本

市においてもしっかりと進めてまいりたいと考

えております。 

  残りも僅かとなったわけでありますが、新年

におきましては、１月４日、新春の集いは懇親

会をやらずにセレモニーだけと、新庄市表彰の

方々の表彰のみという形で、縮小した形で行わ

せていただきたいと考えております。 

  また、１月11日の成人式、延びておりました

が、どこかでけじめをつけたいということであ

りますので、会場を市民プラザから文化会館に

しまして、席の十分な確保を行いながら、これ

も短時間、規模を縮小した形で行ってまいりた

いと考えています。これはあくまでも新庄最上、

特に新庄市で感染者が出ていないという状況で

のことでありますので、ぜひそのことも御承知

いただければと思います。 

  今日も山形市では12人、ほかにも数人出てい

るという状況で、いつ新庄市にも入ってくるか

分からない状況であります。感染症対策を十分

に取りながら最小の形での行事を進めてまいり

たいと思っております。 

  今年６月８日に予定されておりました2020の

新庄最上地区におけるオリンピックの聖火リレ

ーでありますが、国の委員会から令和３年６月

７日に規模を縮小した形で実施してはどうかと

いう御意見をいただいているところであります。

これは、教育委員会、８市町村の教育委員会で

さらに内容を詰めまして、実施に至ることへの

経過の説明もいただけるものと思っております。 

  何はともあれ、来年2020が2021のオリ・パラ

になることが、日本にとっても国難を乗り越え

る、また大きな転換期の一つではないかなと思

っております。 

  本市におきましても、それに向けて本当に国

難に負けずに、明るい社会づくり、まちづくり

に努めなければいけないと思っております。 

  今般いただいた来年度予算等への様々な意見

に真摯に耳を傾けまして、できる限りのことを

対応してまいりたいと思っております。 

  間もなく１年が終わろうとしておるわけであ

りますが、皆様と、また市民の皆様が本当によ

い年を迎えられますことを心からお祈り申し上

げまして、12月議会の御礼とさせていただきま

す。誠にありがとうございました。 

下山准一議長 以上をもちまして、令和２年12月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時０１分 閉会 
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   新 庄 市 議 会 議 長   

 

   会 議 録 署 名 議 員   

 

    〃    〃    

 




